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　　　序幕　～prologue～







　……赤い空が見える。

　夕焼けだろうか。

　それとも朝焼け？

　……違う。夕焼けでも朝焼けでもない。あれは、都市を守る大結界──〝神の盾アイギス〟の赤だ。

　朦もう朧ろうとしていた意識が、だんだんはっきりしてきた。

　今は早朝で、ここは街外れの公園だ。

「……っ」

　大の字に倒れていた身体からだを起こすと鳩尾みぞおちのあたりがずきんと痛んで、僕は呻うめいた。

「目は覚めた？」

「ああ、まだちょっと目が回ってるけど」

　かけられた声に答えて、僕は芝の上に座り込んだまま顔だけを振り向かせた。

　チェック柄のスカートから伸びる白い脚が目に染しみる。ずっと見つめていたい気持ちをこらえて視線を上へとスライドさせた僕は、そこにとびっきりの美び貌ぼうを見た。

「目が覚めたのならさっさと立つ。もう一本いくわよ」

　美貌の持ち主が魔法杖ルーンスタツフで地面をトントンと叩たたいて僕を急せかす。

　手を差し伸べてくれるほど、僕の相棒パートナーは優しくない。

　三ヶ月前まで、僕の相棒パートナーは幼おさな馴な染じみの神かみ代しろひなただった。だけど今、僕の隣となりにいるのはひなたじゃない。

　天てん上じよう院いんに上がったひなたに代わって僕の相棒パートナーになったのは、光こう風ふう学園一の魔ま法ほう使つかいである安あん藤どう美み月づきだった。ついでに言えば、美月は学園一の美少女でもある。

「さあ、構えて」

　なんとか立ち上がった僕は、言われるまま剣を構えた。

　身体からだ中じゆうが軋きしみをあげていた。だけど、休ませてくれとは言えない。言ったところで聞き入れてはもらえない。

　美月の特訓はそんなに生やさしいものじゃない。もう本当に指の一本も動かなくなるまで何度でも立ち上がらされて、何度でも叩たたきのめされる。

　第一種危険区域で妖獣騎士ドウーム・ナイトと戦った日から一ヶ月──僕は毎朝毎晩、美月に特訓相手になってもらっていた。

　美月は魔法使いで僕は剣士。剣士が魔法使いに剣を教わるなんて──と恥はじに思う気持ちは、なかった。

　美月は、強い。魔法の腕だけじゃなく、白はく兵へい戦せんをさせても美月は並の剣士が束になってかかってもかなわない強さを誇ほこっている。

　剣士科二年の中じゃ上位に入る僕だけど、美月と比べれば僕なんてまだまだ子供──赤ん坊みたいなものだ。

　弱い者が強い者に習うのは当然のことで、魔法使いだからとか女だからとか、そんなつまらないことを気にしてはいられない。

　這はいつくばってでも強くならなくちゃならない理由が、僕にはあるのだ。

「いくわよ」

　美月が魔法杖を構えて浅く腰を落とした。

　スッと美月の目が──黒くて大きな瞳ひとみが、猫科の動物のそれのように縦に切れ上がった。

　美月は厳密に言えば人間じゃない。美月は天上院が作り出した生体兵器──ルドラの一人だ。そして、美月をはじめとしてルドラは皆、戦意が高まると瞳の形状が変化するのだという。

　変化した状態のその目を、僕は虎とらの目と呼んでいた。

　虎の目をカッと見開いて、美月のしなやかな足が地面を蹴けった。

──右！

　美月は真っ正面から一直線に迫っている。

　でも、一いち撃げき目めは正面からはこない。右からくる。僕にはわかる。

　視線を右に走らせた僕は、そこにサイドポニーを靡なびかせて魔法杖を振りかぶる美み月づきの姿を見た。

　僕が視線を動かしはじめた後に走行軌道を変えて、僕が右を向いた時にはもう移動を終えているのだから、とんでもない疾はやさだ。

　そのとんでもない疾さで、美月は魔法杖を横一文字に振り抜いてきた。

　紙一重。

　しゃがむのが半はん瞬しゆんでも遅ければ、僕の頭は粉々になっていただろう。

　美月の攻撃には特訓とは思えない殺気がこもっていた。さっき鳩尾みぞおちにもらった掌しよう底ていも、くらう瞬間に後ろに跳んで威力を殺していなかったら、肋ろつ骨こつが粉々になっていただろう。

　実戦と同じか、あるいはそれ以上に危険な特訓。けど、これでいいのだ。こうでなくちゃ僕の求める強さには永久に手が届かない。

　美月の初撃をかわした僕は、跳び退のきながら長剣ロングソードを正せい眼がんに構えた。普通なら反撃のチャンスというところだけど、美月と僕じゃスピードが違いすぎる。僕の反撃よりも美月の二撃目のほうがどうしたって疾い。

　魔法杖を槍やりのように構えて真っ正面から肉にく薄はくしてくる美月。

　稲いな妻ずまみたいな突きを受け流して、続けざま繰くり出された蹴けりと掌底もかわす。

　いい調子だ。これなら、いけるかもしれない。

　すくい上げるような一いつ閃せんをかわしながら、僕は剣を握る手に軽く力を込めた。

　反撃する。

　美月の攻撃が強烈すぎて、これまでは防御に徹てつするだけで反撃する余裕なんてこれっぽっちもなかった。

　だけど、守っているばかりじゃ万に一つも勝ち目はないんだ。それに、僕だって成長してるんだってことを美月にわかりやすい形で示したい欲もある。

　ちょうどいいタイミングで美月が魔法杖を大振りしてきた。これを避ければ美月は無防備な背中をさらすことになる。チャンスだ。

　だけど、僕は反撃の剣を繰り出せなかった。

「──！」

　消えてしまったのだ。美月の背中が。忽こつ然ぜんと。

「甘いわよ」

　鋭く冷たいその声は、背後から聞こえた。

　美月が僕の目に追いきれないレベルにまで速度を上げて背後に回り込んだのだと理解した時にはもう、僕は宙を舞わされていた。

　受け身も取れずに背中から地面に叩たたきつけられる。背中を打っただけならまだなんとかなったのだろうけど、後頭部まで強打してしまったのだからたまらない。

　……意識が遠くなっていく。

「反はん撃げきしようとした心意気はよし、と言いたいところだけど、背中を見せたのは誘さそいよ。簡単に引っかかりすぎ。攻撃の瞬しゆん間かんに殺気が出たのもダメね。相手を圧倒するレベルの殺気ならともかく、中ちゆう途と半はん端ぱな殺気はただ自分の動きを教えるだけよ。あなたの戦い方はカウンター寄りなんだから、もっと──」

「ひ……な……」

　美み月づきのダメ出しを最後まで聞くことも、ひなたの名前を言い切ることもできないうちに、僕の意識は暗転した。




　天上院への道程は、まだまだ遠い。













　　　一幕　虎とらとウサギとメイド服







　オオオオオォォォォォ……。

　オオオオオォォォォォ……。




　死の大地で、彼女は泣いていた。

　この地に縛しばられた日からずっと、彼女は泣き続けていた。

　ここにはなにもない。誰だれもいない。

　頭の上には鈍にび色いろの空が広がり、足の下には硬く冷たい地面がどこまでも広がっているだけ。

　生き物の気配も時折感じるものの、誰も彼女に近づいてこようとはしない。

　寂しい。

　悲しい。

　一体、あれからどれだけの時が過ぎたのだろう。

　時間の感覚が曖あい昧まいになっている。

　記き憶おくもだ。

　自分が何者であったのかも、わからなくなってしまった。

　けれど。

　なにもかもが曖あい昧まいになってしまった中で、ただ一つ──ただ一人、彼のことだけは鮮明に憶おぼえていた。

　会いたい。

　会いたい。

　会いたい。

──たっくん……。




　オオオオオォォォォォ……。

　オオオオオォォォォォ……。




　人が生きることを許されない死の大地で、彼女は今日も一人、忘れえぬ人を想おもって泣き続ける。
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「いてて……っ」

　痛みに声をあげながら、僕は制服に着替えていた。

　痛んでいるのは、腕に脚に胸に腹に背中に腰に──要するに全身だ。

　美み月づきとの特訓の後はいつもこうだ。美月の攻こう撃げきは芯しんに響ひびくから、完全に痛みが引くには早くても半日かかった。もっとも、早朝の特訓で受けた痛みが引く頃ころには夜の特訓が待ち受けているから、結局、一日中痛い思いをしていることになるのだけれど。それでも、この痛みが自分の剣士としての成長に繫つながっているのだと思えば決して苦じゃなかった。

　着替えながら、僕は窓から空を見た。

　空の色は綺き麗れいな水色で、雲もほとんど見えない。今日も暑くなりそうだった。

「よいせっ……と」

　濃のう紺こんのブレザーに袖そでを通す。

　軍の戦せん闘とう服ふくと同じ合成繊せん維いで出来ている光こう風ふう学園の制服は、ただ丈じよう夫ぶなだけじゃなく、冬は暖かく夏は涼しいというスグレモノだ。おかげでと言うべきかそのせいでと言うべきか、光風学園にはいわゆる衣替えがないのだった。

　真夏に濃のう紺こんのブレザーは、見た目的に暑苦しい。まあ実際に暑いわけじゃないから、かまわないといえばかまわないんだけど。

　ピンポーン。

　着替えて、腰の剣帯に剣を差して──登校の準備がすっかり完了したところで、タイミングよく玄関のチャイムが鳴った。

　美み月づきだ。

「いってきます」

　鞄かばんを持って、両親の位い牌はいに声をかけて、僕は家を出た。




　妖獣ドウーム。

　一九一四年に突とつ如じよとして地球に現れ、人類を破滅の淵ふちに追い込んだ最悪の敵。

　僕の通う光風学園は、その妖獣ドウームと戦う人材──獣殺士スレイヤーを養成する学校だった。

　だから、通学路を歩いている制服姿は誰だれもが剣やら槍やりやら魔法杖ルーンスタツフといった武器を携たずさえていて、僕も──いや、僕らもその中の一組だった。

　僕は横目でちらりと隣となりを歩く美月を見た。そして、ささやかな感かん慨がいに浸る。

　なにしろ美月は学園一の魔ま法ほう使つかいで学園一の美少女なのだ。こんな鼻の高いことはない。

　だけど。

　同じ光風学園生の視線が、さっきからちらちらと──というより、ちくちくと僕と美月に刺さっている。

　憧あこがれややっかみの目じゃない。

　僕たちに向けられているのは、嫌けん悪おの目だった。

（〝死神〟だ）

（〝相棒パートナー殺し〟だ）

（怖い）

（関かかわるな関わるな）

　そんな声が聞こえてくるようだった。

〝死神〟も〝相棒パートナー殺し〟も、美月につけられた呼び名だ。

　美月は入学から一年半足らずの間に、実に九回も相棒パートナーを変えていた。つまり、僕は十人目の相棒パートナーということになる。僕以前に美月の相棒パートナーだった九人は、七人が退学、二人が無期限休学している。

　美月によれば、彼らは皆、美月がやめろと言ったにもかかわらず彼女の『大物狩り』に同行して、肉体的、あるいは精神的に再起不能級の傷を負ったのだという。……他ひ人と事ごとじゃない。

　きっと、潰つぶれていった彼らも、僕と同じように美月の圧倒的な強さにどうしようもなく惹ひかれて、無む茶ちやを承知でついていったんだろう。美月と一いつ緒しよに戦い抜くことができれば強くなれる……そんなふうに思ったに違いない。

　他ほかにも、美み月づきとの模も擬ぎ戦せんで再起不能になった学園生もいて、それで美月は〝死神〟だの〝相棒パートナー殺し〟だのと呼ばれるようになってしまったのだ。

　美月がニュクスだと思われていることもよくなかった。魔ま大たい陸りくの先住民であるニュクスに対する差別と偏見は、ニュクス解放宣言から一世紀が経たった現在でも残っている。実際には美月はルドラであってニュクスじゃないのだけれど、事実を公表するわけにはいかなかった。安あん藤どう美月は実は天てん上じよう院いんの作り出した生体兵器です──なんて、そのほうがよっぽど面倒なことになる。

「気になる？」

　美月が不意に訊きいてきた。

「なにが？」

「まわりの目」

　僕は首の後ろをさすった。

「まあ、気にならないっていうと噓うそになるかな」

　学園に近づくにつれて、僕たちに向けられる視線も増えている。中にはこっちを指さしてヒソヒソやっている奴やつもいた。

（あいつ、なんだって安藤の相棒パートナーなんかやってんだ？）

（家族を殺すって脅おどされたって話だぜ）

（色気で釣ったんだろ。顔だけは可か愛わいいからな、あいつ）

（最低）

（ちょっと釣られてみたい気もするけどな）

（俺おれはご免だね。病気になりそうだ）

　聞こえてるぞ、そこ。

「やっぱり、別々のほうがいいんじゃない？　登校」

　美月が言った。

　僕たちが一いつ緒しよに登校するようになったのは、ごく最近のことだった。せっかく家が近所なのだから一緒に行こうと僕のほうから誘さそったのだ。

　別に下心あってのことじゃない。ただ、美月が学園でよく思われていないことは知っていたから、誰だれかと一緒に登校する姿を見せつけることで、少しでも美月への風当たりを弱くできるんじゃないかという思惑があったことはたしかだ（こういうのも下心っていうんだろうか？）。

　だけど、僕の思惑はものの見事に外れた。美月への風当たりは少しも弱まっていない。それどころかかえって強くなってしまった感さえある。

　周囲の美月に対する恐怖感や嫌けん悪お感かんは、僕が思っていた以上に根が深かったらしい。

「美月は気にならないのか？」

「別に。私がここにいるのは獣殺士スレイヤー免許・ライセンスが取りたいからであって、友達作りのためじゃないから」

「うーん……」

　納得がいかなかった。いくら友達を作る気がないからって、他人に露ろ骨こつに嫌きらわれて、それで本当に平気な人間なんているものなんだろうか。

　仮に本当に美み月づきがなんとも思っていないんだとしても、僕が嫌いやだった。

　美月は過か酷こくな運命を背負いながらもがんばり続けている、本当に強い人間なんだ。

　僕は美月を心底から尊敬している。僕にとって美月はかけがえのない友人で、尊い師で、大切な相棒パートナーなんだ。

　そんな美月が忌いみ嫌われていることが、僕には許せない。

　大きなお世話だって美月は思うだろう。だけど、僕はどうしてもみんなに美月の魅み力りよくを理解してもらいたい。理解させてやりたい。

「明日からは別々に登校しましょう」

「嫌だ」

「だだっ子みたいなことを言わないの。あなたの立場まで悪くなるわよ」

「かまうもんか」

　美月の口からため息が漏もれた。

「見た目に似合わず頑がん固こよね、あなたって」

「頑固でなかったら美月の相棒パートナーなんて務まらないさ」

「それは、そうかもね」

　呆あきれたというより諦あきらめたといった顔で肩を竦すくめた美月を横目に、僕はなにかいい方法はないかと頭を巡らせていた。




「おはよ、杉すぎ崎さき」

　校舎の違う美月と昇降口で別れて教室に入ると、ヘアバンドで額を露出した快活そうな女子が声をかけてきた。

　南みなみあかねだ。

「ああ、おはよう」

　クラスメイトでクラス委員で僕が中学時代に通っていた剣術道場の一人娘でもある南は、美月を除けば僕が光風学園で一番多く言葉を交わす相手だった。要するに、友達だ。美月は多弁なタイプじゃないから、美月を含んだとしても南との会話のほうが多いかもしれない。

　自分の席でクラスの女子数人と談笑していた南は、「ちょっと、ごめんね」と女子たちに断りを入れると、小走りに僕のほうにやってきた。

「ねえ、杉崎……」

　朝っぱらから南みなみは神妙な顔をしていた。朝でなくても、いつも潑はつ剌らつとしている南がこんな表情を見せるのは珍しい。

「杉すぎ崎さきさ……最近、安あん藤どうさんと一いつ緒しよに登校してるって本当？」

「……本当だけど、それがどうかしたのか？」

「どうかしたのかって……」

「僕と美み月づきは相棒パートナー同士で、家も近所なんだ。一緒に登校したって、なにもおかしくはないだろ？」

　コンビが一緒に登下校したり、プライベートでもなにかと一緒に行動するのは、珍しいことじゃない。

　獣殺士免許スレイヤー・ライセンス取得前の学生だって、妖獣ドウームと戦せん闘とうを行う際には剣士と魔ま法ほう使つかいが二人一組で臨むことが、プロ獣殺士スレイヤーと同様に義務づけられているのだ。

　学園内での模も擬ぎ戦せんだって死の危険はある。相棒パートナーが命を預け合う相手であるということは、プロも学生もなんら変わらないのだ。

　命を預け合う相手だから信しん頼らい関係は重要になるし、一緒に死線をくぐり抜けているうちに肉親や恋人以上の強い絆きずなが芽生えることもある。

　コンビが一緒に登校するなんて、本当にごく普通のことなのだ。

「美月……名前で呼んでるんだ……」

「南だって、愛あい原はらのことは名前で呼んでるだろ？」

「そりゃそうだけど、女同士の場合と男女の場合じゃ、やっぱり意味が違うんじゃ……」

　両手の人差し指の先をいじいじと擦こすり合わせながら、南は語尾をだんだん小さくしていった。

「それで、なにが言いたいんだよ」

「う、うん。あのね……」

　南がなにを言いたいのかは、想像がついていた。

「杉崎……安藤さんと一緒に登校するの、やめたほうがいいよ」

　思ったとおり。

「安藤さんの評判が悪いのは、知ってるよね？　コンビを組んだのは、退学にならないために仕方なかったとしても……」

　僕と美月がコンビを組んだのは、お互いの相棒パートナーが学園を辞めてしまって、他ほかにコンビを組む相手がいなかったからだった。獣殺士学校スレイヤー・スクールでは、相棒パートナーのいない学生は、一定期間内に次の相棒パートナーを見つけないと、特定の場合を除いて退学になってしまう。

　退学を免れるために、僕と美月はコンビを組んだのだ。それは、信頼や友情といったものとは無縁の、形だけの関係のはずだった。

　けど、今は違う。あの妖獣騎士ドウーム・ナイトとの戦いを通じて、僕は美月に本当の意味での相棒パートナーとして認めてもらえたんだ。

「美み月づきはみんなが思っているようなただ怖いだけの人間じゃない」

「でも、杉すぎ崎さき……」

「南みなみは美月と話したことがあるのか？」

　南は「えっ？」と目を丸くして、それから「ううん」と首を振った。

「だったら、美月のことを悪く言うのはやめてくれ。よく知りもしない相手のことを悪く言うなんて、南らしくないぞ」

「あたしらしくない？」

　南は軽くうつむいて、「うーん」と唸うなり出した。

「あたしらしくない……か。そう……だね。それは、たしかにそうかも……」

　南は顔を上げると、「ごめんね、杉崎」、謝罪の言葉を口にした。

「杉崎の言うとおり、よく知りもしない人のことを悪く言うのはよくないよね。たしかに、あたしらしくなかったかな」

　ぽかっ、と自分の頭を小突いてみせる。

「いや……僕のほうこそ。南は僕を心配してくれたんだもんな。その気持ちはありがたいよ。すごく」

　南が僕のことを心配してくれたのは今日に限ったことじゃない。ひなたが去ったショックで落ち込んでいた時にも、南は僕を心配して励まそうとしてくれた。

　面倒見のいい、本当にイイ奴やつなのだ。南あかねという女の子は。

「そりゃあ、友達だもの」

　南が気き恥はずかしそうに肩を竦すくめる。

「友達……」

　僕はその単語を頭の中で反はん芻すうした。

「友達……やっぱり、それしかないよな……」

「どうかしたの？」

「南っ」

　僕は思わず南の手を握りしめていた。

「えっ、な、なに？」

「頼たのみがあるんだ」

「頼み……？」

「美月の友達になってやってくれないか？」

　そう。やっぱり、これしかない。

　美月を見る周囲の目を変える方法。

　同性の友達を作る。

　相棒パートナーで、しかも異性の僕よりも、同性の友達と親しくしている姿のほうが印象は絶対にいいはずだ。それに、友達ができれば、ただ殺さつ伐ばつとしていただけの美み月づきの学園生活が少しは楽しいものになってくれるかもしれない。

「あたしが、安あん藤どうさんの友達に……？」

「そうだ。南みなみが友達になってくれれば、周囲の美月を見る目も変わると思うんだ。南、友達作るの得意だよな？」

「そりゃあ、友達は多いほうだとは思うけど……でも、安藤さんにとっては大きなお世話なんじゃないの？」

「それは……」

　図星だった。友達なんて、美月はこれっぽっちも求めちゃいないだろう。

「だけど、実際に友達ができれば、美月だって変わると思うんだ」

　僕はあの妖獣騎士ドウーム・ナイトとの戦いの後で思ったのだ。

　美月の笑顔を一つでも増やしてやりたいと。

　美月は脳を妖獣ドウームに巣くわれていて、そいつは美月が魔ま法ほうを使う度たびに魔法の源であるマナを餌えさにして成長していく。そして、その度に美月の記き憶おくは壊こわれ、美月は美月でなくなっていく。

　このまま魔法を使い続ければ、いずれ自分は妖獣ドウームになってしまうと、美月は言っていた。

　それでもなお戦い続けることを選択した美月の人生が、笑顔にあふれているわけがない。

　でも、そんな過か酷こくな人生だからこそ笑顔が必要なのだと、僕は思うのだ。

「杉すぎ崎さきは本当に安藤さんのことが好きなんだねえ……」

　そう言った南の顔は、呆あきれているようにも感心しているようにも見えた。

「好き……」

　南が言った好きは、どういう意味での好きなんだろうか。

　もちろん、僕は美月が好きだ。だけどそれは、一人の人間としてとか相棒パートナーとしてとかであって、異性として好きとかそういうことじゃない。ない……はずだ。

「いいわ。わかった」

　南は苦笑交じりに肩を竦すくめると、僕の肩を小突いて、言った。

「昼休み、安藤さんを商業エリアのフードコートに連れてきて」




　光風学園のだだっ広い敷しき地ちには、飲食店から武装品店、果てはカラオケやゲームセンターといった娯楽施設までが並ぶ商業エリアがあって、昼休みともなるとそこは学園生でごった返す。

「美月はいつもどこで食べてるんだ、昼」

　僕の隣となりには美月がいた。

　美月と商業エリアに来るのは今日が初めてだった。というより、一いつ緒しよに食事をすること自体、コンビを組んでから初めてのことだった。

　オススメの店があるからたまには昼でも一緒にどうだろうという僕の誘さそいに、美月は「かまわないわよ、別に」と、なんの難色も示すことなくついてきた。こんなにあっさりとＯＫされるのなら、一いつ緒しよに登校するのも昼飯を食べるのも、もっと早く誘さそえばよかったかもしれない。

「見ろよ、安あん藤どうだ」

「嫌いやよ。目が合ったらどうするの？」

　ここでも忌き避ひの視線が無ぶ遠えん慮りよに突き刺さってきたけれど、気にしないでおく。

「『ベーカリー・イトウ』か『リトル・プリンセス』か、『小麦工房』が多いわね」

　美み月づきが挙げたのは、どれもパン屋の名前だった。

　なんと、わかりやすい。

　トレイの上に山のように積まれたこしあんパンを、まるで機械作業のように淡々と胃に収めていく美月の姿が思い出されて、僕は思わず笑いそうになった。

　美月は大のこしあんパン好きで──正確にはこしあん好きらしいけど──で、僕が以前に商業エリアのパン屋で見かけた時も、十個以上ものこしあんパンをぺろりとたいらげていた。

「なにが可笑おかしいの？」

　横目で軽く睨にらまれる。

　抑えたつもりだったのに、笑いが漏もれてしまっていたらしい。

「もしかして、私がこしあんパンばかり食べてると思ってる？」

「違うのか？」

「……違わないけど」

「なんだよ、そりゃ。いくらこしあんが好物だからって、そればかり食べるのはよくないぞ。日ひ頃ごろからちゃんとした食事を心がけるようにしないと。剣士だって魔ま法ほう使つかいだって身体からだが資本なんだから。なんだったら今度作りにいこうか？　うちに食べにきてもいいし」

「セーヤ、料理なんて作れるの？」

「ああ、こう見えても得意なんだ」

　ひなたが壊かい滅めつ的てきに不器用だったおかげで、料理だの掃除だの洗せん濯たくだの、そういった家事全般がすっかり得意になってしまった。我ながら立派な主しゆ夫ふになれるという自信がある。なりたくはないけれど。

「リクエストがあったら、言ってくれ」

「うーん……」

　顎あごに指を添えて真剣に悩み出した美月は、長考の末に。

「……あんパンとかあんころ餅もちとか。もちろん、こしあんじゃなかったら許さないわよ……って、なんでそこでため息をつくのよ」

「いや。お約束すぎてため息しか出なかったんだ」

　ふん、と美月が不敵に笑った。

「言うようになったじゃない」

「相棒パートナーだからね。遠えん慮りよはしないよ」

「はいはい」

　肩を竦すくめつつも、美み月づきの顔はどこか嬉うれしげで楽しげに見えた。

「それで、セーヤのオススメの店って、どこなの？」

「そこだよ」

　僕は正面を指さした。

「そこって……フードコートじゃない」

「そうだよ」

　僕が美月を連れてきたのは、屋台型の店てん舗ぽが軒のきを連ねるフードコートだった。小、中学校の校庭ぐらいの広さのある飲食スペースにはたくさんのテーブルやイスが置かれていて、屋台で買った物を座って食べられるようになっている。弁当を持ち込むのもアリだ。

　当然、この時間はバカみたいに混み合う。空いている席を探すのも難しそうだった。

「おーい、杉すぎ崎さきー！」

　雑ざつ踏とうの中から僕を呼ぶ声が聞こえた。

「こっちこっちー！」

　南みなみだ。奥のほうのテーブルから、立ち上がって大きく手を振っている。南の隣となりには、長い髪を二本お下げにした眼鏡少女の姿が見えた。南の相棒パートナー、愛あい原はら皐さ月つきだ。

「セーヤの知り合い？」

　美月が眉まゆ根ねを寄せて訊きいてきた。

「クラスメイトだよ。いこう」

「ちょっ……！」

　なにか言いたげな美月の手首をつかんで、強引に引っ張っていく。

「こんにちは、安あん藤どうさん」

　南たちのテーブルの前にくると、南が保険の勧かん誘ゆう員いんもかくやという人好きのする笑顔で美月に挨あい拶さつの言葉を投げかけた。

「あ、あの……こ、こんにちは……」

　その隣に座っていた愛原が立ち上がって、こちらは今にも泣き出しそうな顔で頭を下げた。

　別に悲しんでるわけじゃない。愛原は重度の人見知りで、南以外の人間と話す時はいつもだいたいこんな感じだ。

「どういうこと？」

　ふたりの挨拶には応こたえず、美月が僕に訝いぶかしげ……というより不快げな目を向けてくる。

「僕の友達だよ」

「あたしは杉崎と同じクラスの南あかね。こっちは相棒パートナーの愛原皐月。よろしくね、安藤さん」

「自己紹介なんてされても困るわ。どうせ忘れるんだから」

　南みなみの差し出した右手を握ろうとはせず、美み月づきは冷たく言い放った。

「どうせ忘れるって……」

　こっ酷ぴどい拒絶の言葉に、さすがの南も面食らったようだった。

「美月……」

　僕は美月を窘たしなめ──られなかった。

　ある可能性に思い至ってしまったのだ。

　美月に友達がいない理由。美月に友達がいないのは、美月の評判が悪いからってだけじゃない。美月自身に友達を作る意志がないからだ。それは、美月が学園の連中になんの興味も期待も抱いていない──つまりは眼中にないからなのだと思っていた。

　でも、あるいは……それだけじゃないのかもしれない。

　美月は魔ま法ほうを使う度たびに記き憶おくを失っていく。そして、失われる記憶は当然、自分じゃ選べない。

　忘れちゃいけない大切なこと──たとえば家族や親しい友人のことを忘れてしまうこともありえるということだ。

　美月が友達を作ろうとしないのは、それを恐れているからなんじゃないだろうか。

　親しい人の名前が、顔がわからなくなる。

　それで困るのは、傷つくのは、自分だけじゃない。相手だって傷つけてしまうことになるのだ。

　昨日まで、あるいはほんのさっきまで親しく笑い合っていた相手に、「あなた誰だれ？」と言われてしまうのだ。

　実際に、僕も名前を忘れられてしまったことがあった。あの時はまだ、僕と美月の関係は形だけのコンビに過ぎなかった。だからたいしたショックもなかったけれど、それでも戸惑ったのはたしかだ。

　もし今、美月に名前や存在そのものを忘れられてしまったら、僕は戸惑わずにいられるだろうか？

　僕は美月の記憶が魔法を使う度に壊こわれていくことを知っている。それでも美月が僕のことを忘れてしまったら、やっぱり僕は戸惑うだろう。悲しいと感じるかもしれない。なんにしろ、美月との心の距きよ離りが近い分だけ、ショックは大きくなるだろう。

「用件があるのならさっさと言って。ないなら行かせてもらうけど」

　握手するつもりなんてこれっぽっちもないというように腕組みして、美月が言う。

　どうせ忘れるから自己紹介なんかいらない。こんなことを言われて不愉快にならない人間はいない。普通なら友達になろうなんて気はゼロどころかマイナスになるはずだ。

　ところが。

「用件はね、これ」

　僕の見込んだクラス委員長殿は、怒るどころか朗ほがらかに笑って、テーブルの上に置かれた包みを美み月づきにフラれた右手で示した。……弁当箱だ。

「一いつ緒しよにお昼をどうかなーって」

　言いながら、南みなみは弁当箱の包みを解いた。

「これ、あたしが作ったの」

　ぱかっ、と蓋ふたが開けられる。

　南のお手製弁当は二段重ねで、上段にはおかずが、下段には小さめだが形のいいおにぎりが詰められていた。おかずの内容は玉子焼きにウインナーに一口ハンバーグといたってオーソドックスだ。でも、これがなかなか侮あなどれない。玉子焼きの焼き色が絶妙で、ウインナーは当然のようにタコの形に切られている。ブロッコリーやプチトマトで彩いろどりをプラスすることも忘れていない。箸はし休やすめに黒豆が入っているあたりも抜かりがない。おにぎりのほうも、海の苔りを巻いたものだけじゃなく、ゆかり梅やふりかけをまぶしたものもあって、彩り豊かだった。

「うちね、保育園児の弟が二人いて、そいつらのお弁当、毎日あたしが作ってるの。ついでに自分と皐さ月つきの分も、ね」

　南は三年前に母親を亡なくしていて、以来、家事の類たぐいの一切は彼女が引き受けていた。だから彼女の家事スキルは僕に負けず劣らず高い。弁当も何度かつまませてもらったことがあるが、お世せ辞じ抜きに美味おいしかった。

「これだけだと四人で食べるには量が少ないと思うから、そこらへんの店でなにか買ってみんなで──」

「どうして、私が見ず知らずのあなたたちと一緒に食べなくちゃいけないの？」

　美月の冷えた声が南の言葉を遮さえぎった。

「あたしが安あん藤どうさんと友達になりたいと思ってるから」

　南の顔や声音に、今のところ怒りの色はない。懸けん命めいに怒りを嚙かみ殺しているのか、それともこの程度の拒絶は想定の範囲内と割り切っているのか。

　愛あい原はらはといえば、主人に怒られる犬のような怯おびえきった表情で縮こまっている。

「どうして？　私がなんて呼ばれているか、あなたもここの学園生なら知っているでしょう？」

「ええ。〝相棒パートナー殺し〟に〝死神〟……それに、〝大切な相棒パートナー〟」

　えっ、という顔をした美月が僕のほうを見た。

「そう。あなたに関して、杉すぎ崎さきが他ほかの人とはまったく違うことを言っているの。美月はただ怖いだけの人間じゃない、美月は僕の大切な相棒パートナーなんだ、って。杉崎とはこの学校に入る前からの友達だから、杉崎の言っていることと他の人たちの言っていることに食い違いがあれば、あたしは杉崎の言葉を信じたい。それで、あなたに興味を持ったの。杉崎が大切な相棒パートナーだって言う人がどんな人なのか知りたくなったの。相手を知るには友達になるのが一番でしょ？」

　僕に友達になってくれと頼たのまれたのだとは、南は言わなかった。

「……酔すい狂きような人ね」

　呟つぶやいた美み月づきは、

「おあいにく様、私はあなたになんの興味もないの。……さようなら」

　そう言うと、美月は南みなみたちに背中を向けて、さっさと歩き出してしまった。

「お。おいっ、美月！」

　僕の呼び止めにも、美月の足は止まらない。

「すまない、南、愛あい原はら！　またあとで！」

　ふたりに手を合わせて謝ると、僕は美月を追いかけた。

「美月、待てよっ！」

　美月の足は走っているわけでもないのにやたらと速くて、ようやく追いついた時には僕たちはもうフードコートどころか商業エリアからも出てしまっていた。

「セーヤ」

　僕に腕をつかまれてようやく足を止めた美月が、鋭い目で僕の目を射い貫ぬいてきた。

「余計な真似まねをしないで」

「……ごめん。友達ができれば、美月を見る周囲の目が変わるんじゃないかって思ったんだ」

　僕は素直に謝った。

　美月がもし、友達なんて必要ないと思っているんじゃなく、『忘れて』しまうことを恐れて、あえて作ろうとしていないんだとしたら、僕のやろうとしたことはお節介を通り越していい迷惑以外の何物でもない。

「わかってくれたのなら、かまわないわ」

　そう言い残して、美月は行ってしまった。

　遠ざかっていく美月の背中を眺めながら、僕は僕の浅せん慮りよな頭をこつんと小突いた。

「南たちの所に戻るか……」

　戻って、南と愛原に謝らなくちゃならない。美月に友達を作ろう計画も中止だ──うん？

　胸ポケットのケータイが震ふるえてる。

　電話だろうか──と取り出した時にはもう、振動は止まっていた。メールだ。

　送信者は──南か。




『ごめんね。うまくいかなかったよ。思ったより手て強ごわいね、彼女。でも、まだまだ諦あきらめちゃいないから！　次を見てて！』




　南からのメールにはそうあった。

　僕はその場で返信のメールを打った。




『こっちこそ、面倒な頼たのみ事をしてすまなかった。美月のことはもういい。計画は中止だ。あと、弁当、すごく美味うまそうだった』




　これでよし。送信──っと。

　ケータイを胸ポケットに戻して、来た道を引き返す。

　メールを送ったとはいえ、南みなみたちにはやっぱり、直接謝っておくべきだろう。それに、昼飯もちゃんと食べておかないと午後がもたない。

　ヴヴヴヴ。

　歩き出してすぐに、またケータイが震ふるえた。

　──南からのメールだ。

　目を通して、僕は思わず「げっ」と声をあげてしまった。




『あたし、諦あきらめないから。絶対に安あん藤どうさんと友達になってみせる。杉すぎ崎さきの頼たのみとは関係なく、安藤さんと友達になりたいって、あたし自身が思っちゃったの。あたしが安藤さんに言ったこと、あれ、方便でもなんでもないから。だから止めたって無む駄だだよ。それから、お弁当、食べたかったらいつでも言って。杉崎の分も作ってくるから』




　メール打つの速いな！　なんて感心してる場合じゃない。

　予想外の展開になってしまった。

　南はああ見えて頑がん固こ──というか、根がまっすぐな分、こうと決めたことはなにがあってもやり抜くヤツだ。

　その南が『絶対に』なんて副詞まで持ち出した以上、誰だれがなんと言おうと、南は美み月づきと友達になるまで諦めないだろう。

　かといって、どんな誘さそいを受けたところで美月が応じるとも思えない。

　一体、どうなるんだ……？

　僕は呻うめいて唸うなって天を仰いで、ケータイを持ったままのその手で浅せん慮りよな自分の頭をもう一度小突いた。




「うーん……」

　放課後の教室で僕は一人、唸っていた。

　別にお腹なかが痛いとか居残り授業を受けさせられているとかそういうことじゃない。

　美月と南の件について、考えていたのだ。

　誰もいない放課後の教室は、考え事をするにはいい場所だった。

　あの後──。

　南と直接会って話をしたのだが、南は本気だった。

　朝までは僕に美み月づきと一いつ緒しよに登校するのをやめろなんて言っていたのにどうして？　と問うと、

「安あん藤どうさんと初めて面と向かって話をしてみて、ちょっと色々と思うところがあったの」

　という答えが返ってきた。

　なにを思ったのか、ということも訊たずねてみたのだけれど、それには「秘密」と返されてしまった。

　もちろん、止めはしたのだけれど、ダメだった。

　美月の背負っている諸もろ々もろの事情を正直に話せば南みなみだって考え直してはくれるだろうけど、そういうわけにもいかない。

　まったく、どうしたものかとため息をついていると、開けっ放しになっていた教室の出入り口の前を見知った顔が通った。──愛あい原はらだ。こんな時間になにやってるんだろう？

　僕は机から下りて愛原を追いかけた。

「愛原」

「……ひっ！　あ……杉すぎ崎さきくん……？」

　拳こぶしを振りかぶられた犬みたいにビクッと肩を震ふるわせて恐る恐る振り返った愛原は、声をかけてきたのが僕だとわかると、片方の手を胸に当ててほっと息を吐はいた。

「ああ、驚おどろかせてすまない」

　ちょっと声をかけただけで罪悪感を感じさせられる女の子も珍しい。まあ、だいぶ慣れてはきたけれど。

「……ん？　愛原、なに持ってるんだ？」

　愛原は胸にＢ４サイズの紙束を抱えていた。

「あ……これ、ポスター……です。光こう風ふう祭さいの……私、実行委員だから……」

「ああ、光風祭か……」

　愛原が一枚抜き取って見せてくれたポスターには、でかでかと『光風祭開催』の文字が刷られていた。あと日程も。三週間後だ。

　光風祭ってのは、この学園の創立者の誕生日に学生主体で行われる──要するに学園祭だ。

　光風祭は、地元では割と有名なイベントだった。普ふ段だんは学園生しか利用できない商業エリアが一般開放される上に、模も擬ぎ店てんもけっこう本格的な店が多くて評判がいい。剣舞や魔ま法ほうの実演なんかもあって盛り上がる。

　まだ光風学園に入る前に、ひなたとふたりで見に行ったこともあった。

「愛原、実行委員なんてやってたのか？」

　意外だ。いざ戦せん闘とう時じとなると凜り々りしさを見せる愛原だけど、普段の彼女はなにがそんなに怖いのかというぐらいにおどおどしている。とてもじゃないが、実行委員とかの類たぐいを自主的にやるタイプには見えない。

「あ、あかねに付き合わされて……」

「ああ、なるほど」

　それなら納得だ。たしかに昨日だか一昨日だか、南みなみは各クラスから二名ずつ決めなくちゃならない実行委員に他た薦せんで選ばれていた。本人は、「えー？　クラス委員のあたしに、光風祭の委員までやれって言うの？　ひどいよー」、なんて嫌いやがってはいたけれど、結局、南は引き受けた。頼たのまれると嫌と言えないのは、南のいいところで不ふ憫びんなところだ。

　僕も含めてクラスの連中はみんなちょっと南に甘えすぎかもしれない、と軽く反省する。

「それで、愛あい原はらはポスター張りか？」

「は、はい……」

「一人か？　南は？」

「あかねは……帰りました……というか、帰らせました……というか。本人は手伝いたがってたんですけど、あかねは弟くんたち迎えにいかないといけませんから……」

「ああ、そうか」

　そういえば、南は毎日、学園の帰りに保育園に預けている弟たちを迎えにいってるんだっけか。

「まったく忙しい……いや、立派な奴やつだよな……」

「そうですね……そう思います」

　深く頷うなずいて同意を示してくれた愛原が、胸に抱えていたポスターの束をよいしょと抱き直した。

「それ、愛原一人で貼はって回ってるのか？　けっこう枚数ありそうだけど」

「えっ？　は、はい……」

「……まさかとは思うけど、本当は何人かでやるところを一人でやらされてる……なんてことはないよな？」

　愛原みたいなおとなしい性格は、学校みたいな集団社会の中ではどうしたってイジメの的になりやすい。だから、もしかして──と嫌な想像をしてしまったのだ。

「い、いえっ！　違います違います！」

　愛原は片方の手を慌てたように振った。

「こっ、このポスター、でっ、デザインを私がやらせてもらってて……それで、その……刷り上がってみたら、思っていたよりも綺き麗れいに刷り上がってて……だから、あの、その、なんていうか……」

「早くみんなに見てもらいたかった……とか？」

　愛原は茹ゆで蛸だこみたいに顔を真っ赤にして、小さく頷いた。

「そっか。そういうことならいいんだ。変なこと訊きいてごめん」

「い、いえ……」

「お詫わびに、手伝うよ」

「え、ええっ！」

　愛あい原はらが眼鏡の奥の目を大きくして素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「だってそれ、軽く百枚はあるんじゃないか？　一人でやってたら時間がかかるだろ」

「で、ですがっ、だからって、そそそ、そんな、す、杉すぎ崎さきくんの手を煩わずらわせるようなほどのことじゃ……っ」

「いいから、ほらっ」

「あっ……」

　気の毒なくらいに恐縮している愛原から、僕はポスターの束を取り上げた。

「迷惑だっていうなら、やめるけど」

「迷惑なんて……そんなこと……少しも、ないです……。とても……助かります」

「それじゃあ、やろうか。どこからいく？」

「う、上から順にいこうかと……」

「了解」

　各教室や廊下の掲示板にポスターを貼はって回りながら、僕は愛原と話をした。

「あかねは、光風祭を利用するって言ってました」

「光風祭を？」

「はい。光風祭は全員参加ですから、安あん藤どうさんに準備を手伝わせて一いつ緒しよに作業することで、距きよ離りを縮めていくって……」

「なるほどな。南みなみらしい作戦だけど、一緒に作業するって言ったって、美み月づきと南はクラスが別だぞ？　美月が実行委員なんかやってるわけもないし」

「合同で模も擬ぎ店てんをやるって言ってました」

「それって、ウチのクラスと美月のクラスでってことか？」

「はい」

「なるほど……考えたな……」

　それでも、美月が手伝いに応じるとは思えないけど。

「よいしょ……よいしょ……」

　愛原が廊下の掲示板の高い所にポスターを貼ろうと、あまり高くない背を一いつ生しよう懸けん命めいに伸ばしている。掲示板にはもうあれこれと貼り紙がされていて、高い所にしか空いているスペースがないのだ。

「よいしょ……よいしょ……っ」

　なんともけなげで危なっかしいその姿は、僕にひなたを思い出させた。愛原よりもさらにチビなひなたは、食器棚からグラスを取るのにも毎回、あんなふうに背伸びをしていたっけ。

「貸して」

　僕は愛原の手からポスターをもぎ取ると、軽くジャンプして愛原が貼ろうとしていた箇所にそいつを貼はり付けた。

　本当は背伸びもせずに腕だけ伸ばして貼れれば様になったんだろうけど、生憎あいにくと僕も背丈の神様には微笑ほほえまれなかったクチだ。

「あ、あっ、ありがとうございます！　ごめんなさい！　すみません！　ありがとうございます……っ」

　九十度越えの角度で何度もぺこぺこと頭を下げてくる愛あい原はら。

　こうまで恐縮されてしまうと、こっちまで恐縮してしまう。

「この階はこれで終わりなんだよな？」

「そ、そうです」

「じゃあ、次の階、いこうか」

「は、はいっ」

　光風学園は学生数が二千人を超えるマンモス校だ。学生数が多いということは教室の数も多いということで、全部の教室にポスターを貼って回るのは、思った以上に骨の折れる作業だった。

「愛原と南みなみは、小学校からの付き合いなんだよな？」

「は、はい。一年生の時に同じクラスになって……」

「仲良くなったきっかけは？」

「きっかけは……私、子供の頃ころからこんな性格で……だから、クラスの男子にからかわれることが多くて……私、すぐに泣いちゃうから、それでみんな、よけいに面おも白しろがって……」

「……いじめか」

　この後の話の流れは、想像がついた。

「毎日泣いてばかりだった私を助けてくれたのが──」

「南だった、と」

「はい」

　頷うなずいた愛原の顔は、相変わらずうつむき加減ではあったけれど、ほのかに微笑んでいるように見えた。

「あかねは私が男子にからかわれていると、必ず駆けつけてきてくれて……助けてくれたんです」

　いじめっ子をビシッと叱しかりつけて追い払う南の姿が容易に想像できて、僕は笑ってしまった。

「南の正義感の強さは昔からなんだな。さすがは警察官志望」

「はい……私、あかねには本当に感謝してるんです。私が獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ろうと思ったのも、あかねに恩返しがしたかったからで……あっ！」

　愛原は慌てた様子で自分の口を覆おおった。

「あ、あのっ、杉すぎ崎さきくん、今の話……あかねには、その……内ない緒しよに……」

「今の話って、愛あい原はらが南みなみへの恩返しのために獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ろうとしたっていう？」

「は、はい……」

　内ない緒しよに──ってことは、南は愛原が獣殺士スレイヤーを目指した動機を知らないってことか。

「わかったよ。約束する」

「ありがとうございます……」

　愛原は安心したように頷うなずいた。

　……しかし、そうか。愛原は南への恩返しのために獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ろうと思ったのか。ということは、愛原も進路調査票には警察官志望と書いているんだろう。

　みんなやっぱり、それぞれにいろんな思いを抱えて獣殺士スレイヤーを目指しているんだな……と、僕はそんな当たり前のことをしみじみと思った。

　その後も僕と愛原はポスター貼はりを続けて──。

　手分けして回ったほうがずっと効率がいいという、ごく当たり前の事実に気づいたのは、全部のポスターを貼り終えた後のことだった。




「きっ、今日は、ほ、本当にありがとうございました……っ。手伝ってもらった上に送ってまでいただいて……」

「大おお袈げ裟さだって」

　腰を痛めんばかりの勢いで頭を下げまくる愛原に、僕は苦笑するしかない。

　魔ま法ほう科か一～二年の女子寮りようの前。

　ポスター貼りが終わって校舎を出た時には空の色はもう紺こん色いろに変わっていて、僕は愛原を寮まで送っていくことにしたのだった。送るといっても寮は学園の敷しき地ち内ないにあるから、必要ないといえばないのだけれど。まあ一応、礼れい儀ぎとして。

「せめてお茶の一杯でもお出しできればいいんですけど、なにぶん女子寮ですから……」

「いいって、そんなの。こっちだって、昼間迷惑を──ん？」

　足下にもぞりとした妙な感覚。

　なにかと思って見てみると、

「──猫？」

　茶ちや虎とらの仔こ猫ねこが僕の足に気持ちよさげに頭を擦こすりつけていた。

「もょもと！」

「もょもと？」

「この子の名前なんです」

　答えながら愛原が仔猫を抱き上げる。抱かれ慣れているのか仔猫は嫌いやがる様子もなく、甘えるように目を細めてにゃあと鳴いた。

「なんなんだ？　その猫」

「女子寮りようで飼ってる猫なんです。どこからか迷い込んできたのを私が見つけて……」

「寮で動物って飼っていいものなのか？」

「本当はいけないんですけど、寮母さんが大の猫好きで……黙もく認にんしてもらってるんです」

「なるほど。世話は愛あい原はらがしてるのか？」

「餌えさやりは寮のみんなで当番制で……夜はいつも私の部屋で寝てます」

「なら、そいつは愛原のことが一番好きなんだな」

「そうなんでしょうか……？　そうだったら嬉うれしいんですけど……」

　仔こ猫ねこを見る愛原の目は、とてもあたたかでやわらかかった。

「それにしても変な名前だな、もょもとって」

「寮母さんがつけたんです。なにか由来があるらしんですけど、教えてもらえなくて……でも、なんとなく強そうな名前ですよね？」

「ま、まあ、強そうか弱そうかと問われれば……強そう……かな？」

「そうですよねっ」

　同意されて愛原が嬉しそうに笑う。ああ、この娘はこんな顔もちゃんとできるんだな。
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「それじゃあ、僕ももう帰るよ」

「あ、は、はい」

「今日は愛原と色々話せて、楽しかったよ」

　南みなみに紹介されて愛あい原はらと顔見知りになってから一年以上経たつけれど、考えてみれば一対一で話したことはただの一度もなかった。

　楽しかったって言ったのは、噓うそでも世せ辞じでもない。これまで近くて遠い存在だった愛原皐さ月つきという女の子のことを、今までよりもほんの少しだけど知ることができて、新鮮で、楽しかった。

「私も……杉すぎ崎さきくんとお話できて、楽しかったです」

「ああ。それじゃあ、また明日」

「はい。また明日、です」

　控えめだけど明るい笑顔で手を振る愛原に見送られて、僕は女子寮りようを後にした。




　五日が過ぎた。

　この五日間、南が美み月づきにアプローチしてくることは一度もなかった。だけど、一昨日のホームルームで、光風祭でのうちのクラスの出し物が、南の提案で魔ま法ほう科か二年Ｂ組（美月のクラスだ）との合同模も擬ぎ店てんに決まったあたり、南がやる気なのは間違いない。

　模擬店の内容はコスプレ喫きつ茶さということになった。店員がメイドだの有名なアニメキャラだのの格好をして接客するという、ありがちに毛が生えたような出し物だ。

　南はそんな感じとして──。

　一方、美月のほうは特に変わった様子はなく、僕たちは毎朝一いつ緒しよに登校して、早朝と夜には実戦形式の特訓を続けていた。今日もこれから特訓だ。

　夕飯に使った食器を洗い終えた僕は、タオルで濡ぬれた手を拭ふきながらトレーニングウェアに着替えるために二階に上がった。

　ワイシャツの胸ポケットでケータイが震ふるえだしたのは、クロゼットのある寝室のドアノブに手をかけたところでだった。

　メールかな、と思って見てみると、違った。電話だ。かけてきたのは……南だ。

「はい」

『あ、杉崎？　今、家？』

「ああ」

『ごめんね、ご飯時に』

「いや、いいよ。もう食べ終わったから」

『そっか。よかった』

「で、どうしたんだ？　もしかして……いや、もしかしなくても美月のことか？」

『うん。──彼女、やっぱり手て強ごわいね。今日、放課後、魔法科の校舎の前で待ち伏せて安あん藤どうさんに声かけたんだ。光風祭の準備を手伝ってって』

「準備っていうと？」

『コスプレ喫きつ茶さの衣装作り。一部はレンタルする予定だけど、基本的には自分たちで作るってことになってたでしょ？』

「ああ、そういえば」

　衣装はできるだけ自分たちで作りたいから、洋裁経験者、または洋裁に興味のある人は名乗りをあげてほしいって、南みなみが呼びかけていたっけ。

　僕は……実は裁さい縫ほうはそこそこ得意だったりする。だから衣装作りに参加すればそれなりの戦力にはなれただろうけど、名乗りを挙げた面メン子ツに男が一人も見当たらなくて、南には申し訳ないけれど参加は見送らせてもらった。

「……美み月づき、洋裁の経験なんてあるのかな……」

　美月は僕たち一般人とは決定的に違う人生を生きてきた人間だ。そんな美月がミシンで服を作っている姿は、まったく想像できない。簡単な繕つくろい物程度ならともかく、本格的な洋裁なんてただの一度もやったことないんじゃないだろうか。

『経験の有無はどうでもいいんだよ。一いつ緒しよになにかをやる、やり遂とげるってことが重要なんだから』

「そのために、わざわざウチのクラスの出し物を美月のクラスとの合同模も擬ぎ店てんにしたんだものな」

『そ。……って、やっぱり気づいてた？』

「まあな」

　本当は気づいたんじゃなく事前に愛あい原はらに教えてもらっていたわけだけれど、それは黙だまっておくことにした。

「それで、美月の返答は？」

『フラれちゃったよ。光風祭は全員参加だからあなたにも参加義務があるのよって言ったら、そんな義務、無視したところでなんのペナルティがあるわけでもないでしょ、って返されちゃった』

「……まあ、たしかに義務っていったって、サボったところで退学になるわけじゃないしな……」

『そうなんだけどさ。──まあ見ててよ。まだまだ諦あきらめたわけじゃないから』

「いや、南……美月のことは、もう本当にいいんだ」

『よくないよ。言ったでしょ？　杉すぎ崎さきの頼たのみはもう関係ないの。あたし自身が安あん藤どうさんと友達になりたいんだから』

「……」

　僕は廊下の壁に背をもたれた。

「なあ、南」

『うん？』

「実際に美み月づきに会って、思うところがあったって言ってたよな？　あれって、なんなんだ？」

『秘密って言わなかったっけ？』

「言われたけどさ」

『どうしても、気になる？』

「ああ」

『しょうがないなぁ……勘かんだよ』

「勘？」

『そ。ただの勘。安あん藤どうさんには友達が必要なんじゃないかって、そんなふうに感じちゃったの』

「え……？」

『安藤さんってさ、あたしたちが生きている世界とはまったく別の世界で生きてきた人なんだよね。これは、勘じゃなく確信としてわかるよ。だって、そうじゃなかったらあんな怖い目はできないもの。強さだって学生離ばなれしてるし』

「……」

　僕は肯定も否定もできなかった。南みなみの言っていることはまったくそのとおりだったから否定はできないし、かといって肯定してしまえば美月の生い立ちを語らなくちゃならなくなる。

『──でさ、安藤さんはあたしたちの常識を超えた世界で生きて、その世界で死のうとしてて……生き延びようなんて思ってなくて……だから、友達とか恋人とか、そういう大切なものができればさ、それが安藤さんの生きる意志になってくれるんじゃないかな、って。もう本当に、根拠なんてなにもないただの勘なんだけどね』

　南の勘は間違ってないよ、という言葉を僕はぐっと吞のみ込んだ。

『……それにさ……神かみ代しろがいなくなって、あたし、けっこうショックだったんだよね』

「えっ？」

　話が急に美月からひなたに飛んで、僕は軽く戸惑った。

「あ、ああ……南、ひなたと仲良くしてくれてたもんな」

『うん。神代がいなくなって寂しくなったってのももちろんあるんだけどさ、杉すぎ崎さきの落ち込んでる姿が痛々しくてさ……』

「僕か……」

　たしかに、ひなたが天上院に上がってしまってから美月とコンビを組むようになるまでの間の僕は、どうしようもなく腐っていた。南にもずいぶん心配をかけてしまった。

『新しい相棒パートナーが決まって、それがどうしてよりにもよって安藤さんなんだろうって思ったりもしたけど……でも、安藤さんとコンビを組むようになってからの杉崎、すっごく生き生きしてるもんね。剣の腕だってめきめき上がってるし。模も擬ぎ戦せんしても、以前だったら五回に二回は勝てたのに、最近はやられっぱなしだもん。……あたしさ、杉崎が元気になってくれて本当によかったって思ってるんだよ？　まあ杉崎を元気にしたのが、付き合いの長いあたしじゃなく知り合ったばかりの安あん藤どうさんだったっていうのが、ちょっぴり悔しいけどさ』

「南みなみ……」

『あたし、杉すぎ崎さきにまたあんなふうに落ち込んでほしくないんだ』

　つまり、僕に二度と相棒パートナーを失わせたくないと、南はそう言っているのだ。

「……いいヤツだな、南は」

『そうよー？　今いま更さら気づいたの？』

「いや、つくづくそう思ったんだ」

『ふふっ。……とまあ、そんな感じで、明日からもしつこく安藤さんに声かけさせてもらうつもりだから』

「そうか……」

　南の気持ちは嬉うれしくて、だけど美み月づきの気持ちも理解できて……だから僕は、南によろしく頼たのむともやめてくれとも、もう言えなかった。

『じゃあまた明日、学校で』

「ああ、また明日。……南」

『うん？』

「……ありがとう」

『うん』

　通話を切ってケータイをワイシャツの胸ポケットに戻すと、僕は廊下の壁に寄りかかったまま、南の言葉を反はん芻すうした。

（安藤さんはあたしたちの常識を超えた世界で生きて、その世界で死のうとしてて……）

　南のその言葉は、僕が美月に対して抱いている不安と一致していた。

　美月には目的があって、自分の全存在を賭としてその目的を果たそうとしている。それは別にかまわない。

　僕が心配しているのは、美月が目的を果たした後のことを考えているのかどうかということだ。美月には生への執着が足りない──いや、そもそもないんじゃないかと思えてならない。

　もちろん、目的を果たすまでは美月はなにがなんでも生きようとするだろう。でも、その後は？

　僕は美月に生きてほしい。目的を果たした後も生きて、幸せになってほしい。

（だから、友達とか恋人とか、そういう大切なものができればさ、それが安藤さんの生きる意志になってくれるんじゃないかな、って）

　……うん。

　友達を作ろうとしない美月の気持ちは理解できる。できるけど……やっぱり、美月には友達が必要だ。




「なんなのよ、あの女」

　美み月づきがいよいよ愚ぐ痴ちを口にしたのは、光風祭を明日に控えた夜のことだった。

「しつこいったらありゃしない」

　いつもの公園。特訓前のストレッチをしている僕の目の前で、美月は全身からイラついたオーラを立ち上らせている。

　美月の言うあの女ってのは、言うまでもなく南みなみのことだ。

「毎日毎日下げ駄た箱ばこで待ち伏せして、やれ衣装作りを手伝えだのビラ配りを一いつ緒しよにやろうだの……どうして私がそんなことしなくちゃいけないのよ」

「どうしてって……光風祭への参加は、一応、全学園生の義務だぞ？」

　衣装作りには参加しなかったけれど、僕も店内の内装を手伝った。

「セーヤまでそんなこと言うのね」

　失望した、と言わんばかりに美月がため息をつく。

「やってみればいいじゃないか。意外と楽しいかもしれないし」

「嫌いやよ」

「……僕は、美月はもうちょっと学園生活を楽しんでもいいんじゃないかと思うんだけどな」

　ふん、と鼻を鳴らして美月はそっぽを向いてしまう。

「とにかく、あの鬱うつ陶とうしい女に二度と私に近づかないように言っておいて」

「無む駄だだよ。南は頑がん固こだから。誰だれかさんと同じで」

「誰よ？　誰かさんって」

　美月が顔を半分だけこっちに向けてきた。

「さあ、誰のことかな？」

　キッ、と勢いよく僕を一ひと睨にらみすると、美月はまた顔を背そむけてしまった。

「──よし。ストレッチ終了っと」

　僕は立ち上がって練習用の剣の柄つかに手を掛けた。

「さあ、始めようか」

「ええ……始めましょうか……」

　ゆっくりとこっちに振り返った美月の全身から、いつもの三倍は濃い殺気がゆらりと立ち上った。僕を映す虎とらの目は、獲物を見つけた獣けものみたいに細められている。

「み、美月……さん？　なんだかとても怖いんですけど……」

「いつもよりキツめにいくわよ。覚悟して」

「な、なんでまた急に……？」

「さあ別に？　しいて言うなら──ストレス解消？」

「それはつまり、僕にサンドバッグになれと……？」

「ストレス解消にはサンドバッグ叩たたきが一番でしょう？」

　うふふ、と美み月づきの美び貌ぼうに酷こく薄はくな笑みが浮かぶ。

　……ってか、いつもよりキツめにこられたら僕、確実に死ぬんですけど。サンドバッグになんてされようものならミンチ必至なんですけど。

「安心して。骨は拾ってあげるから」

　……骨、残るかな。

「いくわよ！」

　美月が魔法杖を振りかぶって飛びかかってくる。

　どうか生きて明日を迎えられますように、と神とか仏とかいろんなものに祈りながら、僕はがむしゃらに剣を振り回した。




「人、多いわね……」

　隣となりを歩いていた美月が呆あきれ顔で言った。

「そうかな？　去年はもっと多かったと思うけど」

「去年なんて知らないわ。私、去年は欠席したから……」

　光風祭当日。

　商業エリアと校舎エリアを結ぶ連絡路で、僕と美月はあまりの人の多さに立たち往おう生じようしていた。

　有名神社の初はつ詣もうで行列もかくやという人混みっぷりだ。商業エリアから校舎エリアに向かう人たちと逆の人たちで列分けがされていないからなお進みが悪い。去年はひなたが人波に流されまくって何度もはぐれたっけ。

「やっぱり、来るんじゃなかったわ……」

「でも、『ベーカリー・イトウ』の〝マトリョーシカあんパン〟食べたいんだろ？」

　うっ、と美月は呻うめいた。

　昨夜──。

　僕をいつも以上にボッコボコ（ボコボコじゃない。ボッコボコだ）にした美月は、立ち上がることもできない僕を見下ろして、光風祭当日は欠席すると宣言した。

　そんな美月に僕が別れ際ぎわに差し出したのが、商業エリアのパン屋、『ベーカリー・イトウ』が配っていたチラシだった。

〝光風祭限定・マトリョーシカあんパン（こしあん）〟

　チラシにデカデカと印字されたその文字を目にした美月は、僕を叩たたきのめしてもなお燃え上がっていた殺気をフッと──息を吹きかけられたロウソクみたいに消して、「やっぱり行くわ、明日」と、華か麗れいに前言撤てつ回かいしたのだった。

　ちなみにマトリョーシカというのは、人形の中に小さな人形が入っていて、そのまたさらに中により小さな人形が入っているという、今はなきロシア地方の民芸品のことだ。

　マトリョーシカあんパンはまさにそのマトリョーシカをモチーフにしたあんパンで、バスケットボールサイズの巨大あんパン（！）の中にバレーボール大のあんパンが入っていて、さらにその中にピンポン球サイズの一口あんパンがいくつも入っているというのだから狂っている。

　だけど、この狂気の代しろ物もののおかげで美み月づきが光風祭にとりあえずでも参加してくれたのだから、『ベーカリー・イトウ』には感謝せざるをえない。ありがとう、『ベーカリー・イトウ』。

「……一気に駆け抜けるわよ」

　美月が鋭く目を細め、声を低くして言った。

「えっ？」

「こんなところでもたついてたら、マトリョーシカあんパンが売り切れるかもしれないじゃない」

「いや、それはないから」

　そんな狂った巨大あんパンが飛ぶように売れるほど世の中病やんではいないはずだ。

「いいから、いくわよ！」

「ちょっ──！」

　僕の腕──ならまだしも首根っこを引っつかんで、美月が強行突破を敢かん行こうする。

　美月の腕力・体力は並じゃないから、その気になれば人波を搔かき分けることなんてわけもない。

「うわあっ、すみませんすみません、ごめんなさい！」

　押し退のけられた人たちに謝りながら、僕はほとんど引き摺ずられるようにして商業エリアに入った。




　商業エリアでクラスメイトの鈴すず村むら準じゆん平ぺいに出くわした。

　親友ってほどの間柄じゃないが、席が近いこともあってクラスの中じゃ会話をすることの多いヤツだ。

「鈴村」

「ん？　……なんだ、杉すぎ崎さきか」

　僕に呼び止められて振り返った鈴村は、首からたいそうなカメラをぶら下げて、手にはビデオカメラを構えていた。

「なにやってるんだ？」

「見りゃわかるだろ。撮影だよ、撮影」

「……女の子のか？」

「もちろん！　これからこっちの特設ステージで、魔ま法ほう科かの一年女子がチアリーディングをやるんだよ。これが撮らずにいられるかっての。ああ……ひらめくミニスカ、ほとばしるふともも、弾はずみ揺れる聖なる双そう丘きゆう……たまんねえよな。なあ!?」

「同意を求められても困るぞ」

　まったくこいつときたら、顔もいいし剣の腕も立つくせにこんなだから、女の子を追いかけ回している割に一向に彼女ができないでいる。

「ちっ、いい子ぶりやがって。学園一の美少女を相棒パートナーにした男の余裕ってやつですかそうですか。……まあいくら美少女ったって、それが安あん藤どう美み月づきじゃあ価値は半減どころかマイナスだけどな」

「少しは遠えん慮りよしろよ」

　言ってやりたいことはいろいろあったけれど、僕は一言にとどめた。

　鈴すず村むら曰いわくの評価マイナスの学園一の美少女様は、向こうのベンチで念願のマトリョーシカあんパンを頰ほお張ばっておられる最中だ。

　とびっきりの美少女がくすりともせずに巨大あんパンをもしゃもしゃと貪むさぼり食う様は異様以外の何物でもなく、居たたまれなくなった僕は「飲み物を買ってくるよ」と言い残して、その場を離はなれたのだった。

　ちなみに、美月以外に買うヤツなんて一人もいないだろうと思われたマトリョーシカあんパンだけど、僕たちが店にいった時にはもう三つしか残っていなかった。店員曰く、飛ぶように売れているらしい。世も末だ。
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「ふん。おまえは安藤のことをえらく気にいってるみたいだけどな、俺おれに言わせりゃ神かみ代しろのほうが何倍も可か愛わいかったぜ。どんなに見た目が綺き麗れいだって、安藤なんて、あんなニュクス女……」

　鈴すず村むらは言葉の最後を吐はき捨てるように言った。

　どうやら鈴村が美み月づきを嫌きらっている一番の理由は、美月がニュクスだから、ということらしい。

「ところで杉すぎ崎さき、ウチのクラスの店にはもう顔出したか？」

　鈴村が話題を変えてきた。

「いや、まだだけど」

「必ず顔出せよ。けっこう面おも白しろいことになってるぜ」

「なにがあるんだ？」

「とにかく行ってみろって。──おっと、そろそろ時間だ。んじゃあ、俺おれは行くぜ」

「ああ」

　慌ただしく駆けていく鈴村を見送りながら、僕は首の後ろをさすった。

「コスプレ喫きつ茶さ……繁はん盛じようしてるのかな」

　美月があんパンを食べ終わったら、校舎エリアに戻って顔出ししてみるか。

　美月も一いつ緒しよに来てくれればいいんだけど……果たして。

　自販機で二人分のコーヒーを買って、僕は美月の所に戻った。美月がマトリョーシカあんパンを食べ終わっていますようにと祈りながら。




　当初、目当てのマトリョーシカあんパンを食べたらさっさと帰ると言っていた美月だったけれど、「せっかく来たんだから、校舎エリアのほうも一回りしてみよう」という僕の誘さそいに、「いいわよ」と機き嫌げん良くついてきてくれた。これもマトリョーシカあんパンのおかげだ。僕はもう『ベーカリー・イトウ』に足を向けては寝られない。

「こっちも、盛り上がってるなー」

「まったく、騒さわがしいったらないわね」

　美月が形のいい眉まゆを顰ひそめて、模も擬ぎ店てんで買ったタコ焼きの最後の一個を口に放り込んだ。

「楽しいか、美月？」

「これが楽しんでる顔に見える？　……もぐもぐ」

「タコ焼き食べてるじゃないか」

「タコ焼きに罪はないでしょう？」

「……美味おいしいか？」

「それなりにね」

　まったく、あれだけ巨大なあんパンを完食した後でまだ入るのだから美月の食欲魔ま神じんっぷりはたいしたものだ。

「次はなに食べる？」

「お好み焼きか牛ぎゆう串くし焼やきか……アイスクリーム屋もあるわね……」

　校舎の入り口で渡されたパンフレットを睨にらむように見つつ、美月が真剣に思案する。

　楽しんでもらえているようでなによりだ。

「セーヤは？」

「そうだな……」

「おう、杉すぎ崎さき」

　美み月づきの持っているチラシを横から覗のぞき込もうとしたところで、誰だれかが声をかけてきた。

「先生」

　僕を呼び止めたのは、剣士科二年Ａ組──つまり僕のクラスの担任で剣術教師の石いし神がみ琢たく郎ろうだった。

「年一度の光風祭、エンジョイしとるかね、青少年」

　石神のデカくてゴツい手が僕の肩に載っかった。……重い。

　石神は身長百九十センチ超えの巨漢で、腕の太さも胸板の厚さもハンパじゃない。目の前に立たれると、並の妖獣ドウームよりよっぽど迫力がある。

「うん？　よく見ると女連れじゃないか。結構結構！」

　わははは！　と豪快に笑って、石神が僕の肩をバンバン叩たたいてくる。見た目どおりの怪力だから痛いなんてもんじゃない。踏ふん張って耐えないと冗談抜きで肩が外れる。踏ん張っても脳が揺れる。

「時にキミは安あん藤どう美月だな？　神かみ代しろひなたに代わって杉崎の相棒パートナーになった」

　一ひと頻しきり笑って僕の脳を揺らすと、石神は笑顔を一転、真顔に変えて美月のほうを向いた。

「そうですけど、それがなにか？」

　答えた美月の目と声は、冷たく厳しい。相手が教師であろうと美月が愛あい想そのいい態度を取ることはない。

　石神は真顔のまま僕の肩から手を離はなすと、おもむろにその手を美月へと伸ばし、美月の手を握りしめた。

　手を伸ばされた瞬しゆん間かん、美月は反射的に身構えるような素振りを見せたものの、さすがに学園内で教師相手に問題を起こしたくはなかったのか、結局、避けたり攻こう撃げきするような真似まねはしなかった。

「俺おれは杉崎の担任教師としてキミに礼を言わなければならん。ありがとう、安藤」

　僕と美月は揃そろって目をぱちくりさせた。

「神代が学園を辞めて駄だ目めになりかけていた杉崎が、キミとコンビを組むようになったあたりから潑はつ剌らつとしだしたんだ。剣の腕も伸びた。きっとキミのおかげなんだろう。これからも杉崎をよろしく頼たのむよ」

　握りしめた美月の手をぶんぶんと上下に振って、「わははは！」と石神は再び笑い声を響ひびかせた。

　手を振られた衝しよう撃げきでがっくんがっくん頭が揺れていた美月は、脳が揺れたんだろう──額を押さえて「ううっ……」と呻うめいている。

「自分を高めてくれる相棒パートナーってのは貴重だぜ、杉すぎ崎さき。おまえも安あん藤どうに見限られないよう努力を怠おこたるなよ」

「はい。ありがとうございます」

　社交辞令的な返礼としてじゃなく、僕は純じゆん粋すいにありがたいと思って石いし神がみに礼を言った。

　南みなみといい石神といい、美み月づきの存在が僕にとってプラスになっていることを理解してくれる人が、たとえ少数でもいてくれたことは、嬉うれしいことだった。

「礼なら俺おれじゃなく安藤に言わんとな」

「そうですね」

　うむ、と石神は大おお仰ぎように頷うなずくと、

「呼び止めちまって悪かったな。引き続き、光風祭を楽しんでくれ」

　左手の親指をグッと立てつつワイルドな笑顔を見せて、歩き去っていった。

「……何者なの？　あの男……」

　遠ざかっていく石神の後ろ姿（背が高いから人混みの中でも目立つ）を睨にらみながら、美月が訊きいてきた。

「誰だれって、石神だよ。僕のクラスの担任の。科が違っても、美月だって知ってるんじゃないか？」

「そういうことじゃなくて」

「……？　なにが言いたいんだ？」

「……いい。なんでもないわ」

　美月は諦あきらめたように首を振ると、「行きましょう」、さっさと歩き出した。

　美月が石神のなにに引っかかっていたのか気になるけど、美月は一度訊いて答えてくれなかった質問には何度しつこく訊いたところで決して答えてはくれないタイプだ。

　僕は諦めて美月を追った。

「次になにを食べるのかは、決まったのか？」

「まだよ」

「だったら、喫きつ茶さ店てんなんかどうかな？」

「休憩？　まあそれもいいけど」

　美月がパンフレットを見た。

「喫茶店って言っても、何店かあるみたいだけど」

「ここにしよう」

　僕はパンフレットを覗のぞき込んで、模も擬ぎ店てん一覧の中の一店を指差した。

「コスプレ喫茶」

「ここって……」

「僕と美月のクラスの合同模擬店だよ」

「却下」

「自分のクラスの出し物なんだ。一応、顔出しはしておかないと」

「だったら、セーヤ一人で行って」

「美み月づきも行こう」

「嫌いやよ。あの鬱うつ陶とうしい女がいるんでしょう？」

　食べ歩きをする気も失うせたのか、美月はパンフレットをぐしゃぐしゃに丸めてちょうど横手にあったゴミ箱に捨ててしまった。

「どうかな。南みなみは実行委員の仕事があるから店のほうにはいないと思うけど」

「それでも嫌よ」

「なら、美月は店の外で待っていてくれればいい。それならいいだろ？」

　はあっ、と美月が小さくないため息をついた。

「……私は中には入らないわよ」

「ああ、それでかまわないよ」

　結局、手伝わなかったとはいえ、美月が魔ま法ほう科か二年Ｂ組の一員であることには変わりはない。自分のクラスの出し物がどんなふうに出来上がったのか、せめて雰ふん囲い気きだけでも感じてもらいたかった。

「行こう。二階だ」

　歩き出した僕の後ろを、美月がうんざり顔でついてくる。




　階段を下りると、黒山の人だかりが見えた。

「なによ、あれ？」

「なんだろう？　僕のクラスの前だけど……」

　コスプレ喫きつ茶さの場所は、剣士科の二年Ａ組──僕のクラスの教室で、つまり店の前に人だかりができてるってことなんだけど……。

「コスプレ喫茶、寄っていってくださーい！　写真撮影もできまーす！」

　人だかりの喧けん噪そうの中から聞き知った声が聞こえてきた。

「南の声だ」

「なによ、あの女いるんじゃない」

　美月はこれ以上は一歩も先に進むつもりはないとでもいうように、腕組みして廊下の壁に背をもたれてしまった。

「私はここで待ってるから」

「ああ」

　その場に美月を残して、僕は人だかりに身体からだを割り込ませた。

「すみません、通ります、すみません……っ」

　謝りながら強引に押し通る。

　人だかりの半数以上はウチの学園の男子で、一般客も男性の割合のほうが多いように見えた。ケータイのカメラを掲げているヤツがけっこういる。

　南みなみを撮ってるのか……？

「──っしょっと……え？」

　やっとの思いで人壁を突破した僕は、そこに二羽の──もとい二人のウサギを目もく撃げきして、目を点にした。

　南が店の宣伝用プラカードを掲げて笑顔を振りまいている。その隣となりには真っ赤な顔をうつむかせて両手脚をもじもじさせている愛あい原はらの姿がある。

　それはいい。問題は二人の格好だった。

　剝むき出しの腕。網あみタイツに覆おおわれた脚。胸元の大きく開いた黒のレオタード。そして、天に向かって屹きつ立りつする長い耳。

　バニーガール。二人の格好を形容する言葉を、僕は他ほかには思いつけなかった。

　鈴すず村むらが言ってた面おも白しろいものっていうのは、これのことだったのか……。

「ケーキはすべて女の子の手作り！　コーヒーは豆から淹いれる本格派！　ウェイトレスの指名も可能でーす！」

「南……」

「あ、杉すぎ崎さき」

　僕に気づいた南が、プラカードを下ろして小走りに寄ってきた。

「来たんだ」

「来たんだ、じゃない。なんだよ、その格好は……」

「なにって、バニーガールだよ？」

「いや、そうじゃなくて……いくらコスプレ喫きつ茶さっていったって、露ろ出しゆつ度ど高すぎるんじゃないか？」

　あはは、と南は明るく笑った。

「いいのいいの。こんな格好、若いうちしかできないんだし。それに、あたしたちなんて本当にいつ死ぬかわからないんだからさ、ハメを外す時はおもいっきり外さなきゃ、損じゃない？」

「意外に刹せつ那な的てきなんだな……」

「呆あきれた？」

「呆れ三割、感心七割ってところかな」

「上等上等」

　満足げに笑った南は、

「ほら、皐さ月つきも杉崎に見せてあげなよ」

　そう言って、後ろでもじもじしていた愛原を無理やり僕の前に連れてきた。

「あっ、あの……杉すぎ崎さきくん……こ、こんにちは……っ！」

　愛あい原はらがぺこっと頭を下げた拍子に、思いがけず大きな胸がぽよんと揺れて、僕から目のやり場を奪った。

　……愛原って、着き瘦やせするタイプだったのか？　……いや、よくよく思い返してみると、服の上からでも愛原の胸はけっこうあったような気がする。

「なんで愛原までコスプレしてるんだよ。クラスが違うだろ？」

　僕は手を上げて愛原の挨あい拶さつに応こたえつつ、南みなみに訊きいた。

「衣装が余ってたからさー、皐さ月つきも思い出作りに着てみなよーって、着せたの。無理やり」

「無理やりかよ」

　鬼畜め。

「着せるにしたって、もうちょっとおとなしめの衣装があったんじゃないか？　……たとえばメイド服とか」

「あるけど、皐月がバニーガールのほうがいいって言うからさー」

　笑顔で言う南の後ろで、涙目の愛原がふるふると首を横に振っている。

「言ってないって言ってるぞ……」

「いいのいいの、それよりどう？　似合ってる？」

　南がグラビアアイドルよろしく、片方の手を腰に、プラカードを持った手を頭の後ろにやってポーズを決める。

　おおーっとギャラリーから歓声があがった。ケータイのシャッター音がピロピロうるさい。

「ま、まあ、似合ってないってことはないよ」

「はっきりしないわねー」

「……似合ってるよ」

　お世せ辞じじゃなく、バニー姿の南は可か愛わいかった。

　普ふ段だんは全然意識していなかったけど、こうして見ると南はモデル張りにスタイルがいい。胸はやや小ぶりかもしれないけど、ウェストはきゅっと締しまっているし、脚も細くて綺き麗れいだ。

「ふふっ、ありがと」

　バニーさんに目の前で微笑ほほえまれてなんとも気き恥はずかしくなった僕は、たぶん赤くなっているだろう頰ほおを搔かきつつ顔を背そむけた。

「……それで、店のほうの調子は？」

「上々・順調・繁はん盛じようと三拍子揃そろってるよ。みんながんばってくれてる。見て」

　僕は南に促されて入り口から店内を覗のぞいた。

　混み合う店内の中を、巫女みこやらナースやらメイドやらのコスプレをした女子たちが慌ただしく動き回っている。みんな忙しそうではあるけれど、表情は生き生きとしていて、楽しげだった。

「コスプレ喫きつ茶さ、大成功だな」

「うん。みんなががんばってくれたおかげでね。……約一名、がんばってくれなかった人がいるけれど」

　美み月づきのことだ。

「安あん藤どうさんは今日、来てないの？」

「来てるよ。すぐそこの廊下にいる」

　僕は親指で美月のいる方向を指した。

「そっか。じゃあ、ちょっと行ってくる」

「行くって……ちょ、南みなみ……？　南……っ！」

　僕の呼び止める声も聞かず、

「はいはーい、ちょっとどいてくださいねー」

　南はバニー姿のまま、人混みを搔かき分け進んでいく。

　一体どうしようってんだ、南の奴やつ……。

　嫌いやな予感をひしひしと感じながら、僕は南を追いかけて人混みに飛び込んだ。




「着て」

「お断りよ」

　女子更衣室でふたりの少女が対たい峙じしていた。

　南あかねと安藤美月。

　美月に向かって差し出された南の手には、折り畳まれたメイド服。

　僕の嫌な予感はものの見事に的中した。

　あの後──。

　廊下で僕を待っていた美月を、拉ら致ちにも似た強引さで女子更衣室に引っ張り込んだ南は、ロッカーからメイド服を取り出すと、それを美月に差し出して、言った。

「これを着て、ウェイトレスを手伝って」

　が、美月が首を縦に振るわけもなく──。

　かくして、二人の強気・頑がん固こ系少女による互いに一歩も退ひかない睨にらみ合いがここに勃ぼつ発ぱつしたのだった。

　どっちの目にも、妖獣ドウームさえ怯ひるませてしまいそうな迫力がある。美月はともかく、南にまでこれほどの胆きもがあるとは知らなかった。

　……それにしても、いたたまれない。そもそもここは女子更衣室なのだ。男の僕がいていい場所じゃない。

　だから、

「……なあ、僕は外に出てていいかな」

　勇気を振り絞ってそう発言してみたのだけれど、

「ダメよ。杉すぎ崎さきもそこにいて」

　南みなみに問答無用で却下されてしまった。

　そんな僕の後ろには南と同様、バニー姿のままの愛あい原はらがいて、今にも泣いて土ど下げ座ざしそうな雰ふん囲い気きを漂わせつつ事の成り行きを見守っている。

「着て」

「お断りって言ってるのが聞こえないの？　それとも、頭が悪すぎて言葉が理解できないの？」

　平行線のやりとりが繰くり返される。

「あなたにはこれを着る義務があるのよ」

「知ったことじゃないわね」

「光風祭はみんなで作り上げるものなの。みんなで作らなきゃ意味がないものなの。そんな当たり前のことがどうしてわからないの？」

　……まずいな。南が暴走してる。

　美み月づきにコスプレ喫きつ茶さを手伝わせるのはあくまでも、美月と親しくなるための手段だったはずだ。なのに今は美月に手伝わせることそれ自体が目的になってしまっている。

「着て」

　南が業ごうを煮やしたようにメイド服を美月の胸に押しつけた。

「着せ替え人形が欲しいのなら玩具おもちや屋やに行って」

　押し返す美月。

「絶対に着てもらうから！」

「死んでもお断りよ！」

　メイド服がふたりの間を激しく行き来する。

「この……っ！」

「しつこい……っ！」

　同時に押しつけ合われたメイド服は、引っ張り合われたのと同じ状態になり──。

「そんなに引っ張ったら……！」

　愛原がか細い声をあげた次の瞬しゆん間かん──。

　ビリッ。

『あ……』

　僕と美月と南と愛原。四人の声が見事にハモった。

「衣装が……」

　裂けてしまったメイド服を見つめて、南が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　沈ちん黙もくがたゆたう。

　僕も愛原も言葉なく、悪態の一つも口にするかと思われた美月も「しまった」という顔で立ち尽くしている。
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「一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに……」

　メイド服を握りしめる手を震ふるわせて、南みなみが沈ちん黙もくを破った。

「みんなで一生懸命作った衣装なのに……」

　ぎりっ、と南が奥歯を嚙かむ音が聞こえた。

「許せない……」

　南に今にも火を噴きそうな目で睨にらまれた美み月づきが、あまりの迫力に一歩後じさった。

　Ａランクの妖獣ドウームに囲まれても顔色一つ変えない美月が、怯ひるんだのだ。

「あなたは──！」




「出てきやがれ、クソガキどもおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　その声が響ひびき渡ったのは、南が叫ぼうとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。

「なんだ──!?」

　ドラゴンの咆ほう吼こうもかくやという大きさの声だった。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、校舎が震ふるえている。

　どこかで聞き覚えのあるような声だったけど……。

「セーヤ」

　美み月づきが小声で僕を呼んで、手首をつかんできた。

「美月……？」

「来て」

「えっ？」

「いいから、来て！」

　更衣室のドアを壊こわさんばかりの勢いで開けた美月が、つかんだ僕の手首を引っ張って走り出す。

「ちょっ、待ちなさい！　話はまだ──！」

　南みなみのあげた制止の叫びも無視して、美月は廊下を駆け抜ける。

　走る心づもりなんてこれっぽっちもできていなかった僕は、半ば引き摺ずられながら美月についていく。

「どうしたんだよ、急に!?」

「あいつよ！　さっきのあの声！」

「あいつって……」

「朧おぼろよ！」

「──！」

　僕の脳裏に、二ヶ月前の──美月が僕を相棒パートナーとして認めてくれるきっかけになった戦いが甦よみがえった。

「あいつが──あの男が来たっていうのか……!?」

「そうよ」

「ありえない！　だってあいつは死んだはずだろ!?　美月の禁きん呪じゆをくらって……」

「生きて現れたってことは、死んでなかったってことでしょ」

「そんな……」

「私だって信じられないし信じたくないけど、現実はこのとおりよ」

　校舎の昇降口側と校庭側を結ぶ渡り廊下を渡り終えたところで足を止めた美月が、窓の向こう──校庭を指差した。

　校庭の真ん中──剣舞イベントのために作られたステージの上に、その男は立っていた。

　間違いない。

　あいつだ。最悪の反人類テロリスト集団・妖獣騎士団ドウーム・ナイツの一員にして、美月と同じルドラの一人──朧だ。

　僕たちがいる二階から朧のいる校庭まではそれなりに距きよ離りがあったけれど、僕は目は良いほうだ。朧の身体的特徴はちゃんと全部見て取れた。

　必要な肉を盛り上げ余分な肉を極限まで削そぎ落とした長身。短く刈り込まれた銀色の髪。右みぎ眉まゆの上から頰ほおにかけてに広がる、火傷やけどの痕あとにも似た赤あか痣あざ。そして、肩に担かつぐようにして持たれた、二メートルを超える長さの大槍パルチザン。あの狂ったデザインの金属鎧プレートメイルは今日は身につけられていない……のは当然か。僕たちとの戦いで壊こわれたんだから。大槍も別物だ。朧おぼろがあの日使っていた精ミ霊ス真リ銀ル製の大槍は、戦利品として僕の家のクロゼットにしまってある。

「てめえらがここにいるのはわかってんだよおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　朧がまた校舎を揺らすような大声をあげた。

　何事かと集まりかけていた野や次じ馬うまたちが、その声のあまりの迫力に蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

　そうだ。逃げろ。そいつは妖獣騎士ドウーム・ナイトなんだ。とんでもなく危険な男なんだ。関かかわらずに逃げてくれ。

「出てこい！　出てこい！　出てこい！　出てこい！　出てこぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい！」

「伏せて」

　朧がなにかを探すように視線を巡らし始めたのを見た美み月づきが、僕をほとんど突き倒すようにして伏せさせた。

「なんで生きてるんだ、あいつ……」

　美月が僕を囮おとりにして放った禁きん呪じゆ〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は、たしかに朧を捉とらえたはずだった。

「〝覇王大剣クラウ・ソラス〟をまともにくらって生きていられる奴やつなんかいない。なのに生きてるってことは、まともにはくらわなかったってことでしょうね」

「くそっ……」

　僕は頰を伝う冷や汗を手の甲で拭ぬぐった。

「あいつが出てこいって言ってるのは、やっぱり僕ら……だよな……」

「そりゃそうでしょうね」

「……どうする？」

　倒したはずの妖獣騎士ドウーム・ナイト・朧が生きていて、僕らの学園にやってきた。目的はもちろん、僕らへの復ふく讐しゆうだ。

　ここで僕らが取るべき最善の行動はなんだ？

　出て行って戦う？　──できるなら避けたい行動だ。一度は勝ったとはいえ、薄はく氷ひよう……奇跡も同然の勝利だったんだ。もう一度戦ってこちらが勝てる保証はない。

　警察か軍に通報する？　──現実的な選択肢だ。だけど、警察や軍が来たとしても、あいつに勝てるとは限らない。妖獣騎士ドウーム・ナイトはたった一人で軍の一個師団を壊かい滅めつできるだけの力を持っているんだ。それに、警察や軍が到着するまであいつがおとなしくしているという保証もない。僕らを引きずり出すために、学園のみんなや光風祭の一般客を無差別に襲おそう──なんてことになったら最悪だ。

「一分以内に出てこい！　さもねえと、目についた奴を片っ端ぱしから殺やっちまうぞ！」

　──案の定だ。

　案の定、朧おぼろが最悪のパターンをちらつかせてきた。

「出ていくしかないのか……くそっ」

「待ちなさい」

　拳こぶしを固めて立ち上がろうとした僕を、美み月づきが制した。

「出ていってどうするつもり？」

「どうするって、戦うしかないだろ？　僕らが出ていかなかったら、学園のみんなが殺される」

　ここは獣殺士学校スレイヤー・スクールだ。学生も学生を指導する教師も程度の差はあれ戦う力を持っている。教師の中には並の獣殺士スレイヤーより腕の立つ剣士や魔ま法ほう使つかいもいるだろう。けど、いくらなんでも相手が悪すぎる。

「私たちが戦ったところで勝ち目なんてないわよ。こっちの手の内は前の戦いで知られてるんだから。同じ攻こう撃げきが二度三度通じるほど、妖獣騎士ドウーム・ナイトは甘い相手じゃない」

「だからって、このまま隠れているなんてできないだろ。あいつがここに来たのは、僕たちが──」

「出てこいだの殺すだの、物ぶつ騒そうなお客さんだな！」

　僕の反論をかき消すように、誰だれかの大音声が響ひびき渡った。

　朧の声じゃない。朧のそれより低くて太い今の声は──今の声の主を、僕は知っている。

「見て」

　いつの間にか立ち上がっていた美月が、朧から見えないよう身体からだを隠しつつ校庭を指差した。

　僕は美月と反対側に身体を隠しつつ立ち上がって、校庭を見た。

　ステージの上に立つ人物が二人に増えていた。

　一人は朧。そして、もう一人は──。

「石いし神がみだ……」

　剣術教師にして僕たちのクラスの担任でもある石神が、両手大剣グレートソードを携たずさえて、朧と対たい峙じしていた。

　そう。さっきの大音声は、間違いない……石神の声だ。

「ああ？　なんだてめえは？」

「見てわからんかな、不審者くん。この学園の教師だよ」

　大きくてよく通る二人の声は、軽く耳を澄すますだけでかなりはっきりと聞き取ることができた。

「教師ねえ……どっちかっつーと歴戦の傭よう兵へいって面つら構がまえだぜ」

「教師になる前はそんなこともしていたがね」

「ふん……で、その先生さんが出しゃばってきてどうしようってんだ？」

「不審者くんにお引き取りを願いにきたんだよ。当学園は不審者の立ち入りを固くお断りしていてね」

「今日はあれだろ？　学園祭とかいうやつなんだろ？　せっかくの祭りなんだ。不審者の一人ぐらい大目に見ろよ」

「そういうわけにはいかなくてね。お引き取り願おうか」

「嫌いやだね。オレはここのクソガキどもに痛い目に遭あわされて腸はらわたが煮えくりかえってるんだ。……ったく、ぶっちぎられた腕が生えて動くようになるまでに二ヶ月もかかっちまった。ちくしょうがっ！」

　朧おぼろががなって大槍の柄つかでステージ床をドンを叩たたくと、床に使われていた石板の一枚が粉々に砕けた。

「つまり、ウチの学園生に復ふく讐しゆうにきたと、そういうわけか。なら、お引き取り願うだけでは足りないな。二度とウチの学園生には関かかわらないと誓いを立ててもらわねばなるまい」

　石いし神がみが言いながら両手大剣を抜刀して鞘さやを投げ捨てた。

「あん？　ずいぶんと強気な先生さんだな」

「俺おれは教師だ。教師が教え子への傷害を宣言されて弱気にはなっていられないだろう？」

　抜き身になった両手大剣を石神が正せい眼がんに構える。刃渡りだけで一メートル半以上ありそうな大型武器なのに、巨漢の石神が構えるとただの長剣ロングソードにしか見えない。

「どんな事情があってキミとウチの学園生が戦ったのかは知らないが、キミの気配は危険すぎる。非はキミにあると判断させてもらおう」

「それなりに腕に自信があるってことなんだろうが……先生さんよぉ……断言してやるぜ。てめえは三流だ。相手の力量も見抜けねえんじゃよ」

「キミの実力のほどは理解しているつもりだよ。三流という言葉は否定せんがね」

「理解している？　理解しているだと？　オレの強さを？　たかが獣殺士スレイヤーが？　──笑えねえ冗談だ！」

　叫んで大槍を振りかぶった朧の全身から焼けつくような殺気がほとばしって、僕は思わず身を縮めた。

　怖い。怖すぎて手脚が震ふるえている。胃と心臓が何十本もの針を差し込まれたみたいに痛んでいる。だけど──。

「いこう、美み月づき。石神が殺される」

　僕は震える手で美月のブレザーの裾すそを引っ張った。

「……いいわ。いきましょう」

　考え込むような素振りを数秒見せてから、美月はそう答えた。

「ただし、すぐには戦わないわ。しばらく様子を見る」

「様子を見るって……それじゃあ石神が……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。……たぶんだけど」

「美み月づき……？」

「いくわよ」

　裾すそを握っていた僕の手を引っぺがすと、美月は特徴的なサイドポニーを翻ひるがえして駆け出した。

　なぜすぐには戦わないのか。なにがどう大だい丈じよう夫ぶなのか。見当もつかないまま、「美月を信じるんだ」、そう自分に言い聞かせて、僕は美月を追いかけた。




　僕と美月が校庭に到着した時にはもう、朧おぼろと石いし神がみの戦いは始まっていた。

　石神は僕が思っていたよりずっと強かった。

　超重武器である両手大剣をまるで小剣シヨートソードみたいに軽々と操って朧を攻め立てている。だけど、石神が優勢かというと、そんなことはまったくなかった。

　石神の猛攻を、朧は大槍を使わずに足だけで捌さばき続けていた。顔には余裕の笑み。いや、あれは嘲あざけりの笑みか。とにかく、朧はまだ実力の半分どころか十分の一も出しちゃいない。

　ステージ上で繰くり広げられる二人の戦いを、僕たちは校庭隅の植え込みから木の陰に隠れて見ていた。──ただ、見ていた。

　恐怖にもどかしさまで加わったおかげで、剣を持つ手の震ふるえがいよいよ止まらない。

　僕が今手にしている剣は、普ふ段だん使っている騎士鋼アロンダイト製の長剣でも精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣でもなかった。授業の模も擬ぎ戦せんで使われる、刃を潰つぶした練習用の長剣だった。妖獣騎士ドウーム・ナイトと戦うにはあまりにも頼たよりない武器だけど、騎士鋼アロンダイト製の長剣も精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣も、今日は学園祭だからと持ってきていなかったのだから仕方がない。一方の美月といえば、こんな日だっていうのにしっかりと精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖を持ってきているのだからさすがと言うべきか。

「いつまでこうして隠れてればいいんだ？　やっぱり石神じゃあいつには……」

「待って。もう少しだけ様子を見させて」

　美月は僕のほうを見もせずに答えた。美月の虎とらの目は、ここに移動してきてからただの一いつ瞬しゆんも朧と石神の戦いから離はなれていない。

　攻こう撃げきのチャンスを窺うかがっているという感じじゃない。朧と石神の二人を──あるいはどちらか一方を、じっと観察しているような感じだ。

「いい加減、気がすんだかい？　先生さんよぉ！」

　石神の攻撃をただかわし続けているだけだった朧が、ついに反撃に出た。長さ二メートル超の大槍が、大きく弧を描いて振り抜かれる。

　石神はその一撃を受けきれなかった。正確には石神の持つ両手大剣が耐えきれなかった。

「ぬうっ！」

　肩を浅く切り裂かれた石神が、飛び退のいて剣を構える。けど、石神の構えた剣には肝心の刃がなかった。

　たった一撃受けただけで、石神の両手大剣は刀身を根本から粉々に砕かれてしまったのだった。

「どうだい？」

　朧おぼろがにいと歯を剝むいた。

「オレにケンカを売ったてめえの愚おろかさを痛感できたかい？　まあ今いま更さら泣いて詫わびたところで手遅れだがよ」

「なるほど、たいした強さだ。正直、これ以上戦いたくはないが、生憎あいにくと俺おれは教師で大人だ。責任というものがある。──続けようか」

　石いし神がみはそう言うと、柄つかだけになってしまった大剣を投げ捨てて拳こぶしを構えた。

　まさか、素手で朧と戦やろうっていうのか!?　無む茶ちやだ！

「大人じゃねえよ。ザコのクセにカッコつけてしゃしゃり出てきた時点でてめえはガキだ。クソガキだ。クソガキほど汚ねえモンはねえ。──死ね」

　朧が大槍をブンと振って、穂ほ先さきを石神に向けた。全身から発せられていた殺気が、明確な指向性を持って石神を貫く。

　けど、僕なら悲鳴をあげて逃げ出しそうな殺気を向けられながらも、石神に怯ひるんだ様子は少しもない。

　両脚の間かん隔かくを広げ、腰を深く沈めて、石神は巨きよ軀くに力を充満させていく。

　美み月づきに止められても飛び出すつもりでいた僕は、石神のたたえる静かな気迫に圧おされて、剣を抜きかけた体勢のまま立ち尽くしてしまった。

「できうるなら拳は使いたくなかったが、やむをえん。今日ばかりは禁を解こう」

「……気配が変わったな。何者だ、てめえ」

　朧ほどの使い手が僕ですら感じた石神の気配の変化に気づかないはずがない。

　顔から嘲あざけりの笑みを消して、朧は左手一本で構えていた大槍に右手を添えた。

　……美月がどうして様子を見ると言ったのか、その理由が僕にもわかった。

　抜きかけの剣を鞘さやに収めて、僕はこの先の展開を一いつ瞬しゆんたりとも見逃すまいと目に力を入れた。

　朧は大槍を、石神は拳を構えたまま、互いに視線をぶつけ合わせたままじりじりと後ずさっていく。そして、舞台の端はしに足がかかると、二人は同時に地面を蹴けった。

　殺気と闘とう気きが激突し、大槍と拳が交こう錯さくする。

　朧と石神は額がくっつきそうな距きよ離りで（実際にくっついているかもしれない）睨にらみ合い、睨み合い──。

「ぐ……ぼあっ！」

　朧の顔が崩れた。

　目を剝き濁にごった悲鳴をあげて後ずさった朧は、身体からだをくの字に折って咳せき込んだ。

　石神の、美月の顔ぐらいあるんじゃないかという拳が、朧の肺はい腑ふを抉えぐったのだ。

「て……めえっ！」

　身体からだをくの字に折ったまま、朧おぼろが血走った目で石いし神がみを睨にらみ上げる。

「やはりたいした強さだな。本気で殴なぐったのだが、死ぬどころか倒れすらしないとは」

　石神が言いながら、大槍がかすめてできた頰ほおの傷を淡く撫なでる。

「並の獣殺士スレイヤーじゃねえ……てめえ、救済者セイバーか……！」

「救済者セイバー免許は持っていない。天上院に誘さそわれたことはあったがね」

　天上院と聞いて、美み月づきが──そして僕も、ピクリと反応した。

「長引かせたくはない。次で決めさせてもらうぞ」

　石神が腰を沈め、再び拳こぶしを構える。

「一発入れたぐらいで調子に乗るんじゃねえっ！」

　吼ほえて身体を起こした朧が、大槍を振りかぶって石神に襲おそいかかる。

「シャアァァァァァァァァァァッ！」

　今度は単発の突きじゃない。超高速の連続刺突だ。

　僕だったら瞬しゆん時じにミンチにされそうな猛もう攻こう撃げき。だけど、石神はいつまで経たってもミンチにはならない。それどころかただの一撃ももらわない。

　降り注ぐ死の雨を、石神は避けるのじゃなく、すべて弾はじいていた。

　拳で。

　ありえない。

　刃物を拳で弾くなんて。

　でもそのありえないことを、石神は実際にやってしまっているのだ。

「カアッ！」

　朧の猛攻に加速がかかる。けど、それでも大槍が石神に突き刺さることはない。

──おかしいな……？

　違和感があった。

　朧の攻撃に以前戦った時ほどの迫力を感じない。本気になった朧の槍やりは、もっと疾はやくてもっと強かったはずだ。

　まだ力をセーブしているのだろうか。でも、朧の顔は明らかに本気の形相だ。

「ちくしょおがあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　──ぶべっ！」

　苛いら立だち──というより混乱の叫びをあげた朧の顔面に石神の拳がめり込んだ。

　仰のけ反った朧の手から大槍がこぼれ落ちる。

「おおおおおっ！」

　石神も、今度は単発じゃなかった。

　左右の拳が、肘ひじが、膝ひざが、足が、嵐あらしの如ごとく朧を巻き込み、打って打って打ちまくる。

　打突の嵐はたっぷり三十秒も続いたろうか。

　最初のうち、「ぐぎゃっ！」だの「がぱっ！」だのとあがっていた朧の声も途中から聞こえなくなった。

[image: ]

　最後の一発は右みぎ正せい拳けん突づき。

　ステージを弾はじき出された朧おぼろは、僕の隠れていたまさにその木に背中から激突して、前のめりに倒れた。生命感のない倒れ方だった。

　凄すごい……。

　凄すぎる。

　あの朧を、いともあっさりと……。

「予想以上ね……」

　石いし神がみの強さは、石神は強いと見抜いていたらしい美み月づきにとっても驚おどろかざるをえないレベルだったようだ。

「杉すぎ崎さきに……安あん藤どうか。おまえたち、そんな所でなにをしている？」

　石神がこっちに向かって歩きながら声をかけてきた。

「あ……いや……えっと……美月？」

「私に振らないでよ」

「まあいい、とりあえず二人ともそこを離はなれろ。その男はまだ生きているぞ」

　えっ、と僕が声をあげた刹せつ那な──。

「があああああっ！」

　死んだようにぐったりしていた朧おぼろが、荒っぽい声をあげて起き上がって、「うわあっ！」、僕は腰を抜かした。

　朧は尻しり餅もちをついている僕と油断なく魔法杖を構えている美み月づきを交互に睨にらむと、その血走った目を正面の石いし神がみに向けて、手負いの獣けものみたいに低く唸うなった。

　朧の顔はあちこち腫はれ上がり、あるいは陥かん没ぼつして形が変わっていた。膝ひざもガクガク笑っている。なのに全身から立ち上る危険極まる殺気は少しも衰おとろえていない。怖い。

「まだ立ち上がれるのか。まったく呆あきれた強さだな」

　石神が驚おどろきと呆れの交じった顔で構えを取る。

「右腕が……右腕さえまともに動いてりゃ、てめえなんざ……」

　朧が震ふるえる声を出しつつ左手で右腕をつかんだ。

「あ……」

　そうか、と僕は納得した。

　僕たちとの戦いで朧は右腕を失った。どうにかしてくっつけたのか新たに生えてきたのかはわからないけど、今日の朧にはちゃんと右腕がある。でも、どうやらまだ完治したってわけじゃないらしい。朧の攻こう撃げきに以前みたいな迫力を感じなかったのは、そのせいだったのだ。

「なるほど、利きき腕を痛めていたというわけか。動きに妙なぎこちなさがあったのでおかしいとは思っていたが……」

　そう言うと石神は構えを解いた。

「実力を出しきれずに死にたくはないだろう。二度と学園には来ない、学園生には手を出さないと誓うのであればこのまま見逃すが、どうする？」

　慈じ悲ひの言葉。

　そんな情けなんて必要ない。そいつは妖獣騎士ドウーム・ナイトなんだ。さっさととどめを刺してくれ。そう言いたいのに、朧が怖くて僕はなにも言えなかった。

「そうだな……誓うよ。オレはもう二度とここには来ねえし、そいつらにも手は出さない──」

　朧は観念したようにがっくりとうなだれると、

「──なんて、言うわけねえだろうが！」

　バッと顔を上げて、左の掌てのひらを石神に向けて突き出した。

「ぬ……おおっ！」

　見えない力が石神を捉とらえ、二メートル近い巨きよ軀くを紙かみ屑くずみたいに吹っ飛ばした。

「ハッハーッ！」

「誓ってくれなくて結構」

　冷たく鋭利な声が朧の哄こう笑しようを切り裂いた。──美月だ。

「今ここで死になさい」

　美月の魔法杖が朧の頭を叩たたき潰つぶさんと唸りをあげる。

　けど、その一いつ閃せんはただ空を切り裂くだけに終わった。

　跳ちよう躍やくで美み月づきの魔法杖をかわした朧おぼろは、空中でくるりと一回転して校庭中央のステージ上に着地すると、間髪入れずにもう一度跳び上がってＡ校舎の屋上に降り立った。

「憶おぼえていやがれ！　てめえらもそっちの先公も必ずブチ殺してやる！」

　そして、学園全体を震ふるわせるような大声でまるっきり三流悪役の台詞せりふを吐はくと、朧は校舎の向こうへと身を躍おどらせた。

「逃げた……のか……？」

　校庭に満ちていた朧の殺気が潮が引くように薄うすれていく。

「助かっ……たぁ！」

　既すでに腰を抜かして尻しり餅もちをついていた僕は、そのままその場に大の字に倒れて肺に溜たまっていた息を吐き出した。

「だらしないわね」

　そんな僕を見下ろして呆あきれ声を出した美月の顔にも、安あん堵どの色があった。

「立てる？」

「身体からだを起こすだけなら、なんとか」

　美月の差し伸べてくれた手に引っ張られて、僕は上体を起こした。

「石いし神がみは……」

「おう、ここにいるぞ」

　目で探すまでもなく、石神は僕のすぐ目の前にいた。

　派手に吹っ飛ばされた割に石神はピンピンしていた。あちこち服が裂けて血が滲にじんではいるものの、深刻な怪け我がは見当たらない。よかった……。

「先生……」

「あの男が復ふく讐しゆうすると言っていたのは、おまえたちか」

　石神は僕と美月の顔を交互に見ると、顎あごに手をやって「ふむ」と唸うなった。

「いや……あの……」

　石神は僕の頭と美月の肩にゴツイ手をポンと載せると、

「おまえたち、あとで指導室に来い」

　ニカッと白い歯を見せて笑った。













　　　二幕　壁を越えて来たるもの







　炎が渦を巻いていた。

　炎──といっても熱はなく、色も赤くはなく──真白い。

　だが、熱はなくともその炎は、神かみ懸がかった──あるいは悪あく魔ま的てきな力を秘めていた。

　炎の渦に吞のみ込まれた妖獣ドウームが、為なす術すべもなく、輝かがやく塵ちりに変わっていく。

　妖獣ドウームが跡形もなく消え去って炎が消えると、炎を操っていた少女は深く静かに息を吐はいた。

「お疲れ様、ひなちゃん」

　少し離はなれた位置から一部始終を見守っていた観み星ほしは、少女に歩み寄ってそう声をかけた。

　そこは、地下深くに造られた、実戦訓練用の広間だった。

　地下という表現は適切ではないのかもしれない。なぜならそこは、空の高みを移動する浮遊大地の一部なのだから。

　天てん上じよう院いん──それがその浮遊大地と、そこに設けられた機関の名称だった。

「観星おねーちゃん……」

　観星のかけた声に、少女──神かみ代しろひなたは疲れた笑顔で応こたえた。

「力、ずいぶん使いこなせるようになってきたんじゃない？」

　ひなたが天上院に上がってきてから四ヶ月──初めは極きよく端たんに感情が昂たかぶった時にしか使えなかった根源魔ま法ほうの力を、意のままに──とまではいかないものの、使えるようになっていた。

「すごいよね、根源魔法って。サイクロプスを一いち撃げきだなんて」

　ひなたが今、根源魔法で屠ほふったのは、サイクロプス──巨人系に属するＡランクの妖獣ドウームだ。

　Ａランクの妖獣ドウームとなると、救済者セイバー級の魔法使いといえど、通常魔法では一撃で仕留めることは難しくなる。

　だが、ひなたは──ひなたの根源魔法は、そのＡランクの妖獣ドウームをただの一撃で、完全消滅させてしまったのだ。

　これだけでも十分にたいしたものだが、マオに言わせれば根源魔法の力はまだまだこんなものではないのだという。

「ねえ、ひなちゃん」

　ひなたからの返事は、ない。

「ひなちゃんってば」

　観星は声のトーンを上げて、ひなたの白くて柔らかい頰ほおを指でつんとつついた。

　ひゃっ、と甲かん高だかい声をあげて、ひなたは見開いた目で観星を見た。

「な、なあに？」

「また、ボーッとしてたよ」

「ご、ごめんなさい……」

「最近、多いよね。今みたいにボーッとしてること」

　ひなたは、明らかに疲れていた。

　顔色は青白く、目にも生気がない。

　疲れているのは当然だった。根源魔ま法ほうは使い手の肉体に大きな負担をかける。その上、ひなたは根源魔法を極めるための過か酷こくな修行を、一日たりとも欠かしていなかった。

　ひなたの疲労は、心身ともにピークに達していた。

　観み星ほしの目には、心も身体からだも通り越して、魂たましいが磨すり減っていっているように見えた。

　休ませてやりたいと思う。

　だが、それは叶かなわないことだった。

　今はまだ、限界まで自分を追いつめてもらわなければならない時期だと、マオは言っていた。

　そして、ひなた自身も、決して休もうとはしなかった。

　毎日毎日、倒れるまで──倒れても立ち上がって、また倒れて──いよいよ立ち上がれなくなるまで、修行に励んでいる。

　その甲斐かいあって、ひなたは根源魔法使いとして着実に成長していた。初めはまったく似合わなかった天上院の制服も馴染なじんで見えるようになってきた。

　天上院の人間としては喜ぶべきことなのだろう。だが、観星は素直に喜べなかった。

　根源魔法使いとして成長を見せたことで、ひなたはいよいよ後戻りできなくなってしまった。

　ひなたにはもう、根源魔法使いとして──聖剣として生きて死ぬしか、道はないのだ。

　たとえそれが世界が求めていることだとしても、ひなたが自分の意志で選択したことだとしても、ひなたを妹同然に思ってきた観星には、どうしても──喜べなかった。

「気をつけなきゃ、ダメだよね」

　ひなたはそう言うと、自分で自分の頰ほおをバシバシと叩たたいた。

「ひなちゃん……」

「それじゃあ、わたし、『安楽の原』に行ってくるね」

「……ええ」

　引き止めたい気持ちをこらえて、観星は頷うなずいた。

『安楽の原』──そこは、機械に繫つながれ、電流によって身体に痛みを与えながら、幻覚魔法によって悪夢を見せられるという、拷ごう問もん同然の──過酷極まる修行を行うための部屋だった。

　そんな部屋に『安楽の原』などと名付けた人間の趣しゆ味みの悪さには、呆あきれるしかない。

「いってきます」

　疲れきった顔に、それでも笑顔を浮かべて、ひなたは広間の出口に向かって歩き出した。

　遠ざかっていく小さな背中を見つめながら、観み星ほしはひなたに根源魔ま法ほうの力を与えた運命の神を呪のろった。呪わずにはいられなかった。
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　指導室に呼び出されて石いし神がみに事情の説明を求められた僕と美み月づきは、二ヶ月前の妖獣地帯ドウーム・エリアでの出来事をありのまま話した。

　大物狩りのために第一種危険区域に足を踏ふみ入れたこと。

　そこで妖獣騎士ドウーム・ナイトと遭そう遇ぐうし、これを撃げき退たいしたこと。もちろん、美月が朧おぼろを撃退するのに禁きん呪じゆを使ったことは言わなかった。禁呪は使っただけじゃなく、教えたり教わったりするだけでも重罪になってしまうのだから言えるわけがない。

　朧が妖獣騎士ドウーム・ナイトだと知っても、石神は驚おどろかなかった。

「やはりな……」

　と、むしろ納得したようだった。

　だけど、僕たちが妖獣騎士ドウーム・ナイトを撃退したという話にはさすがに驚いたようで、

「今日きよう日びの女子学生はまったく侮あなどれんな」

　と、無ぶ精しようひげの目立つ顎あごをさすりながら美月の顔をしげしげと見ていた。

　どうやら美月一人で朧を撃退したのだと思われてしまったらしい。僕だって一応、それなりには役に立ったのだ。だけど、具体的にどう活かつ躍やくしたのかと問われると禁呪絡がらみで正直には答えられないから、なにも言わなかった。

　事情を説明させられただけで、停学とか退学とか、そういった処分の類たぐいは一切なかった。

　もし戦った相手が一般人だったり犯罪者認定されていない獣殺士スレイヤーだったりした場合には、正当防衛が立証されない限り、傷害罪で刑事事件になってしまう。けれど、僕たちが戦ったのは妖獣騎士ドウーム・ナイト──妖獣ドウームと戦うための力を犯罪行為に利用した、特殊犯罪者だ。特殊犯罪者は殺したとしても罪には問われない。

　お咎とがめなしということでホッと胸を撫なで下ろしたいところだったけど、朧はまだ生きているのだと思うと安心なんてできるはずもなかった。

　僕らを狙ねらって、朧はきっとまたやってくる。学園には石神がいるとはいえ、油断はできない。

「先生、一つ……いや、二つ訊きいていいですか？」

　もう帰っていいぞと言われた後で、僕は石神に二つ質問をした。

　剣よりも拳こぶしのほうが得意なのに、なぜ初めから拳で戦わなかったのか。天上院からのスカウトをどうして断ったのか。

「戒いましめだよ」

　一つめの問いに、石神はそう答えた。

「俺おれのこの拳こぶしは一番大事な時に役に立たなかった、俺自身の無能の象徴のようなものでね。まあ、言ってしまえば憎にくいのさ。だから、なるべく使いたくない……と、そういうわけさ」

　石いし神がみは二つめの問いにも答えてくれた。

「天上院の誘さそいを断ったのも、それが理由だよ。スカウトが来た時にはもう、俺は拳を封印しちまってたからな」

　すみません、と僕は頭を下げた。石神が拳を封じた具体的な理由はわからない。だけど、僕たちのせいで石神は使いたくない拳を使うはめになってしまったのだ。

「気にするな」

　石神は歯を見せて僕の肩をポンと叩たたくと、その手で拳を作って僕の目の前にかざして見せた。

「一番大事な時には役に立たなかったが、おまえたちを守る役には立ってくれたんだ。おまえたちには感謝してるよ。おかげでちょっとはこいつのことが見直せそうだ」

　ありがとうございます、と僕はもう一度頭を下げた。

　指導室を出た僕と美み月づきは、そのまま学園を出た。

　朧おぼろと直接戦いはしなかったとはいえ緊きん張ちようで精神的に疲れてしまって、人混みの中にいたくなかったのだ。美月は平気な顔をしていたけど、それでももう学園にいたくないようだった。

　学園を出てからずっと、僕らは無言だった。美月のほうから声をかけてくることもなかったし、僕のほうから声をかけることもなかった。疲れていて喋しやべるのも億おつ劫くうだったというのもあるけど、美月から会話を拒絶するオーラが出ているように感じて、話しかけづらかったのだ。とはいえ、無言のまま別れるわけにもいかない。

「今日、夜の特訓はどうするんだ？」

　互いの家への分かれ道にさしかかったところで、僕のほうから沈ちん黙もくを破った。

「やるわよ、もちろん」

　返事はすんなりとあった。

「それじゃあ、いつもの時間にいつもの場所で」

「ええ。……セーヤ」

　手を振って背中を向けた僕は、美月に呼び止められて振り返った。

　美月は浅くうつむいていた。目も伏せ気味で、どうにも覇は気きがない。

「……どうしたんだ？」

「……いえ。なんでもないわ」

　美月は短くない沈黙の末にそれだけ言って小さく首を横に振ると、きょとんと立ち尽くす僕を残して歩き去ってしまった。

　……美月はなにを言おうとしたんだろう。

　家に帰った僕はブレザーを脱ぎ捨ててリビングのソファに腰かけると、目を閉じてそのままごろんと横たわった。




　…………………………。

　…………………………。

　ピンポーン。

　…………………………。

　ピンポーン。

　………………………ん？

　来客を告げる音に僕は身体からだを起こした。

　あくびで脳に酸素を送りながら、自分がどうやら眠ってしまっていたらしいことを理解する。

　窓の外はもう暗い。壁掛け時計を見ると、時刻はもう午後八時になろうかというところだった。

　けっこうな時間眠ってしまっていたみたいだ。

　ピンポーン。

「はいはい」

　三み度たびチャイムが鳴って、僕はようやくソファから立ち上がった。

　寝ね癖ぐせがついているだろう頭を搔かきつつ玄関に向かい、ドアを開ける。

「いるんなら早く出てよ、もう」

「南みなみ……愛あい原はらも……」

　南の後ろに立っていた愛原が、僕と目が合うとぺこりと頭を下げた。

　ふたりとも、さすがにもうバニー姿じゃなかった。制服姿でもない。ふたりの出いで立ちは、南がＴシャツにショートパンツというラフな格好で、愛原が白いワンピース姿。南はともかく愛原の私服姿を見るのはたぶんこれが初めてで──少し、新鮮だった。

「ふたりとも、どうしたんだ？」

「どうしたじゃないわよ。電話しても繫つながらないし、メール送っても返ってこないし。だから来たの」

「悪い。気づかなかった……」

　僕はケータイを求めてスラックスのポケットに手を入れた。……が、ない。

　そういえば、ケータイはブレザーの胸ポケットに入れてたんだっけ。

「もしかして、寝てた？」

「あ、ああ」

「まったく、さんざん心配かけておいて暢のん気きなんだから」

　南が呆あきれ顔で腰に手を当てる。

「ごめん……」

「まあいいわ。……で、あいつ何者なの？」

「あいつって？」

「あの声のデカい槍やり男おとこのことよ。杉すぎ崎さき、安あん藤どうさんと二人で出ていって、木の陰でコソコソ様子を窺うかがってたでしょ」

「見てたのか」

「ええ」

「うーん……」

　僕は首の後ろをさすりつつ考えた末、あいつは僕と美み月づきが以前戦って撃げき退たいした犯罪者で、そいつが復ふく讐しゆうに来たのだと説明した。

　噓うそはついていない。ただ、朧おぼろが妖獣騎士ドウーム・ナイトだってことを伏せただけだ。妖獣騎士ドウーム・ナイトと戦ったなんて言ったところで信じてもらえないだろうし、信じてもらえたらもらえたであれこれと追及されてしまうだろうから。

「なんか、また来るぞーみたいなことを言ってたみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫。石いし神がみにあれだけこっぴどく痛めつけられたんだ。二度と来ないって」

　これは噓だった。僕は楽観していない。朧はきっとまた来るだろう。

「……そう？　ならいいんだけど……」

　南みなみは安心した感じじゃなかったものの一応は納得したようで、

「杉崎、これからなにか用事ある？」

　話を変えてきた。

「あるといえばあるけど……どうしたんだ？」

「打ち上げだよ。コスプレ喫きつ茶さの。カラオケなんだけど、どう？」

「打ち上げか……。行きたいけど……ごめん」

　これから美月との特訓があるのだ。今日ぐらい休んでもバチは当たらないかもしれない。でも、だめだ。休めない。朧がいつまた来るかわからないのだ。その時、ちゃんと戦力になれるように特訓は欠かせない。

「そっか……」

　南は残念そうな顔をして小さく肩を落とした。

「そういえば、光こう風ふう祭さいはどうなったんだ？　中止にはならなかったのか？」

「ならなかったよ。校庭のステージが壊こわれちゃったから、いくつかの出し物が中止にはなっちゃったけど」

「そうか……」

　ステージが中止になってしまった連中には申し訳ないけど、光風祭そのものが中止にならなくて、よかった。

「杉崎」

「うん？」

「安あん藤どうさんのこと、なんだけどさ」

「あ、ああ」

　忘れていた……というより、忘れたいと思っていた現実を南みなみが持ち出してきた。

「あたし、彼女のこと、許せないよ。みんなががんばって作った衣装を破って、謝りもしないで……償つぐない、してもらわなきゃ」

「償いって……なにをさせる気なんだ？」

「それは、安藤さんに直接言うよ」

「そうか……」

　キリキリと胃が痛んだ。

　償えと言われて美み月づきが素直に従うとは思えない。かといって、南に水に流してやってくれと言ったところで聞いてもらえるわけもなく……。

　僕は助けを求めて南の後ろにいる愛あい原はらを見たけれど、心底申し訳なさげな目でふるふると首を横に振られただけだった。

「安藤さんにはきっちり筋を通してもらった上で、しっかりバッチリ友達になってもらうから」

「え……？」

「なに驚おどろいてるの？」

　南は小首を傾かしげる。

「だって南、美月とケンカして……」

「ケンカしたのに、まだ友達になるのかって？」

　僕は頷うなずいた。

「それはそれ、これはこれだよ。むしろ、このケンカがいいきっかけになればなーって思ってるよ。ケンカがきっかけで仲良くなることってのも、よくあることじゃない？　夕日をバックに土手の上で殴なぐり合って、やるじゃねえか、おまえこそ、みたいな？」

「いつの時代のマンガだよ……」

　南は「へへっ」とやんちゃ坊ぼう主ずっぽく笑うと、

「それじゃあ、あたしたち、行くね。今夜は徹てつ夜やコースになると思うから、用事が終わって余裕があったら途中参加してよ」

「ああ」

「じゃね」

　南はウィンクしつつ手を振り、愛原は深々とお辞じ儀ぎをして、去っていった。

「まったく、たいした奴やつだな、南は……」

　玄関を閉めてトレーニングウェアに着替えるために二階に上がりながら、僕は呟つぶやいた。

　頑がんとして受け入れない美月と、断固として諦あきらめない南。果たして勝つのはどちらか。勝ち負けの問題じゃないけど。

　一体、僕はどうすればいいのか……僕のすべきことは……。

「……とりあえずは、特訓だな」

　時刻は午後八時を回ってしまっている。美み月づきはもう公園で待っているはずだ。

　急いで着替えて、僕は公園に向かった。




「今夜からギアを一つ上げるわよ。覚悟して」

　魔法杖ルーンスタツフを僕の鼻先に突きつけて、美月は言った。

　ギアを上げるというのはつまり、特訓をより厳しく行うという意味だ。

　僕が遅刻したことに腹を立ててそんなことを言ってるんじゃない。朧おぼろの再びの襲しゆう撃げきに備えて僕のレベルを少しでも上げておきたいと、美月はそう言っているのだ。

「望むところだ」

　見栄でもなんでもなく、本当に望むところだと思ったから、僕は美月の虎とらの目を真っ向から見据えて剣を構えた。




　特訓が終わって体力に余裕があったら、クラスの打ち上げに顔出しだけでもするつもりでいたのだけれど、美月にいつも以上に叩たたきのめされた僕は、家に帰り着いてソファに横たわると痛みと疲労でもう本当に一歩も動けなくて、結局、打ち上げには参加できなかった。




　日曜日、振り替え休日を挟んで、光風祭から三日後──。

　昼休み。商業エリアの広場で愛あい原はらの姿を見かけた。

　愛原は足を止めて掲示板を眺めていた。

「愛原」

「あ。杉すぎ崎さきくん」

「なに見てるんだ？」

　問いながら掲示板を見た僕に、「これです」と愛原は一枚の貼はり紙を指し示した。

「なになに、『〝神の盾アイギス〟張り替えにつき、学生都市防衛員募集』……か」

　ちなみにその貼り紙の隣となりには、愛原と僕が二人で貼った、光風祭のポスターがまだ貼られたままになっていた。

「〝神の盾アイギス〟張り替え……もうそんな時期かあ……」

　人類を妖獣ドウームの脅きよう威いから守る要かなめたる存在である大結界魔ま法ほう──〝神の盾アイギス〟。

　太陽戦争以降、人類はこの〝神の盾アイギス〟を絶やすことなく都市の妖獣地帯ドウーム・エリアの境界に展開することで生存してきた。──といっても、〝神の盾アイギス〟は永続魔法というわけではなく、定期的に張り替えを行う必要があった。

　張り替えの周期は国や都市によってまちまちだけれど、大体は二～三年に一度で、僕たちの暮らす明みよう神じん市しでは一年おきの夏の時期に行われていた。

　張り替えの手順としては、まず今まで張られていた結界を解除した上で新しい結界を張る。重ね張りは不可能という〝神の盾アイギス〟の特性上、新しい結界を古い結界の上に張ってから古い結界を解除するということはできないらしい。

「今回も無事に張り替えられるといいんですけど……」

「心配はいらないんじゃないか？　〝神の盾アイギス〟の張り替えで大事が起きたことなんてもう何十年もないんだから」

「そうですね……」

　古い〝神の盾アイギス〟が解除されてから新しい〝神の盾アイギス〟が張り終えられるまでには七十時間程度──つまり、丸三日かかる。

　この間、都市は〝神の盾アイギス〟が失われた状態になるわけだけれど、妖獣ドウームを退ける大結界がなくなったからといって、大量の妖獣ドウームが都市内に入り込んでくるようなことはなかった。

〝神の盾アイギス〟は、解除されても妖獣ドウームを退ける力が一週間程度は持続する。ただし、力は弱まってしまうから、妖獣ドウームの侵入を完かん璧ぺきに阻はばむことはできない。

　だけど、心配はいらなかった。〝神の盾アイギス〟喪そう失しつ中ちゆうには、妖獣ドウームの侵入を断固として阻そ止しするべく軍の防衛網もうが何重にも敷しかれた上に、市が都市防衛員を募つのって都市の警護に当たるから、妖獣ドウームが都市内に侵入して民間人が殺傷されるような事態はまず起こらない。

「杉すぎ崎さきくんは、都市防衛員には参加しないんですか？」

「都市防衛員か……あんまり興味ないかな」

　市が募る都市防衛員に参加するのに獣殺士免許スレイヤー・ライセンスは必要ない。つまり、僕たち学生でも参加できるってことだ。

　だけど、都市防衛員は軍の防衛網の一番内側に配備されるから戦せん闘とうの機会が回ってくることはほとんどないし、報ほう酬しゆうも格安だから参加したがる人間はプロ・アマ問わず多くなかった。

　僕も参加しようとは思わなかった。

　最前線でガンガン妖獣ドウームと戦うならまだ修行にもなるだろうけど、安全地帯に近い場所でただ待機してるだけじゃ、なんの意味もない。いつもどおりに特訓しているほうがよっぽど有意義だ。

「愛あい原はらと南みなみはどうするんだ？」

「私たちは参加すると思います。あかねが、都市を守る役に立ちたいって言ってましたから……」

「南らしいな」

「ええ」と頷うなずきながら愛原が光風祭のポスターに手をかけた。

「どうするんだ、それ？」

「剝はがすんです。光風祭はもう終わりましたから。他ほかの場所に貼はったものも剝がさないと……」

　そうか、と納得した僕はでも、愛あい原はらがどこか寂しげな顔をしていることに気づいてこう言った。

「もうしばらく貼はっておけばいいんじゃないか？」

「えっ、でも……」

「愛原ががんばってデザインしたポスターなんだろ？　だったらもうしばらくみんなの目に触れさせておけばいいさ。剝はがすのだって、そのうち誰だれかがやるだろ？」

　愛原は眼鏡の奥の目をしばたたかせると、考え込むようにうつむいて、それから頰ほおをさあっと朱色に染めて、微笑ほほえんだ。

「はい。もうしばらく、このまま貼っておくことにします」

「ああ」

　打ち上げのカラオケはどうだったとかそんな話を軽くして、僕たちは別れた。

　ちなみに、南みなみは打ち上げの席でもあのバニーガールの格好をして、一晩中マイクを離はなさなかったのだという。まったく元気な奴やつだ。




　放課後、校門の所で顔見知り三人と出で会くわした。

　美み月づきと南と愛原の三人だ。

　まず美月と出会して、一いつ緒しよに帰ろうかと話をしていたところに愛原を連れた南が声をかけてきたのだ。

「こんにちは、安あん藤どうさん」

「……」

　南の挨あい拶さつに美月は応こたえようとしない。

　こんにちは、と代わりに僕が応えたけれど、華か麗れいに無視されてしまった。

　南は笑顔じゃなかった。まるで剣の試合にでも臨もうとしているかのような厳しい顔つきを美月に向けている。一方の美月は寒気のするような冷たい目で南の視線を受け止めていた。

「会えてよかったわ。あなたに渡したい物があるの」

　そう言うと、南はカバンから少し大きめの紙袋をガサゴソと取り出して、美月に差し出した。

　美月は受け取らずに腕組みをした。受け取るつもりはこれっぽっちもないという意思表示だった。けれど、南は紙袋を引っ込めようとはしない。

「なんなんだ、それ？」

「メイド服よ」

　僕の問いに、南は美月を見据えたまま答えた。

「メイド服っていうと……美月が破った？」

「そう。みんなで一いつ生しよう懸けん命めい作った服よ」

　美月が「ふん」とつまらなさそうに鼻を鳴らして、口を開いた。

「それを私に差し出してどうしようっていうのよ」

「繕つくろって」

「くだらない」とまるで舌打ちでもするように吐はき捨てて、美み月づきは横を向いた。

「あなたにはこれを繕う義務があるわ」

「知ったことじゃないわよ」

　以前にもあったやりとりがここでも展開される。

「筋は通してもらう。拒否は許さない」

「許さなかったら、どうだっていうの？」

　美月が冷えた声で言って魔法杖を南みなみの鼻先に突きつけた。

「手伝えだの義務だの繕えだの、いい加減うんざりしてるのよ」

「あかね！」

「美月、やめろ！」

　愛あい原はらの悲鳴と僕のあげた制止の声が重なった。

　美月は魔法杖を下ろさない。対する南は怯ひるみもせず、美月の鼻先にメイド服の入った紙袋を突きつけ返した。

「脅おどしなんて通じない」

「脅しじゃないわよ」

　美月の目が鋭さを増す。

「脅しじゃなかったとしてもあたしは退ひかない。あなたには絶対にこれを繕ってもらう。通すべき筋を通してもらわなきゃ、友達にはなれないもの」

「誰だれと誰が友達になるっていうの？」

「あたしとあなたが」

「誰がそんなことを望んだの？」

「あたし」

「……ふざけてるの？」

「大まじめよ」

　つまり、南はこう言っているのだ。私はあなたと友達になりたい。あなたの意志は関係ない。私があなたと気持ちよく友達になれるように、あなたが努力しなさい──と。

　いくらなんでも豪胆すぎるぞ、南。

「この……っ」

　魔法杖を握る美月の手に力がこもるのがわかった。

──まずい！

　僕は慌てて二人の間に身体からだを割り込ませた。美月の魔法杖をつかんで取り上げようとしたけれど、その時にはもう美月は魔法杖を下ろして背中を向けていた。

「美み月づき」

　僕の呼びかけにも振り向かずに、美月は歩き出した。

「待ちなさい！」

　追いかけようとした南みなみを、僕は振り返って遮さえぎった。

「今日はここまでにしておいてくれ」

「そうはいかないよ、杉すぎ崎さき。あたしは──」

　僕は南の言葉の途中で、彼女の手から紙袋を引ったくるように取り上げた。

「杉崎!?」

「これは、僕から美月に渡しておくから」

「でも──！」

「北風と太陽だよ」

「えっ？」

「これ以上押しても、美月は頑かたくなになるだけだ。機き嫌げんのいい時を見計らって、僕が説得してみるよ。だから、頼たのむ。今日のところは退ひいてくれ」

　頭を下げられて、南は「うーっ」と唸うなった。明らかに納得のいかない顔だけど、南は「頼む」という言葉に弱い。基本的にも応用的にも情の厚い人間だから、相手に頭を下げられてしまうと無む下げには断れないのだ。

「頼むよ」

　ダメ押しとばかりにもう一度その言葉を口にすると、南はため息をついて折れた。

「……もう、しょうがないなぁ……」

「すまない」

「いいよ。それじゃあ、服の件は杉崎に任せたから」

「ああ」

　頼もしく頷うなずいてはみせたものの、美月を説得できる自信なんてこれっぽっちもありはしなかった。

　美月がメイド服を繕つくろうことがあるとすれば、それは美月が南を一目置くべき存在として認めた時だけだろう。

　僕を相棒パートナーとして認めてくれた時のように。

　でも。

　そんな機会が一体どこに転がっているというのだろう？




　僕から美月にメイド服を渡しておく、と南に約束したものの、あれから一週間──メイド服は未いまだ繕われないまま僕の手て許もとにあった。

　美月の機嫌のいい時を見計らって話をしてみようとは思っているのだけど、この一週間、美月はずっとピリピリしっぱなしで、とてもじゃないけど南みなみ絡がらみの話をできる感じじゃなかった。

　やっぱり、美み月づきがメイド服を繕つくろって南と親しくなるには、南が美月に認められるしかない。

　僕は朧おぼろとの戦せん闘とうを通じて美月に認めてもらえた。

　キーワードは、『戦闘』だ。

　南は学生レベルで見れば十分腕が立つ。根性もある。南と美月が一いつ緒しよに戦うようなことがあれば、美月の南に対する目も多少は変わるかもしれない。問題はその機会がないということだった。

　美月は『合同模も擬ぎ戦せん』の授業を選択していないから、科の違う南の戦いぶりを目にすることはまずない。いっそ、南が言っていたように夕日をバックに殴なぐり合いをさせてみる──なんて手も考えたけど、現実的じゃない。少年マンガじゃあるまいし、そもそもふたりが殴り合っている姿なんて見たくない。

　現実的な手段として一つ思いついたのが、南たちが参加予定の都市防衛員に僕と美月も参加する、というものだった。だけどこの手も、肝心の美月に都市防衛員に参加する意思がかけらもなかったおかげであえなく失敗に終わってしまった。もっとも、都市防衛員に参加したとしても、実際に戦闘の機会があるかどうかはすこぶる微妙なのだけれど。

「セーヤ」

　それに、美月と南が一緒に戦ったとしても、美月が南の強さに感心するとは限らない。可能性が高いか低いかでいえば、間違いなく低いだろう。そう考えれば、美月と南を一緒に戦わせるやり方自体がそもそもまったくナンセンスということに──。

「セーヤってば！」

「──へっ？」

　美月の呼び声に思考を中断されて、僕は伏せていた上体を起こした。

「いつまで柔軟してるつもり？」

「あっ、ああ」

　脇わきに置いておいた剣を手に立ち上がる。

　柔軟をしながら考え事をしているうちに、いつのまにか思考に耽ふけってしまっていたらしい。

　準備運動の仕上げとして肺いっぱいに息を吸い込むと、首がもたげられて夜空が目に映った。

　いつもトレーニングに使っているこの公園からは、空の色は昼夜を問わず朱色に見える。だけど、今僕の目に映る空は、濃い群ぐん青じようを──ごく普通の夜の色をたたえていた。

〝神の盾アイギス〟が失われているのだ。

〝神の盾アイギス〟の張り替え作業は一昨日の昼から行われている。だから、都市防衛員に参加している南と愛原は、一昨日から学園を休んでいた。

「準備は、いい？」

「ああ」

　頷うなずいて、僕は鞘さやから剣を抜き放った。

　僕が構えるのに合わせて、美み月づきも魔法杖を構える。

　緊きん張ちようが高まっていく。

　僕は美月の苛か烈れつなまなざしを受け止めながら、美月が仕掛けてくるのを待った。

　耳をつんざくようなサイレンが鳴り響ひびきはじめたのは、美月の足が芝生しばふを蹴けるのと同時だった。

　長剣ロングソードと魔法杖を真っ向からかち合わせた僕たちは、その体勢のまま顔を見合わせた。

「このサイレンって……」

　美月が一歩下がって呟つぶやいた。

「妖獣ドウーム警報……よね」

「ああ」

　僕は剣を下ろして頷うなずいた。

　間違いない。これは、都市内に妖獣ドウームが侵入した時に発せられる、妖獣ドウーム警報だ。

「まさか、妖獣ドウームが街中に入り込んだっていうのか？」

〝神の盾アイギス〟が張り替え中といっても、妖獣ドウームが都市内に入り込んでくる可能性はゼロに近い。

　だけど、妖獣ドウーム警報はたしかに鳴り響いていて、しかもやむ気配がない。

「南みなみに電話してみる」

　妖獣ドウームが都市内に入り込んでくる可能性は、ゼロに近くても決してゼロじゃない。僕はそのことをよく知っていた。

　ベンチの上のポーチからケータイを取り出して、南にかける。

　都市防衛員に参加しているはずの南なら、状況を把握できているかもしれない。

　妖獣ドウームと戦せん闘とう中ちゆうという可能性もあるけど──。

『杉すぎ崎さき!?』

　繫つながった。

「南か？　今、どこにいるんだ？」

『避難所シエルターに向かってるところ！』

　南の声はひどく切迫していた。

『警報、聞こえてるでしょ!?　杉崎も早く避難所シエルターに避ひ難なんして！』

「一体、なにがあったんだ？」

『アンラ・マンユよ！』

　南の声のトーンが一ひと際きわはね上がった。

『アンラ・マンユが明みよう神じん市しのすぐ近くにまで迫ってきてるの！』

「アンラ・マンユって……」

　その単語に、僕は聞き覚えがあった。

　アンラ・マンユ。

　それは、Ｓランク妖獣ドウームの一種の名称だ。

「アンラ・マンユが接近してるって……どうしてＳランクの妖獣ドウームが都市に近づいてこれるんだよ!?」

〝神の盾アイギス〟の対妖獣ドウーム効果は、結界消滅後も一週間は残る。下位妖獣ドウームはともかく、力の強い妖獣ドウームにほど強力に働くという結界の特性上、高位妖獣ドウームは都市には近づけないはずなのに。

『そんなの知らないよ！　でも、あれはアンラ・マンユに間違いないって、みんな言ってる。軍の防衛網もうも崩ほう壊かいしちゃって、妖獣ドウームの大群が境界壁に押し寄せてきて……』

「南みなみも戦ったのか？」

『うん。下級の妖獣ドウームばかりだったから苦戦はしなかったけど、とにかく数が多くて……』

「怪け我がは？」

『大だい丈じよう夫ぶ。〝荒神スサノオ〟が切れちゃったから後退はさせられたけど』

「愛あい原はらは？」

『無事だよ。都市内に入り込んだ妖獣ドウームもいるみたいだから、杉すぎ崎さきも早く避ひ難なんして！』

「ああ」

『じゃあ避難所シエルターで！』

　通話が切れる。

　もう少し詳しく話を聞きたかったけど、仕方がない。向こうもまさかの事態に混乱しているみたいだったし。

「美み月づき……」

　僕はケータイを手に持ったまま、美月に声をかけた。

　腕組みしてあさってのほうを向いていた美月は、僕の呼びかけに静かに振り返った。

「アンラ・マンユが軍の防衛網を突破して、明みよう神じん市しに迫ってるって……」

「聞こえてたわ」

　美月が自分の耳をちょんちょんと指で叩たたいた。

　そうだ。美月は腕力や回復力だけでなく、視力や聴ちよう力りよくも人間離ばなれしてるんだった。

「どうする？」

「とりあえず、セーヤの家に行きましょう」

「僕の家に行ってどうするんだ？」

「テレビで状況を確認するのよ」

「ああ、なるほど」

　Ｓランクの妖獣ドウームが都市に接近してくるなんて大事が、報道されないわけがない。

　頷うなずき合って、僕と美月は僕の家へと走った。




　報道カメラマンの勇気は、まったくたいしたものだと思う。

　なにしろ、あんな途方もなく禍まが々まがしい化け物を前にしても、逃げ出さずにカメラを回し続けられるのだから。

「たしかに、アンラ・マンユだわ」

　腕組みして壁に寄り掛かっている美み月づきが、冷静に呟つぶやいた。

「アンラ・マンユ……これが……」

　テレビ画面に大きく映し出されたそれは、どう見ても臓ぞう腑ふだった。

　巨大な、臓腑の塊かたまりだ。

　あらゆる生き物のあらゆる臓腑をくっつけ合わせてそのまま巨大化させたような、異様すぎる異形。

　それが、身体からだ中じゆうのそこかしこからタールみたいにどす黒くて粘っこそうな液体を噴き出しながら低空を浮遊移動している。

　アンラ・マンユがどんな姿をした妖獣ドウームかは、知識としては知っていた。

　だけど、テレビの画面越しとはいえ、実際に見るアンラ・マンユは想像以上にグロテスクで、吐はき気を覚えずにはいられなかった。

　ニュースによれば、アンラ・マンユが都市に接近できた理由は不明。妖獣ドウームを退ける力が働いてないってわけじゃないらしい。その証拠に、アンラ・マンユの襲しゆう来らいで崩ほう壊かいした軍の防衛網もうをくぐり抜けてきた妖獣ドウームは、下級妖獣ドウームばかりだということだった。もし、妖獣ドウームを退ける力が消滅してしまっているのだとしたら、中級以上の妖獣ドウームまでもが押し寄せてきて、事態はより深刻で残ざん酷こくになっていただろう。

「軍の攻こう撃げきが効かないなんて……」

「無理もないわね。アンラ・マンユには魔ま法ほうが効かないんだから」

「ああ、そういえば……」

　教本にそんなようなことが書いてあったっけ。

「アンラ・マンユは現在確認されている妖獣ドウームの中で、一番高い魔法抵抗力を持っている妖獣ドウームよ。通常魔法じゃ話にならない。禁きん呪じゆなら少しは効くでしょうけど、あれだけのサイズのアンラ・マンユを倒すには、禁呪の使い手を最低でも十人は揃そろえないと無理でしょうね」

「剣は効くんだろ？」

「効くわよ。だからアンラ・マンユを倒そうと思ったら物理攻撃しかない。だけど、物理攻撃で攻めるにしたってあの大きさだもの。苦労するでしょうね。それに──」

「アンラ・マンユには、他ほかの生き物を取り込んで力と大きさを増す特性がある……んだったよな？　たしか」

　美月は頷うなずいた。

「そうよ。だから迂う闊かつには近寄れないの。下手な接近はアンラ・マンユの力を強めるだけだから」

「軍がやけに引き気味に展開してるのは、そのせいか……」

　接近戦が難しく、かといって遠えん距きよ離りからの魔ま法ほう攻こう撃げきも通じない──まったく、厄やつ介かいな敵だ。

「アンラ・マンユって、元はたいして大きくないんだろ？」

「小型車ぐらいの大きさだったはずよ、たしか」

「なら、あのアンラ・マンユは相当の大きさってことになるよな……」

　僕たちの街に接近しているアンラ・マンユは、学校の校舎ぐらいの大きさはあるように見えた。

　そして、アンラ・マンユの強さは大きさに比例する。

「素の状態じゃ、アンラ・マンユの強さはＣランクの妖獣ドウームにも劣るわ。でも、あれだけの大きさとなると……ドラゴン以上でしょうね」

「……どうする？」

　美み月づきは肩を竦すくめた。

「どうもしないわ」

「戦わないのか？　あいつを倒せば大きな功績になるんじゃ……」

「なるわよ。あいつを倒せば確実に天上院に近づける。……倒せれば、ね」

「難しいのか？」

「難しいわね。なにしろ、魔法が通じないんだから。〝覇王大剣クラウ・ソラス〟でも一撃じゃ致命傷にはならないし、それに──」

「人目があるもんな……」

　禁きん呪じゆは文字どおり禁断の魔法だ。救済者セイバー免許を持っていない美月が使えば重罪になる。人目が避けられない今回みたいな状況じゃ、使えない。

「打つ手なし、か……くそっ」

　悔くやしかった。明みよう神じん市しに──自分の生まれ育った街に危機が迫っているのに、なにもできないなんて。

　アンラ・マンユは明神市から二キロの地点にまで迫っていた。

「入ってくるかな」

「わからないわね。あのアンラ・マンユだって相当苦しいはずだけど」

〝神の盾アイギス〟は力の強い妖獣ドウームにほど強く働く。その特性は張り替え中であっても変わらない。そして、美月の見立てでは、あのアンラ・マンユはドラゴン以上の強さを持っている。いくら〝神の盾アイギス〟が張り替え中で結界の力が落ちているといっても、都市に近づけば近づくほどアンラ・マンユは苦しいはずだ。

　実際、結界に苛さいなまれて、アンラ・マンユは浅くないダメージを受けていた。臓ぞう腑ふのような身体からだのあちこちから噴き出しているどす黒い液体は、あれは血だ。

「あんなに傷ついてまで、どうしてあいつはこの都市に向かってるんだろう？」

「わかるわけないわ、そんなの。妖獣ドウームがどうして人間を襲おそうのか……そんな根本的な疑問さえ、未いまだ解明されていないんだから」

「そう……だよな……」

　そもそも、あのアンラ・マンユの目的地が明みよう神じん市しなのかどうかも怪しいのだ。けど、アンラ・マンユの進行軌道上に明神市があることは事実だった。

　外では避ひ難なんを呼びかける妖獣ドウーム警報が絶え間なく鳴り響ひびき続けていた。

「ここにいても仕方がないわ。私たちも避難しましょう」

「ああ……いや、ちょっと待ってくれ」

　ソファから立ち上がろうとした僕は、アンラ・マンユのまわりに炎の花が咲いたのを観みて、浮かせた腰を下ろした。

　軍の攻こう撃げきが再開されたのだ。

　アンラ・マンユの前後左右に距きよ離りを取って展開した部隊から、火球が、火線が、次々に撃うち出されてアンラ・マンユを襲う。

　巨大な臓ぞう腑ふはたちどころに炎に吞のまれて、僕たちが観ているテレビ画面も茜あかね色いろに染まった。

「さすがに、これは効いたんじゃないか？」

　画面を通してさえ熱が伝わってきそうな劫ごう火か。

　だけど、美み月づきの見方は違っていた。

「無む駄だよ」

　燃え盛る炎の中から、巨大な臓腑がゆっくりと姿を現す。

　……だめだ。効いてない。

　アンラ・マンユは傷ついてはいたものの、それは結界によるダメージであって軍の攻撃によるものじゃない。

　炎をものともせずに前進を続けるアンラ・マンユに、今度は青白い雷が網あみのように絡からみついた。閃せん光こうで画面が白く染まる。

　アンラ・マンユは止まらない。刃と化した大気も数千本もの光の矢も、アンラ・マンユを倒すどころか傷つけることさえできなかった。

　美月の言っていたとおり、通常魔ま法ほうじゃ話にならない。

　だけど、アンラ・マンユに魔法が効かないなんてことは、軍だって嫌いやというほど思い知っていることだった。

　遠距離から魔法攻撃を行いながら、軍は別働隊をアンラ・マンユに接近させていた。人数はそう多くない。五十人もいないだろう。

　大槍パルチザンやら斧槍ハルバードやらで武装している彼らは、驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やく力りよくでアンラ・マンユに取りつくと、手にした得え物もので巨大な臓腑を切り裂き、抉えぐりはじめた。

「少数精鋭で接近戦ってことなんでしょうけど……」

　魔ま法ほう攻こう撃げきがまったく効かなかったアンラ・マンユだけれど、これは効いていた。

　もちろん、アンラ・マンユもただ黙だまってやられているわけじゃない。体表のあちこちから生やした腸みたいな触手を振り回して兵士たちを攻め立てる。触手の動きは疾はやくて、数も多い。だけど、兵士たちはそう簡単には捉つかまらない。素速く鋭い動きで触手をかわし、あるいは切り払って、跳ちよう躍やくと攻撃を繰くり返す。全員が相当の手て練だれだった。美み月づきほどじゃないにしろ、僕よりはずっと強い。

　このまま勝てるんじゃないかと希望を抱かずにはいられない。

　でも、兵士たちが優勢に戦いを進めていられたのは、最初の数分だけだった。

　アンラ・マンユの攻撃が激しさを増したのだ。暴れ回る触手の数が増えて、さらに体表に幾つも浮かび上がった眼球から光線状の攻撃が撃うち出されるようになって、形勢は逆転した。

　触手は切っても切っても次から次に生えてきて、光線もやむ気配なく連射される。

　兵士たちは触手に叩たたき潰つぶされ、あるいは光線に灼やかれて一人、また一人と命を失っていった。触手に絡からみつかれて、アンラ・マンユの体に取り込まれていった兵士もいた。

　希望が絶望に変わるまでに、十分とかからなかった。

『やめろ！　これ以上撮るな！』

　誰だれかの裏返った叫び声が聞こえて、カメラの映像が途絶えた。

　たぶん、これ以上の中継は市民に絶望を与えるだけだと悟った軍の人間が、カメラを止めさせたんだろう。

「……もう、十分絶望したよ」

　僕はテレビを消してソファから立ち上がった。

「避難所シエルターに行こう」

　軍にはアンラ・マンユは止められない。明みよう神じん市し内に入られるのも時間の問題だろう。

　この事態に対して半人前の僕にできることは、避難所シエルターで天上院が動くのを待つこと以外になかった。

　天上院には超人めいた強さを誇る救済者セイバーや救済者セイバー候補生たちがいる。彼らなら、アンラ・マンユにだって対抗できるはずだ。

　家を出る前に、僕は二階に上がってトレーニングウェアから制服に着替えた。別に私服だってよかったのだけれど、なんとなく、制服のほうが気持ちが引き締しまる気がしたから。

　アンラ・マンユが明神市内に入り込んできたという市内放送が聞こえてきたのは、家を出てすぐのことだった。




　明神市は七つの区画に分かれていて、区画ごとに妖獣ドウーム災害時用の避難所シエルターが設けられている。

　避難所シエルターは例外なく地下に造られ、万単位の市民が数ヶ月過ごせるだけの食料とエネルギーが蓄えられている。

「小学校の社会科見学以来だよ、ここに来るのは」

　言いながら、僕は肩に掛けていたリュックを床に下ろした。中身は数日分の着替えと医い療りようキットだ。両親の位い牌はいも入ってる。

「私は初めてだわ」

　僕の家から直接避難所シエルターに来た美み月づきに、魔法杖以外の荷物はなかった。まあ、着替えの類たぐいはある程度は支給されるし、美月だったらたとえ外を妖獣ドウームが闊かつ歩ぽしていようと、その気になれば家まで必要な物を取りにいくこともできる。

「思っていたよりは広いわね」

「広く感じるのはたぶん、人が少ないからだと思う。下のほうの階層は、かなり窮きゆう屈くつなんじゃないかな」

　避難所シエルターはどこも多重階層になっていて、一階層ごとに五千人が収容可能になっていた。

　僕たちがいるのは一番地上に近い第一階層の避難室シエルター・ルームで、人気はそう多くなかった。パッと見、千人もいない。早々に避ひ難なんしてきた人たちは、安全性を少しでも高めようと下の階層に行っているのだろう。

　避難所シエルター内の空気は、当然だけど重かった。明るい顔をしている人なんて一人もいない。誰だれの顔にも不安が色濃く滲にじんでいる。そして、それは僕も同じだった。鏡で確認したわけじゃないし美月もなにも言わないけれど、不安で顔の筋肉が強こわ張ばっているのが自分でわかる。

　死体とはいえドラゴンの姿を目まの当たりにもしたこともあるし、ドラゴンよりも恐ろしい妖獣騎士ドウーム・ナイトとも戦った。だから一般人よりはよっぽど死の脅きよう威いに慣れているはずなのに、あのアンラ・マンユの姿を思い出すと、それだけで肌が粟あわ立だってくる。

　もし、と思う。

　もし、ここにひなたがいたら……あいつはどんな顔をしていただろう。

　ひなたなら、きっと笑っていただろう。僕やまわりの人たちの不安を少しでも和やわらげようと、明るく振る舞ったに違いない。あいつはそういうヤツだ。

　僕は美月の──今の僕の相棒パートナーの顔を見た。

　美月はいつの間にか床に座り込み、壁に寄り掛かって眠るように目を閉じていた。その顔に笑みはない。だけど、不安や恐怖の色もない。いたって平静だ。

　こんな状況の中でも平然としていられる相棒パートナーを、僕は頼たのもしく思った。

　美月の隣となりに腰を下ろして、分厚い金属の天てん井じようを仰ぐ。

「そういえば、南みなみたちはちゃんと避難できたのかな……」

　ひなた、美月に続いて頭に浮かんだのは、南と愛あい原はらの顔だった。

　僕が電話をした時、南と愛原は避難所シエルターへと向かっている最中だった。だからもうとっくにここか、それとも別の避難所シエルターに避難しているはずだけど……。

「ケータイは……」

　スラックスのポケットに突っ込んでおいたケータイを取り出して、見る。

「やっぱり、使えないか……」

　ディスプレイには案の定、圏外表示が出ていた。これじゃメールも使えない。

「杉すぎ崎さき！」

　ケータイをポケットに戻しつつため息をこぼした僕の耳に、呼び声が届いた。それは、まさに今、思い浮かべていた人物の声だった。

「南みなみ！」

　人を避けながら南が駆け寄ってくる。立ち上がった僕の胸に、「うわっ！」、南は体当たり同然の勢いで飛び込んできた。咄とつ嗟さに踏ふん張ろうとはしたのだけれど、南の勢いを受け止めきれず、僕は壁に後頭部をゴチンとぶつけるはめになった。い、痛い……。

「杉崎！　杉崎っ！」

　僕の胸に痛いぐらいにしがみついて、南がただならない声を出した。

　友達の無事が確認できて喜んでる……って感じじゃない。

「どうした？　なにかあったのか？」

「皐さ月つき！　皐月がっ！」

　僕の問いに答えようとする南の目には、涙が滲にじんでいた。

「愛あい原はら？　愛原がどうかしたのか!?」

　嫌いやな予感が、僕の口調を自然と強くした。

「行っちゃったの！　皐月が！　一人で！　学園に！」

「学園に……？」

　話がよく見えない。

「猫が！　学園に！　でも、あそこには、あいつがいるって──！」

「落ち着け、南。落ち着いて、順に話すんだ」

「落ち着けるわけがないじゃない！　皐月が一人で行っちゃったのに！」

「南！」

　悲鳴じみた声をあげて僕の胸を叩たたき始めた南を、僕は思いきり抱きしめた。

　ひうっ、と息を吞のんで南が動きを止める。

「落ち着くんだ。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　そのままの体勢で背中をポンポンと軽く叩いてやると、過呼吸一歩手前だった南の呼吸が、少しずつゆっくりになっていった。

「落ち着いたか？」

「……うん。ごめんね、取り乱しちゃって」

「いいよ。それで、愛原がどうしたって？」

　僕は南みなみの背中に回していた腕を解いて、改めて訊たずねた。

「皐さ月つきが……一人で学園に行っちゃったの。もょもとを連れてくるって言って」

「もょもとって……」

　その珍妙な名前には聞き覚えがあった。

「たしか女子寮りようで飼ってる猫だよな。愛あい原はらに懐なついてた」

　そう、と南は頷うなずいた。

「さっき、下で寮から避ひ難なんしてきた子たちと出で会くわしたの。みんな無事で、それはよかったんだけど……誰だれももょもとを連れてきてなくて……」

「それで、愛原が仔こ猫ねこを助けに行った、と」

　南が下唇を嚙かんで頷いた。

「それは……たしかに危険だな……」

「危険だよ！　だって、真上にいるんだよ!?　あいつが！　学園の！」

　また、南の呼吸が乱れてきた。

「あいつって……アンラ・マンユのことか？」

「そうだよ！　あいつ、学園の真上にいるって！」

「え……？」

　アンラ・マンユが、学園の真上にいる？

「……どういうことなんだ？」

「さっき、軍の人たちが話してるのが聞こえちゃったの。アンラ・マンユは、光こう風ふう学園の真上で動きを止めてるって」

　僕は美み月づきのほうを振り返った。

　美月は座ったままではあったけど目は開いていて、「どういうことなんだ？」という僕の視線での問いに、無言で首を横に振った。

「愛原は、そうと知ってて学園に行ったのか？」

　悔くやしそうに苦しそうに南は頷いた。

「どうして止めなかったんだ！」

　脳裏にさっきテレビで見た軍の惨ざん敗ぱいぶりが甦よみがえって、僕は思わず大きな声を出してしまった。

「止めたよ！　止めたに決まってるじゃない！　でも、皐月ったら、その時は行かないって言ったのに……あたしが弟たちをトイレに連れていってる間にいなくなっちゃって……」

「説得されたフリして、一人で仔猫のところに行ったわけか……」

　それじゃあ、どうしようもない。

「ごめんな、怒鳴ったりして」

「ううん」

　ぐずっと鼻を啜すすりながら南は首を振った。

「南みなみの家族は、みんな無事に避ひ難なんできたのか？」

「うん。みんな下にいる」

「そうか。よかった」

　僕が笑いかけると、南の顔がぐしゃっと崩れた。きっと笑い返そうとして笑えなかったんだろう。

　いつも明るくて気が強くて、美み月づきと睨にらみ合ったって負けない南が、今は弱々しい──ただの女の子に見えた。

　愛あい原はらと二度と会えないかもしれないという恐怖が、南を弱くしている。

　以前に愛原が、自分にとって南がいかに大切な存在なのかを語ってくれたことがあった。ふたりで一いつ緒しよに光風祭のポスター貼はりをした時だ。

　愛原は南を尊く思っている。だけど、それは南も同じなんだ。南にとっての愛原も、誰だれにも代えられない大切な相棒パートナーなんだ。

「杉すぎ崎さき……あたし……行くね」

　南が迷子みたいに泣きながら言った。

「行くって……南も学園に行くつもりなのか？」

　南は涙を拭ぬぐって頷うなずくと、腰の剣の柄つかに手を掛けた。

「皐さ月つきを一人で危険な目に遭あわせるなんて、できないもの」

「相棒パートナー、だもんな。気持ちはわかるよ。でも、だめだ」

　僕は振り返ろうとしていた南の肩をつかんで、引き止めた。

「杉崎、離はなして」

「だめだ。南を行かせるわけにはいかない」

　涙に濡ぬれた真っ赤な目が僕を睨むように見た。

「お願い。離して、杉崎。気持ち、わかってくれるんでしょ？」

「わかるよ。痛いぐらいにわかる」

　もし、僕が南で愛原がひなただったら、僕は間違いなく南と同じ行動を取るだろう。だから。

「だから、学園には僕が行く」

「杉崎……？」

　僕を睨んでいた南の目が、まん丸に見開かれた。

「〝荒神スサノオ〟切れでまともに戦えない南が行くよりは、マシだろ？」

　南はさっき電話で、〝荒神スサノオ〟が切れて後退させられたと言っていた。〝荒神スサノオ〟は切れるまで使ってしまうと、また使えるようになるまでに三～四時間はかかる。そして、その間は重い疲労感にまとわりつかれることになる。

「〝荒神スサノオ〟は……大だい丈じよう夫ぶ。もう回復してるよ。だから、あたしが──」

「噓うそだな。顔色見ればわかるよ」

　南みなみの顔色は病人みたいに青かった。愛あい原はらがいなくなって蒼そう白はくになっているのもあるだろうけど、それだけじゃない。本当は立っているのも辛つらいところを、気を張って動き回っているのだ。

「今の南が行ったところで、愛原のお荷物になるだけだよ。だから、僕が行く」

「そりゃあ、あたしが行ったってなんにもできないかもしれないけど、皐さ月つきはあたしの相棒パートナーなんだよ!?」

「愛原はたしかに南の相棒パートナーだけど、僕にとっても大事な友達なんだ。愛原を助けにいく権利は僕にもある」

「杉すぎ崎さき……」

　僕は南の両肩に手を載せて、言った。

「約束するよ。愛原は必ず連れて帰る。もちろん、仔こ猫ねこも一いつ緒しよにな。僕じゃ頼たよりないかもしれないけど、信じてくれ」

　目に浮かんだ大粒の涙を指で拭ぬぐいながら、南が無理やり笑った。

「あはは……そうだね。杉崎じゃちょっと頼りないけど……でも……うん。信じるよ」

「ありがとう」

　はあっ、と後ろでため息が聞こえた。

「まったく、たいしたお人ひと好よしね」

　振り向いた僕に、美み月づきが呆あきれの言葉をよこした。

「他ひ人と事ごとじゃないからね」

　僕は苦笑交じりに肩を竦すくめた。

「そんなわけで、僕は行くけど……美月はどうする？」

「私は遠えん慮りよしておくわ。アンラ・マンユと戦うなんてまっぴらご免だもの」

「そっか」

　残念……とは思うけど、薄はく情じようとは思わなかった。

　愛原を助けにいきたいというのは、僕のわがままだ。僕個人のわがままに美月が付き合う義務はない。

「一応、止めておくわ。アンラ・マンユの真下にいくなんて、正気の沙さ汰たじゃないわよ」

「そうは思うけど、仕方がないさ」

「あなたって、大だい概がい無む茶ちやよね」

「自分でも驚おどろいてるよ」

　美月はまたため息をつくと、もう知らない勝手にしろとばかりに目を閉じてしまった。

「安あん藤どうさん、あなた──」

「いいんだ、南」

　美月に食ってかかろうとした南の手を引っ張って、避難室シエルター・ルームを出る。

「杉崎……」

「それじゃあ、行ってくるよ」

「うん……気をつけて」

　心細げに立ち尽くす南みなみに見送られて通路を歩きながら、僕は恐怖を追い払うために自分の頰ほおをバシバシと叩たたいた。だけど、そんなことをしたぐらいじゃ、あの巨大な臓ぞう腑ふへの恐怖は去ってはくれない。

　だから、僕は目を閉じてひなたを想おもった。

　僕にとってひなたは勇気の源だ。ひなたを想えば、どんな恐怖だって乗り越えられる。美み月づきの禁きん呪じゆ──〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えた時だって、ひなたを想って耐えたのだ。

（がんばって、せーやちゃん）

「ああ、がんばるよ」

　頭の中に聞こえてきたひなたの声援に応こたえて、僕は目を開けた。

　──よし。

　恐怖は、もうない。

　そして、僕は避難所シエルターの外に出た。

[image: ]

　ゲートで軍の人に止められはしたけれど、「家族を捜しにいきたい」と言い訳して通してもらった。僕が獣殺士学校スレイヤー・スクールの学生じゃなかったら、絶対に通してもらえなかっただろう。その時聞いた話によれば、南の言っていたとおり、アンラ・マンユは光風学園の真上に滞たい空くうしているということだった。

　外は思っていたよりは静かだった。もちろん、警報は相変わらず鳴り響ひびいていたし、軍関係者の怒号やら軍用車の走行音やらで十分騒そう々ぞうしいのだけれど、街のあちらこちらから火の手が上がっていたり、妖獣ドウームがそこかしこで暴れ回っていたり、なんてことはなかった。

──どういうことなんだろう……。

　違和感があった。

　妖獣ドウームは人間を殺す存在だ。理由はわからないけど、とにかく妖獣ドウームは人間を襲おそって殺す。

　アンラ・マンユが都市内に入ってきたのも、人間を殺すため──に違いないのだけれど、その割にはアンラ・マンユはおとなしい。

〝神の盾アイギス〟も、内側に入られてしまうと効果はない。だから、その気になればアンラ・マンユは好き放題暴れられるはずなのだ。それとも、結界を越えるのに傷つきすぎて思うように動けないんだろうか。

　結界に苛さいなまれてそんな余裕もなかったと考えればそれで説明はついてしまうことだけれど……気になった。

　動きを止めている場所が光風学園の真上ってのも気になる。たまたまなのか、なにか理由があってあの場所にいるのか。

　考えたところで答えが出るわけじゃない。妖獣ドウームがなにを考えているかなんて、妖獣ドウーム生態の専門家にだってわかりはしないのだ。

　だけど。

　あのアンラ・マンユには、なにかある。

　どうしてか、そんな気がしてならなかった。













　　　三幕　腑はらわた







　オオオオオォォォォォ……。

　オオオオオォォォォォ……。




　彼女は嘆いていた。

　苦しい思いをしながらここまで──彼との思い出の場所までやってきたというのに、彼がいないのだ。

　どうして、彼がいないのだろう？

　彼の居場所は、ここではなかったのだろうか？

　……いや。ここで間違いない。

　この場所で彼女は彼と出会い、惹ひかれ合ったのだ。

　自分の名前すら思い出せなくなってしまったけれど、彼のことだけは忘れていない。

　彼はここに──このガクエンにいるはずなのだ。

　なのに、彼の姿は見当たらず──彼女を害そうとする者たちばかりが集まってきている。

──ウットウしい……。

　殺してしまおうか、と彼女は思った。

　殺意に応こたえるように、彼女のそこかしこから生えた触手が蠢うごめく。

──ダメ……イケナイ……。

　湧わきあふれる殺意を、彼女は懸けん命めいに押し殺した。

　いけない。殺すのは、いけない。

　──何故なぜ？

　人間だからだ。

　誰だれが？　彼らが？　自分が？

　……わからない。

　だけど、ガクエンを取り囲みつつあるそいつらが自分と彼との再会を邪じや魔まする存在であることだけは、確かだった。

　なら、殺してしまってもいいじゃないか。殺してしまえばいいじゃないか。

　抑え込んだはずの殺意が再びこみ上げてくる。

──ダメ……！　ダメ……！

　彼女の意志とは裏腹に、抑えきれない殺意が形となって彼女の中から飛び出した。それも無数に。

　彼らは牙きばを剝むき、爪つめを剝き、あるいは手にした得え物ものを振りかざして、光こう風ふう学園を包囲する軍へと躍おどりかかった。
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　オオオオオォォォォォ……。

　オオオオオォォォォォ……。




　声が聞こえる。

　声──で間違いないと思う。

　嘆いているようなその声は、僕が光風学園に近づくにつれて大きく聞こえるようになっていた。

　避難所シエルターを出てすぐのあたりだと警報のおかげで聞こえなかったけれど、今はもう警報にも勝って聞こえる。

　僕はこの声に聞き覚えがあった。美み月づきとふたりで朧おぼろを辛からくも撃げき退たいした後、第一種危険区域の奥深くから響ひびいてきた声だ。

──アンラ・マンユの声ってことだよな……。

　あの日、声を聞くだけで結局遭そう遇ぐうすることのなかった最高位の妖獣ドウームが、僕たちの都市に──僕たちの学園の上に、いる。

　あの日のアンラ・マンユと今回のアンラ・マンユが同一のものとは限らない。

　だけど、僕には二体のアンラ・マンユは別物じゃないように思えてならなかった。

　声が──声にこめられた感情の響きが、似すぎている。

　アンラ・マンユは、明らかに嘆いている。その嘆きの根底にあるものが怨えん嗟さなのか悲しみなのかまではわからないけれど、たしかに嘆いている。

　妖獣ドウームに感情なんてないという専門家もいる。けど、僕はそれが誤りであることを知っていた。あの日、朧に親を殺されたドラゴンの子供たちは、親の死を悲しみ親の仇かたきを憎にくみ、助けた僕に恩を覚えて僕を助け返してくれた。

　妖獣ドウームには──少なくともある種の妖獣ドウームには、人とそう変わらない感情がある。だから、あのアンラ・マンユにだって、嘆く理由が──。

「──！」

　突然、殺気に皮ひ膚ふを貫かれて、僕は走っていた足を止めた。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　小声で〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱えつつ長剣ロングソードを抜いて、襲しゆう撃げきに備える。

　襲しゆう撃げき者しやは呼吸一つ分の間の後に姿を現した。

　民家の塀へいを乗り越えて、四足の獣けものが三匹、僕を包囲した。

──ヘルハウンド……!?

　襲撃者の正体は、犬型の妖獣ドウーム──ヘルハウンド……なんだけど、違和感があった。

　金属めいた光沢を放つ黒い体毛。犬にしては太すぎる四肢に、鋭利な爪つめと牙きば。血の色をした三つの眼に、背中に張り付いた心臓のような赤黒い肉の塊かたまり。

「心臓……？」

　違和感の正体はそれだった。他ほかの二匹も見てみると、一匹は片方の前脚の付け根に肺に似た膨ふくらみがついていて、もう一匹は首から腸っぽい肉の紐ひもがぶら下がっていた。

　都市内に中位妖獣ドウームであるヘルハウンドが入り込んできているだけでも驚おどろきなのに、そいつらの異常な姿は僕を軽く混乱させた。

　三方向から、騎士鋼アロンダイトさえも嚙かみ砕き切り裂く牙と爪が迫る。

　しゃがみながらアスファルトの地面を蹴けって、僕はヘルハウンドの包囲を逃れた。

　妙な姿に戸惑いはしたものの、スピードは普通のヘルハウンドと変わらない。

　これなら、勝てる！

「こいっ！」

　ほんの半年前までは一匹倒すのが精一杯だったヘルハウンド。だけど、今の僕は半年前の僕じゃない。

　後ろを取られないよう塀へいを背にしつつ、飛びかかってきたところを、一匹一匹、確実に斬きり伏せていく。

　楽勝──とまではいかないものの、無傷で勝つことができた。

　ふーっと息を吐はきながら、剣についた血ち糊のりを払う。そこに──。

「おい、そこの学生！　怪け我がはないか！」

　背中のほうから男の声が飛んできた。

　振り返ると、大通りのほうから人影が二つ、駆けてくるのが見えた。

　長槍ロングスピアを手にした背高の若い男と、魔法杖ルーンスタツフを携たずさえた小柄な若い女性。どっちも身を包んでいるのは軍の戦せん闘とう服ふくだ。

　ふたりは目の前までやってくると、僕の周りに転がるヘルハウンドの死し骸がいを見て顔を見合わせた。

「このヘルハウンドは……君がやったのか？」

　男のほうが怪訝けげんな顔で訊きいてくる。

「ええ。まあ……はい」

「その制服は……あなた、光風学園の学生さんですかー？」

　今度は女性のほうが、なんだか力が抜けそうなほのぼのとした声で訊いてきた。

　そうです、と答える。

「ほえー、最近の学生さんはレベルが高いんですねぇ。もしかして、甲こう本もと先輩より強いんじゃないですかー？」

「黙だまれ、三みつ橋はし。俺おれだってヘルハウンドの三匹や四匹、軽く片づけられるぞ」

「どうですかねー？　この前、ガナー・デーモン相手に〝ダメだ。どうにもならないー〟って涙目になってたのはどこの誰だれでしたっけー？」

「おまっ……あれは仕方がないだろ！　飛び道具もないのに、どうやって空中の敵と戦えって……ってか、そもそもの原因はおまえが援護をサボって俺一人に──」

「あの……」

　こっちの存在を忘れて話し込みそうな気配を感じて、僕は口を挟んだ。

「うん？　ああ、すまない。それで、君、怪け我がは？」

「怪我はありません。そちらは軍の人……ですよね？」

「はぁい。見てのとおりの軍人さんですよー」

　女兵士が楽しげにくるりんと一回転してみせた。

　……あまりに説得力がないけれど、まあいいや。

「状況はどうなっているんです？　どうしてヘルハウンドが……Ｃランクの妖獣ドウームが街中に？」

「状況は、そうですねー、かなり最悪に近い感じですねー。なにしろ、アンラ・マンユの身体からだの中から、いっぱい妖獣ドウームが出てきちゃったんですから」

「こらっ、ンなことをペラペラと民間人に喋しやべるなっ」

　男兵士が女兵士の頭を鷲わし摑づかみにして黙だまらせた。

「じゃあ、このヘルハウンドもアンラ・マンユの中から……？」

「そういうことだ」

　男兵士が苦々しい顔で頷うなずいた。

「どうやらアンラ・マンユがこの都市にたどり着くまでの間に吸収した妖獣ドウームどもらしい」

「アンラ・マンユ自身が暴れ回っていないのがせめてもの救いってところですかねー」

　なるほど。最悪じゃなく、最悪に近いって言ったのはそういう意味か。

「そういう君は、なんでこんな所をウロついているんだ？　民間人は早く避難所シエルターへ──って、ちょっ！　こら！」

　男兵士の言葉が終わるのを待たずに、僕は駆け出していた。

　アンラ・マンユの中から大量に妖獣ドウームが出てきたっていうのなら、学園は妖獣ドウームの巣そう窟くつになっているってことだ。急がないと、愛あい原はらが危ない。

「待て！　そっちは危険なんだ！　待て！　待て──うおっ!?」

　幸か不幸か、逃げる僕と追いかけてきた男兵士の間に路地から飛び出してきたブギーマンの群れが割って入ってきた。

　かまわず、僕は逃げさせてもらう。なんだか頼たよりなく見えたけれど、彼らだって軍人だ。Ｅランクのブギーマンにやられるなんてことはないだろう。

　ここをまっすぐ行けば学園、という大通りに入ると、そこは戦場だった。

　怒号と悲鳴がほとばしり、火球と電でん撃げきが飛び交い、鮮血が飛び散る。

　戦っているのは、学園を包囲していた軍と大量の妖獣ドウームだ。

　妖獣ドウームの種類は様々だった。ブギーマンにスチールアントにオークにヘルハウンドにグリフォン……Ｅ～Ｃランクの妖獣ドウームだけでなく、Ｂランクの白びやつ虎こやミノタウロスまでいた。

　どの妖獣ドウームも、さっき倒したヘルハウンドと同じように、身体からだの一部に臓物めいた赤黒い肉片が張り付いている。

　恐らくは、あれはアンラ・マンユの身体の一部で、アンラ・マンユはあの肉片を通じて妖獣ドウームたちを操っているんだろう。

　もちろん、妖獣ドウームは僕にも襲おそいかかってきた。

　オークを斬きり捨て、ブギーマンを蹴けり飛ばし、ミノタウロスのとんでもなく太い腕をかいくぐって、僕は校門へと突入した。

　軍は善戦してはいたものの、場は完全な乱戦状態だったから兵士に止められることもなかった。

　校門を飛び越えて、一直線に女子寮りようを目指す。




　オオオオオォォォォォ……。

　オオオオオォォォォォ……。




　例の嘆きの声が質量さえ感じさせる重さと低さで僕を包み込む。

　その声の主は、今まさに僕の真上にいる。──いるはずだ。

　僕はあえて上は見ていなかった。

　あのグロテスク極まる姿をこの至し近きん距きよ離りで目まの当たりにしたら、抑え込んでいた恐怖が一気に噴き出してしまうかもしれない。だから、愛あい原はらの無事を確認するまでは決して上は見ないと決めて、僕は走った。

　軍と妖獣ドウームとの戦いは当然、学園の敷しき地ち内ないでも繰くり広げられていた。おかげで僕のほうに寄ってくる妖獣ドウームはそう多くない。だけど、女子寮に近づけば近づくほど妖獣ドウームの数は増えていって、それに反比例して生きている兵士の姿は見えなくなっていって──女子寮が見えてきたところで、僕は十匹以上の妖獣ドウームにぐるりと包囲されてしまった。

「くそっ……」

　すぐそこに愛原がいるかもしれないってのに………。

「──っ！」

　奇声をあげて突進してきたオークの首を斬きり飛ばして、僕はあらん限りの声で叫んだ。

「愛あい原はら！　いるか！　僕だ！　杉すぎ崎さきだ！　いたら返事をしてくれ！」

　その叫びを引き金に、妖獣ドウームが一斉に飛びかかってくる。

　トリケロスとヘルハウンドの咆ほう吼こうが響ひびく中、僕の耳はたしかに捉とらえていた。

「杉崎くん！」

　僕の名前を呼ぶ、愛原の声を。

　幻げん聴ちようなんかじゃない。愛原がいる。まったくの無傷かどうかはわからないが、少なくともはっきりと声の届く範囲に愛原が生きて、いる。

──生きていてくれた！

　ここまでやってきたことは無む駄だじゃなかったという思いが、僕の剣を冴さえさせた。

「邪じや魔まだよ！」

　騎士鋼アロンダイト製の厚みのある刃が縦に横に斜めに奔はしって、妖獣ドウームを次々に斬り伏せていく。

「杉崎くん、後ろ！」

「わかってる！」

　愛原の叫びに叫びで応こたえつつ振り返った僕は、繰くり出されたトリケロスの角の一いち撃げきを剣で受け止めて、「おおおおおっ！」、力任せに弾はじき返した。

　牛よりも一回り大きな巨体が斜めに傾かしぐ。でも、僕もさすがに体が泳いですぐには攻撃に移れない。そこに──。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　愛原の凜りんとした声が響いて、無数の青白い電気の筋がトリケロスに絡からみついた。

──今だ！

　苦痛の声をあげて悶もだえるトリケロスの太い首に、僕は長剣を深く突き立てた。さらに長剣はそのままに腰の剣帯から精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣シヨートソードを抜いて、目の前にさらされた横っ腹を斬り裂いて斬り裂いて斬り裂いてやった。

　血を噴き上げながら巨体が倒れる。

　ふうっ、と息をついて僕はトリケロスの死し骸がいから長剣を引き抜いた。そして、小剣を鞘さやに収めて振り返る。

　動いている妖獣ドウームは、見えている範囲にはもういなかった。

「杉崎くん！」

　息を整えている僕に、愛原が駆け寄ってきた。胸には例の仔こ猫ねこが抱きかかえられている。パッと見、愛原も仔猫も怪け我がをしている様子はない。

「杉崎くん、どうしてこんな所に……」

「愛原を連れ戻しにきたんだ。──怪我は？」

「私は大だい丈じよう夫ぶです。この子も……。杉崎くんは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。無傷だよ。愛あい原はらが援護してくれなかったら、ヤバかったかもしれないけど」

　ナイス援護、と僕は親指をグッと立ててみせた。

　お世せ辞じでもなんでもなく、愛原があのタイミングでトリケロスを攻こう撃げきしてくれなかったら、こうして無傷ではいられなかっただろう。なにしろトリケロスはＣランク妖獣ドウームの中でもトップクラスの強さを誇る強敵なのだ。

「でも、無む茶ちやはいただけないな」

　僕は言って、愛原の頰ほおを片手でぺちんと軽く叩たたいた。

「南みなみに心配かけた罰ばつだ」

「杉すぎ崎さきくん……」

　愛原はまず目を丸くして、それからくすっと微笑ほほえんで、言った。

「杉崎くんだって、無茶、してます」

「いいんだよ、僕は」

　愛原の笑顔がなんだか照れくさくて、僕は首の後ろを搔かきながら顔を背そむけた。

「それにしても、よく無事だったな」

「私がここに来た時にはまだ、妖獣ドウームはいなかったんです。でも、もょもとを連れて寮りようを出ようとしたところでいっぱい妖獣ドウームが降ってきて……それからは地下の食堂に隠れてました」

「地下にいて、よく僕の声が聞こえたな」

「地下にも妖獣ドウームが入り込んできて、一か八か逃げ出そうとしていたところでした。杉崎くんが来てくれなかったらどうなっていたか……」

「危ないところだったんだな。間に合ってよかったよ」

「杉崎くんには本当に、なんてお礼を言えばいいか……」

「無事でいてくれたことがなによりの礼だよ。まだ帰り道もあるしな」

　来た道を振り返ると、累るい々るいと横たわる妖獣ドウームの死し骸がいが否いや応おうなく目に入った。血の臭においに胸が悪くなる。

「上のヤツが派手に暴れ出さないうちに、さっさと帰ろう」

　愛原の胸に抱かれていた仔こ猫ねこが、同意するようににゃあと鳴いた。




　リザードマンの頭を跳ちよう躍やくからの斬ざん撃げきで叩き割って、着地と同時にブギーマンを二匹まとめて薙なぎ払う。さらに背後から飛びかかってきたヘルハウンドの喉のど笛ぶえを貫いて倒して、それでもまだ僕たちを取り囲む妖獣ドウームの数は軽く二十を超えていた。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　愛原の巻き起こした狂風が、横手から僕に殺到しようとしていたオークの群れをまとめて吹き飛ばす。

　感謝の言葉を投げかけている余裕は、なかった。

　リッパー・デーモンの刀のような腕をかわしつつ、スチールアントの外骨格の隙すき間まに剣を滑すべり込ませて、胴を断ち切る。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　リッパー・デーモンは愛あい原はらが魔ま法ほうで仕留めてくれた。

　息つく間もなく、今度はグリフォンが急降下攻こう撃げきを仕掛けてきた。

「くそっ！」

　吐はき捨てずにはいられなかった。

　倒しても倒しても空から新たな妖獣ドウームが降ってくるのだから、きりがない。

　僕と愛原は、まだ学園から脱出できていなかった。女子寮りようを離はなれて一分もしないうちに妖獣ドウームが雨のように降ってきて取り囲まれてしまったのだから、校門もまだ見えていない。

「〝極刑凍土コキユートス〟！」

　愛原もがんばってくれているけれど、ジリ貧だった。

　グリフォンの喉のどを切り裂いて、僕は叫んだ。

「愛原、逃げろ！　妖獣ドウームは僕が抑える！」

「杉すぎ崎さきくん!?」

「このままじゃジリ貧だ！　愛原だけでも逃げるんだ！」

「そんな……そんなこと、できるわけないじゃないですか！」

　叫び返してきた愛原に、ブギーマンが殺到する。

「愛原！」

　僕は駆け寄ろうとして、駆け寄れなかった。

　致命傷を負いながらも突っ込んできたグリフォンの翼つばさに叩たたかれてしまったのだ。

　胸を地面に強打して、呼吸が止まる。脳も揺らされて、すぐには立ち上がれない。

「杉崎く──きゃあっ！」

　愛原の声が、途中で悲鳴に変わった。

「あ……い、はら……っ」

　僕は爪つめを掌てのひらに食い込ませて、

『美み月づき──！』

　声にならない声で相棒パートナーの名前を叫んだ。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　その声が聞こえたのは、僕が絶望に目を閉じようとした瞬しゆん間かんだった。

　閉じかけた目を見開いて顔を上げた僕は、そこに赫あかく逆巻く炎と、サイドポニーを熱風に靡なびかせて立つ虎とらの目の少女の姿を見た。

「美……月……」

「まったく、世話の焼ける相棒パートナーね」

　美み月づきは呆あきれ顔でそう言うと、精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖を構えて白くしなやかな脚で地面を蹴けった。

　僕の胸を支配していた絶望は、希望を飛び越えて勝利への確信に変わった。

「杉すぎ崎さきくん」

　剣を杖つえ代わりにして立ち上がった僕に、愛あい原はらが駆け寄ってきた。

「愛原、怪け我がは？」

「平気です。囲まれて危なかったところに安あん藤どうさんが……」

「もう、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言った僕の顔には、たぶん笑みが浮かんでいたと思う。

「美月が来てくれたんだ。助かるよ、僕たちは」

　美月は稲いな妻ずまの疾はやさと烈れつ火かの激しさで次々に妖獣ドウームを葬ほうむっていた。

　僕と愛原に出る幕なんてない。僕たちのほうに向かってくる妖獣ドウームも、美月は遠えん慮りよも容よう赦しやもなく魔法杖の餌え食じきにしていく。

「セーヤ！」

　美月がスチールアントの硬い頭を粉砕しつつ、僕に声を飛ばしてきた。

「きりがないわ！　行って！」

「美月……わかった！」

　僕は愛原の手首をつかんで走り出した。

「杉崎くん!?」

「美月が抑えてくれているうちに、逃げるんだ！」

「でも、安藤さんを一人残してなんて……」

「美月なら大丈夫だ！」

　幸い、学園を出るまでの間に妖獣ドウームに襲おそわれることはなかった。といっても、妖獣ドウームがいなかったわけじゃない。

　軍と妖獣ドウームの戦せん闘とうは終わるどころか激化していて、正門付近と正門前の大通りには妖獣ドウームと力尽きた兵士たちの死体が、足の踏ふみ場もないぐらいに転がっていた。

「ひっ！」

「止まるな！」

　惨さん状じように耐えかねて足を止めそうになった愛原を強引に引っ張って、戦場を駆け抜ける。

　妖獣ドウームを市街地に逃がすまいとする軍の努力は報むくわれていたようで、大通りから外れて路地を何本か抜けると、妖獣ドウームの姿は見えなくなった。気配も感じない。

　とりあえず、危険地帯は抜けたと判断して、足を止める。

「愛原はこのまま避難所シエルターへ避ひ難なんしてくれ」

　僕がそう言うと、肩で息をしていた愛原は「えっ？」という顔をした。

「杉崎くんは……？」

「僕は学園に戻って、戦うよ」

「そんな……！」

「美み月づきと合流したいし……それに、学園を守らないと」

「学園を……？」

「僕には目的があって、そのために今、学園になくなられると困るんだ」

「でも、危険すぎます！」

「美月もいるから、大だい丈じよう夫ぶ」

「でも……」

　今にも泣き出しそうな愛あい原はらの頭を、僕はいつもひなたにそうしていたようにわしゃわしゃっと荒っぽく撫なでた。

「なにもアンラ・マンユと戦おうってわけじゃない。軍の増援が来たら、すぐに撤てつ退たいするよ」

「本当に……？」

「ああ」

「無む茶ちやは……無茶はしないでくださいね？　杉すぎ崎さきくんに万が一のことがあったら、あかねが悲しみます。私も……」

　頷うなずいて、僕は愛原の胸に抱かれている仔こ猫ねこの頭を人差し指で軽く撫でた。

「僕は行くから、あとはおまえが愛原を守ってやるんだぞ」

　了解、とばかりに仔猫は一声にゃあと鳴いた。さんざん妖獣ドウームに襲おそいかかられたってのに、怯おびえた様子がこれっぽっちもないんだから、小動物のくせにたいした肝きもっ玉の持ち主だ、こいつ。

「杉崎くん……気をつけて」

「ありがとう。じゃあ、またあとで」

　愛原と別れて、僕は再びアンラ・マンユの待ち受ける光風学園に向かって駆け出した。




　死し屍し累るい々るい。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、屍しかばねの山の上に美月は立っていた。

　血と死にまみれた陰いん惨さんな光景のはずなのに、積み重なった妖獣ドウームの死し骸がいの上に立って夜風に髪を靡なびかせる美月の姿は、思わず息を吞のんでしまうくらいに綺き麗れいだった。

　目が合うと、美月は足の下にあったシャークヘッドの死体をトンと軽く蹴けって、僕の前に降り立った。

「どうして戻ってきたの」

　開口一番、非難される。

「学園を守ろうと思って」

「まさか、戦うつもりなの？　あれと」

　美月の指が空を示す。

　僕はためらって──でも、上を見た。

　見ないようにしていたそれが目に映る。

　ぬるりとした質感のどす黒い表皮。不規則に繰くり返される全身の収縮。うねうねと、あるいはざわざわと蠢うごめく無数の触手。

　妖獣ドウーム──アンラ・マンユ。

　実際に目の前に浮かぶ異形の中の異形は、テレビで見るよりも巨大で、なによりグロテスクだった。

　朧おぼろやドラゴンとはまた別種の恐ろしさが、僕の胃を竦すくませ肌を粟あわ立だたせる。

　それでも、僕が悲鳴をあげて逃げ出さずにいられたのは、側そばに美み月づきがいたからに違いない。

「あれと戦うつもりは、さすがにないよ。あいつの吐はき出した妖獣ドウームを駆く除じよするだけだ」

「セーヤって、つくづく物好きよね」

　美月がため息交じりに言った。

「そうかな？　学園がなくなると困るし、特訓にもなるし。一石二鳥じゃないか」

「強がりね。でも、間違いじゃないわ」

「一いつ緒しよに戦ってくれ、美月」

　僕は相棒パートナーに向き直って言った。

　美月はもう一度ため息をついて、肩を竦めた。

「しょうがないわね。獣殺士免許スレイヤー・ライセンスが取れなくなるのは困るし、あなたに死なれてまた相棒パートナー探しをするのも面倒だしね……。でも、アンラ・マンユとは戦わない。いいわね？」

　人差し指をふりふり、念を押してくる。

　頷うなずいて、僕は再度、上空のアンラ・マンユを見た。

　さっきは気づかなかった異変に気づく。

「妖獣ドウームの放出が止まってる……？」

「ちょっと前に止まったわね。おかげでこうして立ち話ができてるわけだけど」

「なんで止まったんだろう？　取り込んだ妖獣ドウームの底が尽きたってことなのかな？」

「その割には、たいして小さくなってないわね」

　他ほかの生物を取り込んで力と体積を増すアンラ・マンユは、取り込んだ生物を放出することで逆に弱く小さくなってしまうのだと、美月が解説してくれた。

　アンラ・マンユが放出した妖獣ドウームの数は、百や二百じゃきかないはずだ。それだけ大量の妖獣ドウームを放出してもまるで大きさが変わってないってことは……一体、あのアンラ・マンユはどれだけの妖獣ドウームを腹の内に抱えているんだろう。

「どうしてアンラ・マンユはわざわざ自分の力を弱めるような真似まねをしてるんだろう？」

　軍と戦うにしたって、都市の外で精鋭部隊を蹴け散ちらした時みたいに自分で戦ったほうが早いし、力を弱めずにもすむだろうに。

　本当に、あのアンラ・マンユは腑ふに落ちないところだらけだ。

　あの嘆くような声も聞こえなくなっていた。代わって聞こえているのは、ウウウゥゥゥ……、という苦しげに呻うめくような声だ。

「それで、どうするの？　戦うっていったって、このあたりの妖獣ドウームはみんな倒し──」

　不意に美み月づきが目つきを鋭くして言葉を止めた。

「美月……？」

「珍しいのが出てきたわね」

　振り返った美月の視線の先には、美月が築いた妖獣ドウームの死し骸がいの山があって──その上に三つ、人影があった。

　いや、人じゃない。二本足で立ってはいるけれど、そいつらのシルエットは明らかに人のそれとは違っていた。

　トカゲに似た頭に、鱗うろこに覆おおわれた逞たくましい四肢。そして、太く長い尻尾しつぽ。

「リザードマン……？」

　リザードマンは、獣じゆう人じん系けいにカテゴライズされるＣランクの妖獣ドウームだ。Ｃランクの中ではヘルハウンドに次いで個体数が多く、僕も過去に何度か戦ったことがあった。

　教本でさんざん見た姿だし、実際に目にしたこともあるから見間違えるはずはない。なのに僕はそいつらがリザードマンだと断定することができなかった。

　僕の知っているリザードマンと、微妙に違う姿をしていたのだ。

　まず、体表を覆おおう鱗うろこの色が違う。リザードマンの鱗の色は、緑がかった黒と決まっている。でも、そいつらの鱗は色味の濃い金色だった。さらに、普通のリザードマンにはないはずの角が、額からまっすぐに一本、生えていた。身体からだの大きさも、普通のリザードマンと比べると一回り小さいような気がする。

[image: ]

「ハイ・リザードよ」

　美み月づきが言った。

「それって……」

「リザードマンの上位種よ」

「こいつらが、ハイ・リザード……」

　その名称には聞き覚えがあった。『妖獣ドウーム生態』の授業で聞いたのだ。

「たしか、レア妖獣ドウームの一種だったよな？」

「そうよ。個体数が極きよく端たんに少ないから映像記録もほとんどない……おかげで、教本にも写真が載ってなかったわね」

「どうりで、見覚えがないはずだ」

　僕は乾いた唇を舐なめて剣を構えた。

「ランクは？」

「Ｂよ」

「リザードマンより一つ上、か……」

「特殊能力はなにもないけど、その分、純じゆん粋すいに強いわよ」

　言いながら、美月が魔法杖を構えた。

　と、まるで僕たちが身構えるのを待っていたかのように、三匹のハイ・リザードが妖獣ドウームの屍しかばねを蹴けって跳び上がった。

　美月が前に出て迎え撃うつ。僕は後ろに下がった。

　普通のリザードマンなら、僕の力でも十分戦える。でも、ハイ・リザードのランクはＢ。今の僕にＢランク以上の妖獣ドウームと戦って勝てる力は、ない。歯は痒がゆいけれど、ここは美月に任せるしかなかった。

　だけど──。

「セーヤ！」

「く……っ！」

　三匹のうちの一匹が、美月の頭上を通り越して僕に襲おそいかかってきた。

　指の背から生え出た包丁みたいな三本の爪つめが、大きく弧を描いて僕の長剣と激突する。

「うわっ！」

　あっさりと押し負けて、僕は身体ごと弾はじき飛ばされた。

「とっ……と！」

　なんとか倒れずにはすんだものの、元の場所に目を向けると、そこにはもうハイ・リザードの姿はなかった。

──後ろ！

　背後に殺気が奔はしるのを感じて、僕は振り向かずに前に跳んだ。

　空を切り裂く音に続いて、鈍い破砕音が聞こえてくる。

　振り返って、僕は戦せん慄りつした。

　ハイ・リザードの右腕が、肘ひじのあたりまで深々と地面に突き刺さっていた。

──強い……！

　さすがはＢランク妖獣ドウームといったところか。パワーもスピードもＣランクとは桁けたが違う。

　にやり、とまるで笑むように眼を細め口の端はしを吊つり上げて、ハイ・リザードが地面を蹴けった。

　僕との間にあった五メートルちょっとの距きよ離りが、瞬しゆん時じにゼロになる。そして、繰くり出される左右の爪そう撃げき。

「重い……っ！」

　一撃受ける度たびに衝しよう撃げきで目から火花が散りそうになる。反撃する余裕なんてこれっぽっちもありはしなかった。

「美み月づき……！」

　辛かろうじて猛攻に耐えながら、僕は相棒パートナーの名前を呼んだ。

　防御に徹てつして美月の加勢を待つ以外に、打つ手はなかった。

「まだか、美月……っ！」

　だけど、美月が加勢にきてくれる気配は一向になかった。

　まさか、と最悪な可能性が脳裏をよぎった。

──いいや、美月が負けるなんて、そんなことありえない！

　美月はＡランクの妖獣ドウームだって倒せる力の持ち主なんだ。Ｂランクの妖獣ドウームになんて負けるはずがない。それでも苦戦している可能性は十分考えられた。

「く……そっ！」

　美月の戦況を知ろうにも、敵の攻撃が激しすぎてどうにもならなかった。一瞬でも目を逸そらそうものなら、その代だい償しようは命で支払うはめになる。

「シャアアアアアッ！」

　ねじり込むように繰り出された突きが、とうとう僕の手から長剣を弾はじき飛ばした。

「まだまだあっ！」

　叫びながら跳び退のいて、小剣を抜く。

　威勢よく叫んではみたものの、虚勢以外の何物でもなかった。

──どうする？

　攻めるのは不可能。防まもるのも、もう限界だ。

「セーヤ！」

　歯は嚙がみする僕の耳に、美み月づきの声が届いた。

「なにをもたついてるの！　さっさと倒しなさい！」

「無む茶ちや言うなよ！」

　ハイ・リザードが助走をつけて繰くり出してきた横よこ薙なぎの一いつ閃せんを横っ飛びでかわしつつ、僕は美月に叫び返した。

「パワーもスピードも段違いなんだ！　倒せるわけないだろ！」

「なに言ってるの！　今のあなたの実力なら十分倒せる相手じゃない！」

「……へ？」

　美月の意外な言葉に、僕は思わず間抜けな声を出してしまった。

「こんな時に冗談はやめてくれ！」

　叫んだ僕の頭のすぐ横を、ハイ・リザードの爪つめが唸うなりをあげて切り裂いた。

「冗談なんかじゃない！　あなたにはそいつを倒せるだけの力があるの！　あなたは自分で思っている以上に強くなっているのよ！　自分を信じて！」

「そんなこと言われたって！」

　僕にハイ・リザードを倒せるだけの強さがあるなんて、どうしたって信じられない。

　でも、美月は勝てると言っている。断言している。でも──。

「自分が信じられないのなら、私を信じて！」

「──！」

　その一言が、僕を吹っ切らせた。

　いいタイミングでハイ・リザードが大振りしてきた。かいくぐって、背後へと回り込む。そして、痺しびれてもうほとんど感覚のない手で小剣を構え直した。

　僕は僕に力があるなんて信じられない。でも、美月はあると言っている。

　なら、僕は美月を信じる。

　自分を信じることはできなくても、美月を信じることなら、できる。

「イメージするの！　相手よりも疾はやく力強い自分を！」

「相手よりも疾く力強い自分……」

　息を細く吐はきながら、美月の言うとおりにイメージする。

　ハイ・リザードよりも疾く鋭く動き、力強く剣を繰り出す自分の姿を。

　それは、さして難しい作業じゃなかった。まるで息を吸って吐くみたいに当たり前に、かつ過去に経験した出来事であるかのように鮮明に、僕はハイ・リザードを圧倒する自分の姿をイメージすることができた。

　おもむろに振り返ったハイ・リザードが、鱗うろこに覆おおわれた太い腕を振りかぶり、殺さつ戮りくの爪を袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　僕は歯を食いしばり足のスタンスを広げると、その一いち撃げきを避けるのではなく、小剣で受け止めた。

　衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん、視界が震ふるえる。だけど、足はしっかりと地を踏ふみしめたままで──僕はよろめきも後じさりもしてはいなかった。

　今まで受ける度たびに弾はじき飛ばされそうになっていた超重の爪そう撃げきを、完かん璧ぺきに止めることができたのだ。それも、片手持ちの小剣で。

　信じられないという気持ちと、こんなことはできて当たり前だという気持ちが、同時にこみ上げてくる。

　前者の気持ちは、理解できる。でも、どうして後者のように感じているのか、自分でもわからなかった。

「シャアアアアアッ！」

　凶きよう刃じんが、今度は唐から竹たけに振り下ろされた。

　それも、僕は避けるのじゃなく受け止めた。受け止めることができた。

　重くないわけじゃない。実際、剣を握る手や腕だけじゃなく、全身の筋肉と骨が悲鳴をあげていた。ちょっとでも気を抜こうものなら、たちまち叩たたき潰つぶされてしまうだろう。

　だけど、僕は潰されなかった。

「おおおおおっ！」

　腹の底から声を出して、ハイ・リザードを押し返す。

　すかさず、僕は地面を蹴けった。渾こん身しんの一撃を弾かれて体勢を崩しているハイ・リザードの喉のど笛ぶえめがけ、今度はこっちが渾身の一撃をお見舞いする。

　だけど、それで終わってくれるほど、ハイ・リザードは易やさしい相手じゃなかった。

　片足が浮いて踏ん張れない状態で、僕の体重を乗せた斬ざん撃げきを軽々と弾いてみせる。

「なら、これでどうだ！」

　ハイ・リザードの体勢はまだ立ち直ってはいない。ここぞとばかりに、僕は攻め込んだ。小剣の特性を生かして、小さく疾はやく、斬撃と刺突を繰くり出す。──が、当たらない。苦しい体勢ながらも両手の爪つめを器用に動かして、ハイ・リザードは僕の攻撃を捌さばき続ける。

──やっぱり、強い。

　でも、不思議と脅きよう威いには感じなかった。──いや、十分脅威ではあるのだけれど、同時に『きっとなんとかなる』と心のどこかで思っているのだった。

「シャアアアアアッ！」

　防戦しながら体勢を立て直したハイ・リザードが、攻撃に転じてきた。

──疾い！

　包丁みたいな爪が、疾く細かく、驟しゆう雨うの如ごとく僕を攻め立てる。

　一いち撃げき一いち撃げきは、軽い。手が痺しびれるような重さはなくなっている。代わりに手数が二倍にも三倍にも増えていた。

　威力重視の攻撃じゃ僕を仕留めることはできないと判断して、スピード重視の攻撃に切り替えてきたんだろう。

　細かく、といってもまともにもらえば一撃でも十分、致命傷になる。

　僕は目を見開き息を止めて立ち向かった。

　額に、頰ほおに、首筋に、肩に、腕に、胸に、脇わき腹ばらに、脚に、鋭い痛みが走る。

「この程度で……っ！」

　どれもかすり傷だ。致命打になりそうな攻撃は全部防いでいる。

　だから怯ひるむな、下がるんじゃなく前に出ろと声に出して自分を叱しつ咤たする。

　全身を切り刻まれながら、僕は金色の懐ふところ目指して足を踏ふみ出した。

　普通のリザードマンより小柄とはいえ、ハイ・リザードは僕より頭一つ分以上も大きな相手だ。腕の長さも軽く倍はあるから、深く踏み込まない限り、僕に勝機はない。

　踏み込ませてなるものかと思っているんだろう──僕が一歩前に出る度たびに、ハイ・リザードは自分の距きよ離りを保とうと一歩下がる。だから、何歩前に出ても一向に距離は縮まらない。歩数でいえばほんの三歩分の距離が、途方もなく遠く感じる。

　だけど、諦あきらめるつもりなんてこれっぽっちもなかった。

「美み月づきが言ったんだ。勝てるって、言ったんだ。勝てるんだ、僕は。勝つんだ！　勝つんだ！　勝つんだ！　勝つんだ！　勝つんだ……っ！」

　疲労と痛みで思考が白く染まっていく。それでも、僕は前進をやめない。

　前へ。

　前へ。

　前へ。

　前へ。

　前へ。

　この世の果てまで追いかける覚悟で、足を踏み出し続ける。

　──いつしか、僕は相手の剣をスローに感じるようになっていた。攻め疲れで手数が落ちたのだろうかとも思ったけど、違う。

　ハイ・リザードの爪そう撃げきの速度は少しも落ちていない。変わったのは、僕の知覚だ。

　さっきまで閃せん光こうのようにしか見えていなかった斬ざん線せんが、今は一斬一斬、はっきりと見えていた。

　左の首筋を狙ねらって振り下ろされた爪つめを弾はじきつつ、僕は一歩前に出た。ハイ・リザードの足は──下がらない。

　僕はもう一歩前に出ると、ハイ・リザードが一歩下がりつつ突き出してきた爪を首を傾けてかわして、さらに一歩二歩、前に出た。

　果てしなく遠く見えていた金色の懐ふところが、目の前にある。

　僕はずっと止めていた息を吐はきながら、小剣を走らせた。

　たしかな手て応ごたえに、真っ白になりかけていた意識が覚かく醒せいする。

　ご……ぼっ……。

　人間の身体からだでいえば心臓に当たる部分から左の脇わき腹ばらまでをざっくりと切り裂かれたハイ・リザードが、口から血の泡を吹いて、倒れた。

「勝った……のか……？」

「言ったとおりでしょ？」

　背後からかけられた声に、僕はぜえぜえと肩で息をしながら振り返った。

「あなたは自分で思っている以上に強くなっていたの。調子に乗られても困るから、黙だまっていたけどね」

　満まん身しん創そう痍いの僕とは対照的に、美み月づきはまったくの無傷だった。後ろには、容よう赦しやなく頭を叩たたき潰つぶされたハイ・リザードの死し骸がいが二つ、転がっている。

「美月……苦戦してたんじゃなかったのか？」

「まさか。十秒で片づけたわよ」

「……え？」

　しれっと言われて、僕は目が点になった。

「Ｂランク相手に私が手こずるわけないじゃない」

「だ、だったらどうして助けてくれなかったんだよ！」

「助ける必要がないのに、どうして助けなくちゃいけないのよ？」

「必要ないって……」

「実際、必要なかったじゃない」

「そ、そりゃあまあ、結果としてはそうだけど……」

「で、どう？　初めて自分一人でＢランクの妖獣ドウームを倒した感想は？」

　僕は頭を搔かく。

「……まだ、信じられないよ。絶対に勝てないって思ってたのに……」

　でも、美月に勝てると言われて、美月を信じて戦ったら、思いがけない力が出た。

「あなたの実力はもう既すでに学生レベルを超越しているわ。プロの剣士と戦ったって、敗まけることはそうそうないでしょうね。でも、自うぬ惚ぼれないで。救済者セイバーや妖獣ドウーム騎士・ナイトが相手なら、まだまだ瞬しゆん殺さつされるレベルなんだから」

「ああ、わかってる」

　頷うなずいた僕の額に、美月の魔法杖の先がコツンと当たった。

「美月……？」

「じっとしてて。今、〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけるから」

　美み月づきの唇が呪文スペルを、指先が虚こ空くうに術式コードを描いて、僕はぬるま湯に浸つかっているような心地いいぬくもりに包まれた。

　傷の痛みが潮のように引いていく。

「すまない……」

　美月になるべく魔ま法ほうを使わせないようにするのが僕の務めなのに、僕のために魔法を使わせてしまった。

「逆の立場だったら、セーヤだって同じようにするでしょう？」

「……そうだな」

「なら、いちいち気にしないの。……はい、終了」

　美月の〝癒しの秘蹟サクラメント〟はよく効く。一分後には身体からだ中じゆうにあった痛みが綺き麗れいさっぱり消えていた。

「ありが──」

　感謝の言葉を、僕は最後まで言うことができなかった。




　オオオオオォォォォォ……ゥゥゥゥゥ……ォォォォォオオオオオ……。




　僕の言葉を打ち切らせたのは、再び響ひびきはじめたアンラ・マンユの声だった。

「……？」

　違和感があった。なんだろう、と空を仰いで首を傾かしげる僕に、美月が答えをくれた。

「声の質が変わったわね」

　そうか、と僕は心の中でポンと手を打った。

　声だ。アンラ・マンユの声の質が、さっきまでとは違っているのだ。

　さっきまでの声は、深い悲しみに苛さいなまれて嘆いているように聞こえた。でも、今のこの声は耐えがたい苦痛に呻うめいているように聞こえる。




　ゥゥゥゥゥウウウウウ……オオオオオォォォォォ……ゥゥゥゥゥオオオオオ……。




「どうしたんだろう……」

「わからないわね。攻こう撃げきを受けているようには見えないし、都市の中に入ってしまえば〝神の盾アイギス〟の影えい響きようを受けることもないはずだし……」

「〝神の盾アイギス〟と軍の攻撃が実はかなり効いてたってことは……？」

「考えにくいわね。アンラ・マンユには再生能力があるの。〝神の盾アイギス〟や軍に受けた傷は、もう治っているはずよ」

「そうか……」

　言われて改めて見てみると、たしかに〝神の盾アイギス〟や軍が与えた損傷がなくなっていた。いよいよもって、厄やつ介かいな妖獣ドウームだ。

「なら、一体……」

　突然──。

　直径にして優に二百メートルはあるだろうアンラ・マンユの巨体が、三分の一程度のサイズに収縮した。

　かと思うと一いつ瞬しゆんで元の大きさに膨ぼう張ちようして──無数の小さな影がその四方にバラ撒まかれた。小さいといっても、それはアンラ・マンユと比較すればであって、中には大型車サイズの影もあった。

「あれって──」

「妖獣ドウームよ」

　止まっていた妖獣ドウームの放出が、再び始まったのだった。




　アンラ・マンユのグロテスクな躰からだが収縮し膨張する度たびに無数の妖獣ドウームが吐はき出されて、雨のように光風学園に降り注ぐ。

　そして、それは僕と美み月づきの頭上にも容よう赦しやなく降りかかってきた。

「はあっ！」

「そこだっ！」

　美月の魔法杖がオーガーの頭を吹き飛ばし、僕の長剣がシャークヘッドの下した顎あごを貫いた。

　どす黒い血を噴き上げて、二つの巨体が崩れ落ちる。

　今ので、何匹目だったんだろう。

　自分が何匹の妖獣ドウームを倒したのか、もうわからなくなっていた。シャークヘッドだけで、十匹は倒したような気がする。

　酸素を求めて喘あえぎながら、僕は突進してきたヘルハウンドの首を刎はね飛ばした。

　──きりがない。

　さっきと同じだ。倒しても倒しても、妖獣ドウームは空から降ってくる。

「セーヤ」

　オーク三匹を一息に切り伏せた僕の背中に、美月の背中が重なった。

「〝荒神スサノオ〟は、まだ維持できてる？」

「できてるよ。どういうわけか」

　アンラ・マンユが再び妖獣ドウームの放出を始めてから、一時間は経たっているはずだ。その間、僕は〝荒神スサノオ〟をＯＦＦにすることなく戦い続けていた。

　ちょっと前まで、僕が〝荒神スサノオ〟を維持できる時間は三十分が限界だった。美月との特訓のおかげで多少は伸びただろうけど、それでも愛あい原はらと一いつ緒しよに戦っていた時間やさっきのハイ・リザードとの戦いの時間を合わせれば、限界時間はとっくに超えているはずだった。

　なのに、〝荒神スサノオ〟はどういうわけか切れることなく、僕の身体からだに人類の敵と戦うための力を漲みなぎらせ続けてくれていた。

「なんで、こんなに保もってるんだろう……」

「考えられるとすれば、〝絶対英雄ベーオウルフ〟の影えい響きようね」

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟の？」

〝絶対英雄ベーオウルフ〟──それは、魔ま法ほう使つかいの集めた膨ぼう大だいな量のマナを剣士に与えて、剣士の力を〝荒神スサノオ〟以上に強くする、超強化の禁きん呪じゆだ。

　とんでもない苦痛を伴う、できれば二度と味わいたくない魔法だけれど、僕たちがあの朧おぼろを撃げき退たいできたのは、間違いなくこの魔法のおかげだった。

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐え抜いたことで、あなたのマナを受け入れる力──キャパシティが、格段に増えたんだと思う」

「そう……なのか」

　自覚以上に自分が強くなっていたことといい、キャパシティのことといい、なんだか自分がよくわからなくなってきた。……まあ、自分で自分の実力を把握できていない時点で、まだまだ未熟ってことなんだろうけど。

「でも、気をつけてね。〝荒神スサノオ〟の持続時間が無限になったわけじゃないんだから。いつかは必ず切れる。それは、あるいは次の瞬しゆん間かんかもしれないんだから」

「ああ」

　どのみち、もう長くは戦えそうになかった。

　キャパシティが増えたといっても、スタミナまで増えたわけじゃない。

　戦いっぱなしで、手足は鉛でも吊つるされたみたいに重くなっていたし、心臓と肺はもう休ませてくれと悲鳴をあげていた。

　でも、妖獣ドウームは増える一方で終わりが見えない。逃げるにしたって、こうぐるりと包囲されていたんじゃ、どうしようもない。

「セーヤ、上！」

　美み月づきが叫んで、僕はなにも考えずに前に跳んだ。

　一回転して身体ごと振り返った僕の顔面に、巨岩のような拳こぶしが迫る。オーガーの拳だ。

　かいくぐって、僕はオーガーの脇わき腹ばらに長剣を刃の根本まで深く突き刺した。

　並の妖獣ドウームならこれで決まっているところだけど、相手は身の丈たけ四メートルの巨人系妖獣ドウームだ。この程度じゃ倒れてはくれない。

　一息に剣を引き抜いて背後に回り込み、今度は背中から下腹を刺し貫いた。それも三度。

　野太い悲鳴をほとばしらせて、巨体が傾かしぐ。

　これで決まったという手て応ごたえはあった。けど、オーガーは倒れながらも拳こぶしを振り回してきた。

　オーガーはパワーとタフネスだけの妖獣ドウームだ。スピードはたいしたことない。油断さえしなければ十分避けられる攻こう撃げきだ。でも、疲労が回かい避ひを妨さまたげた。

　跳び退のくために地面を蹴けろうとした足がもつれて、僕はオーガーの拳に弾はじき飛ばされた。

　校舎の壁に背中から激突して、呼吸が止まる。

　オーガーは、それがイタチのなんとやらだったのか、倒れて動かなくなった。

　僕は歯を食いしばって立ち上がりはしたものの、立つのが精一杯だった。

　美み月づきの姿を求めて、目線だけを動かす。

　美月は、四匹のリッパー・デーモンに囲まれ、攻め立てられていた。

　両腕が刃物になっているリッパー・デーモンは、動きが疾はやくて並の剣士よりも腕が立つ。

　そんなリッパー・デーモンに四匹がかりで攻め立てられながらも、美月は顔色一つ変えていなかった。

　雨あめ霰あられと降り注ぐ腕の刃をすべて弾き返して、反撃の打突を繰くり出す。

　四匹のリッパー・デーモンをあっという間に死し骸がいに変えて、美月は間髪入れずに襲おそいかかってきた白びやつ虎こと戦い始める。

　虎とらに似た姿をしながら熊くまよりも一回り大きい白虎は、攻撃力・防御力、ともに極めて高い強敵だ。だけど、美月の敵じゃない。

　美月の魔法杖が白虎を打ち据え、追いつめていく。

　その美月の背後に、ゆっくり迫る影があった。

　ついさっき美月が倒した四匹のリッパー・デーモンの一匹だ。頭の半分を吹き飛ばされながらも生きていたそいつは、腕の刃を振りかぶって美月の背中に迫っていた。

　美月は──まずい。気づいてない。

「美月！」

　叫んだ僕の脇わきを、人影が疾しつ風ぷうのように駆け抜けた。

　美月が僕の声に振り返る。でも、その時にはもうリッパー・デーモンは首を刎はね飛ばされていた。

「南みなみ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた僕に、リッパー・デーモンを仕留めた彼女──南あかねは颯さつ爽そうと振り返ってＶサインをしてみせた。

「どうして、南がここに……？」

「戦うためですよ。学園を守るために」

　僕の独白じみた問いに答えてくれたのは、いつの間にか傍かたわらに立っていた眼鏡の少女だった。

「愛あい原はら……」

「戻ってきちゃいました」

　目が合うと、愛あい原はら皐さ月つきはえへっとはにかむように微わ笑らった。

「あなたたちにばっかりいいカッコさせてられないじゃない？」

　南みなみが僕の前にやってきて言った。

「だからって、二人とも……」

「あたしたちだけじゃないよ。ほら、見て」

　南の指差す方向に顔を向けた僕は、そこに妖獣ドウーム群に立ち向かう一団の姿を目もく撃げきした。

　三、四十人はいるだろうか。全員じゃないが、ほとんどが制服姿だった。軍のじゃない。うちの学園の制服だ。知った顔もちらほらあった。

「みんな、ウチの学園生だよ」

　南が胸を張って言った。

「どうして……」

「学園を守りたいって思ってるのは、あなたたちだけじゃないってこと」

「私、あれから避難所シエルターに戻って、杉すぎ崎さきくんと安あん藤どうさんが学園を守るために戦ってるってあかねに話したんです。そうしたら、あかねが──」

　愛原が南を見る。南はうんと頷うなずいた。

「避難所シエルターにいた学園の顔見知りに片っ端ぱしから声をかけたの。あなたたちのことを話して、一いつ緒しよに学園を守るために戦おうって。二、三人でもついてきてくれればなって感じだったんだけど、思った以上に大勢立ち上がってくれてさ。すごいよね、みんな。勇気あるよね」

「無む茶ちやだ……」

　南は誇らしげな顔をしているけれど、僕は素直には喜べなかった。

　たしかに、立ち上がったみんなの勇気は立派だと思う。だけど、相手はＥランクやＤランクの妖獣ドウームだけじゃない。学生には荷が重い、ＣランクやＢランク──なにより、軍ですら歯が立たなかったアンラ・マンユがいるのだ。

「命の保証なんて、どこにもないんだぞ……」

「杉崎、それはみんなをバカにしすぎだよ」

　南が諭さとすように言った。

「あたしも皐月も……みんなだって、獣殺士スレイヤーになるって決めたその日から、畳の上で死ねるなんて思っちゃいないんだよ」

「だからって、なにもこんな無茶をしなくたって……」

「なら、どうして杉崎は学園を守ろうとしてるの？」

「学園がなくなったら困るからだよ」

「獣殺士免許スレイヤー・ライセンスが取れなくなるから？」

「そうだ」

　南は肩を竦すくめた。

「でも、だったら別の獣殺士学校スレイヤー・スクールに行けばいい話じゃない」

「それは……たしかに、そうだけど……」

　南みなみの言うとおり、獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取れるのは光風学園だけじゃない。獣殺士学校スレイヤー・スクールなんて他ほかにいくらでもある。

　なのに僕は光風学園を守ろうとしている。この場所を失いたくないと思っている。それは、どうしてだろう。

「杉すぎ崎さきはさ、この学園が好きなんだよ」

　ああそうか、と僕はなんの引っかかりもなく納得した。

　至し極ごく、単純な理由だ。

　僕は、この学園が──ひなたとふたり、正義の味方を目指して通った──そして、美み月づきと出会い、今を過ごしているこの場所が、好きなんだ。だから、守りたい。妖獣ドウームなんかに踏ふみにじられたくない。

「あたしもこの学園が好きだよ」

「私も好きです」

　愛あい原はらが南に続いて言った。

「みんなだって同じだよ。好きな理由はそれぞれ違うかもしれないけどさ、でも、みんなこの学園が好きで……命を賭かけて守るべき価値のあるものだって、そう思ってるんだよ」

「それでも、杉崎くんと安あん藤どうさんがいなかったら、みんな、戦おうとは思わなかったと思います」

「そうだね。先陣を切る誰だれかがいなかったら、みんな、学園が危ないって知っても、なんの行動も起こさなかったと思う。あたしや皐さ月つきも含めてね」

「それじゃあ、まるで僕がみんなを煽あおったみたいじゃないか」

　あはは、と南が明るく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ。実際に声かけしたのはあたしなんだから、みんなが怪け我がをしようと死のうと、杉崎が気にやむことはないよ。それに、みんな、まだ獣殺士スレイヤーとしては半人前かもしれないけど、もう子供ってわけじゃないんだ。自分の行動の責任を他人に押しつけたりなんかしないよ。もしそんな奴やつがいたら、苦情の一切はあたしが引き受けるから、安心して」

「南……」

「それじゃあ、あたしも戦ってくるよ」

「でも、南、〝荒神スサノオ〟が切れてるんじゃ……」

「大丈夫。バッチリ回復したから。さっきのあたしの電光石火っぷり、見たでしょ？」

　ウィンク一つ、南が振り返る。そこに、美月がいた。

「あなた……」

　南を見据える美月の目は、助けられたことを感謝する目じゃなかった。

「皐さ月つきを助けてもらった借りは返したわよ」

　美み月づきの睨にらみに、南みなみは不敵な笑みを返す。

「あなたに貸しなんてないし、助けてなんて頼たのんだ覚えもないわ」

「そうだとしても、あなたに死なれるとあたしが困るのよ」

「どうして？　私が死のうとどうしようと、あなたにはなんの関係もないはずよ」

「それが、あるのよ。だって、あなたに死なれちゃったら、あたしたち友達になれないじゃない」

　南のその言葉に、美月の険しかった目が丸く見開かれた。

　まさか、こんな状況になってまで友達がどうのと言われるとは思わなかったんだろう。

「この戦いが終わったら、ケンカの続き、しましょ？」

　きょとんと立ち尽くす美月の肩をポンと叩たたいてそう言うと、「いっくわよぉぉぉぉぉっ！」、南は気迫のこもった声をあげて、妖獣ドウームに斬きりかかっていく。

「安あん藤どうさん」

　僕の傍かたわらにいた愛あい原はらが、美月の目の前に立って言った。

「あかねの戦いぶりを見てあげてください。千の言葉を交わすよりも、それが一番、あかねをわかってもらえると思うから」

　ぺこりと頭を下げて、愛原は南に続いた。

「……バカバカしい」

　苛いら立だたしげに髪を搔かき上げながら、美月が愛原と入れ替わりで僕の隣となりにやってきた。

「なんだって、私があの女の戦いを見なきゃならないのよ」

　ぶつくさ言いつつも、美月の目は南たちの戦いに向けられていた。

　南も愛原も、成績は常に学年トップ３に入る実力者だ。だけど、ふたりの本当の強さはコンビで戦った時にこそ発揮される。

　南が素速い動きで敵の注意を引きつけておいて、愛原が魔ま法ほうで仕留める。それで愛原に敵の注意が向いたら、今度は愛原を囮おとりにして南が背中から敵を仕留める。

　絶妙のコンビネーション。すごいのは、声をかけ合うどころか、アイコンタクトすらせずにお互いが次にどう動くかを把握し合っているところだ。

　コンビネーションの上手うまさでふたりに勝てるコンビは、プロの獣殺士スレイヤーにもそうそういないんじゃないだろうか。

「へえ……」

　美月の口からそんな声が漏もれた。

　強さだけでいえば、美月と南たちじゃレベルが違いすぎる。けれど、ふたりの戦いぶりは美月の目から見ても感心に値するものがあったみたいだ。

「けっこうやるだろ、ふたりとも」

　僕がそう声をかけると、美み月づきは「ふん」と鼻を鳴らした。

「……ま、学生にしちゃ、なかなかやるんじゃない？　……って、なににやにや笑ってるのよ」

「いや、別に」

　ふん、と美月はまた鼻を鳴らした。

「やるっていっても、あくまでも学生レベルでの話よ。褒ほめられたものじゃないわ」

「なら、美月が手本を見せてやってくれよ」

「まっぴらご免よ。……でも──」

　美月が魔法杖を片手でくるりと一回転させた。たったそれだけで、妖獣ドウームの血と脂に汚れていた精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖は、青みがかった銀色の輝かがやきを取り戻す。

「──格の違いを見せつけてやるってのは、アリかもしれないわね」

　そう言うと、美月はしなやかに力強く地面を蹴けって、降りしきる妖獣ドウームの雨のただ中へと身を躍おどらせた。そして、鬼神の如ごとく魔法杖を振り回す。

「……こういうのを、怪け我がの功名っていうのかな？」

　僕は見逃さなかった。駆け出す瞬しゆん間かんの美月の表情を。

　笑っていた。駆け出す瞬間、美月はたしかに笑っていた。不敵に、だけど楽しげに。

　サイドポニーを激しく躍らせ、大立ち回りを演じている今も、美月の表情はどこか楽しげに見えた。

「はあっ！」

　美月が裂れつ帛ぱくの声とともに振り抜いた魔法杖が、オーガーの頭を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばした。

　僕はもうバテバテだっていうのに、美月の動きは、まだまだ少しも鈍っちゃいない。それどころかキレが増しているようにすら感じる。

「すげえ！」

　人と妖獣ドウームの雄お叫たけびと悲鳴が飛び交う最中、誰だれかのあげた驚きよう嘆たんの声が耳に飛び込んできた。




「安あん藤どうってこんなに強かったのかよ！」

「強いとは聞いていたが……これほどとは。まるで戦乙女だ」

「すごいすごーい！　超カッコイイー！」




　見ると、何人もの学園生が美月の戦いぶりに見入っていた。

　そうか、と思う。〝死神〟だの〝相棒パートナー殺し〟だのといった忌いまわしい呼び名のおかげで、美月が強いってことを知らない人間は、光風学園にはいない。でも、実際に美月が戦っている姿を見たことのある人間は、そう多くないんだ。ましてや、これは授業じゃなく、妖獣ドウーム相手の実戦だ。模も擬ぎ戦せんとは気迫が違う。

　僕がそうだったように、見慣れていない連中には、美月の戦いぶりはさぞかし鮮せん烈れつに見えていることだろう。




「いけるぞ、この戦い！」

「怯ひるむな！　攻めろ！」

「安あん藤どうにばっかりいいカッコさせてたまるかよ！」

「私だって！」

「やるぞやるぞやるぞやるぞおっ！」




　そんな声があちらこちらから聞こえてくる。

　妖獣ドウームは相変わらず雨あめ霰あられと降り続けていて、倒しても倒してもきりがない。

　こんな終わりの見えない戦い、普通だったらどんどん士気が下がっていきそうなところなのに、弱気な顔をしている奴やつはただの一人もいなかった。みんな気迫に満ちた──勝利を確信した顔で戦っている。

　美み月づきと南みなみが一いつ緒しよに戦うようなことがあれば、美月の南に対する目を変えられるんじゃないかという思いはあった。そして、それははからずもアンラ・マンユのおかげでうまくいった。

　だけど……これは、まったくの予想外だった。

　美月の戦いぶりが──美月を孤立させる原因になった圧倒的な強さが、みんなを奮ふるい立たせる勝利の旗印になるなんて。

　まったくの予想外……だけど、嬉うれしい誤算だ。

「──よし、僕も！」

　体力的には限界に近い。けれど、ダメージは抜けてきた。〝荒神スサノオ〟も切れちゃいない。体力分を気力でカバーすれば、まだまだ戦える。

　深呼吸を一つして、杖つえ代わりにしていた長剣を構える。そして、駆け出そうとした瞬しゆん間かん、

「セーヤ、後ろ！」

　美月の切迫した声が僕を叩たたいた。

　振り返った僕の目に映ったのは、拳こぶしを振りかぶる牛頭の巨人の姿。

──ミノタウロス！

　僕の頭の軽く五、六倍はありそうな巨大な拳が高い位置から振り下ろされる。

　回かい避ひは──間に合わない。咄とつ嗟さに両腕を頭上で交差させはしたものの、そんなガードなんか、ミノタウロスの怪力の前にはなんの意味も成さない。

──潰つぶされる！

　死を覚悟した僕に、だけど死が訪れることはなかった。

　ミノタウロスの拳は、僕の交差させた腕の上で止まっていた。といっても、僕の腕が止めたわけじゃない。

　僕は跳び退のいて、ミノタウロスの拳こぶしを止めたものの正体を見た。

　それは、一人の男の手だった。

「石いし神がみ……？」

「先生をつけんか、バカ者」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた僕に、光風学園・剣士科二年Ａ組担任──石神琢たく郎ろうは、顔だけを振り向かせてニカッと歯を見せた。

　ゴオオオオッ、と鼻息を荒げてミノタウロスが腕に力を込める。

　ミノタウロスのパワーは、怪力自慢のオーガーの、軽く三倍はあると言われている。

「まだまだ、鍛きたえ方が足りんな」

　だけど、石神はビクともしない。

「生憎あいにくと我が校は、不審者と同様、妖獣ドウームの立ち入りも固くお断りしているんでね」

　石神が言いながら片方の掌てのひらをミノタウロスの胸に押し当てた。

「お引き取り願おうか」

　力を入れたようには見えなかったのに、ミノタウロスの上半身が突然、まるで破砕の魔ま法ほうを受けたみたいに吹き飛んだ。

「今のは……」

　今の攻こう撃げきは、単純な腕力によるものじゃない。あれは、以前に天上院の女剣士──北ほく斗とが僕の家の壁を壊こわしたのと同種の攻撃だ。

「おう、杉すぎ崎さき」

　ミノタウロスの残った下半身を蹴け倒たおして、石神がこっちに振り返った。

「先生……どうしてここに？」

「教え子が無む茶ちやをしているのを黙だまって見ているわけにはいかんだろう」

「すみません。助かります」

　駆けつけてくれた連中は善戦しているけれど、そう長くは保もたないだろう。

　救済者セイバー級の強さの持ち主である石神の参戦は、この上もなくありがたい。

「正直に言うと、来たくはなかったんだがな……」

　無ぶ精しようヒゲだらけの顎あごをさすりながら、石神が独白のように呟いた。

「先生……？」

「アンラ・マンユ……か。あの妖獣ドウームとだけは二度と戦いたくなかったが……やむをえまい」

　空の異形に目を向けてそう言った石神の顔は、痛みに耐えるように苦しげだった。













　　　四幕　私を呼ぶあの愛いとおしい声







「これ、やるよ」

　いかつい顔を真っ赤にして彼が差し出したのは、青色の石のついたペンダントだった。

　石はハートの形に加工されていて、彼女は思わず笑ってしまった。熊くまのように大きな身体からだをした彼に、ハート形のアクセサリーはあまりにも不釣り合いだったから。

「なんで笑うんだよ」

「だって、似合わないんだもの」

「悪かったな、似合わなくて」

「ふて腐れないの」

　唇を尖とがらせた彼に苦笑しながら、彼女はペンダントを受け取った。

「これって、サファイア？」

「青色水晶クリスタリウムだ」

「じゃあ、これってただのペンダントじゃなくアミュレットなんだ。……あれ？」

　まじまじとペンダントを見て、彼女は小首を傾かしげた。

「これ、ハートが歪ゆがんでるよ？」

「素人しろうとが作った物なんだから、多少不格好なのは大目に見てくれ」

「素人って……」

「俺おれだ」

　彼女は目を丸くした。

「これ、たっくんが作ったの？」

「ああ。知り合いにこういうの作るのが得意な奴やつがいてさ。そいつに教わりながら作ったんだ。初めてだから時間がかかっちまったが……なんとか間に合ってよかったよ」

「間に合うって、なにに？」

「なにって、おまえの誕生日に決まってるだろ？　五月三日」

「たっくん……」

「誕生日……その、おめでとう……瀬せ奈な」

「ありがとう、たっくん。でも……でもね……」

「うん？」

「私の誕生日、今日じゃないんだけど……」

「なにっ!?」

　彼が仰天する。

「だ、だって、今日は五月三日だぞ？　五月三日だって言ってたよな、おまえの誕生日」

　ううん、と彼女は首を横に振る。

「五月三日は、実家で飼ってる猫の誕生日だよ。私の誕生日は、八月十九日」

「な……なんだとぉぉぉぉぉっ！」

　彼が頭を抱えて大きな身体からだをうずくまらせる。

「なんて間抜けなんだ、俺おれは……」

　くすくす笑って、彼女は彼の太い首に後ろから腕を回した。

「落ち込まないで、たっくん。私、すっごく嬉うれしいよ」

「瀬せ奈な……」

「ペンダント、大事にするね」

「あ、ああ」

「お風ふ呂ろに入る時も寝る時も、死ぬ時だってつけておくから」

「おいおい、死ぬなんて縁えん起ぎでもないことを言うなよ。一応、お守りのつもりで作ったんだぞ、それ」

「ふふっ、そうだね。私は死なないよ。だって、なにがあったってたっくんが守ってくれるもんね」

「ああ」

「嬉しい」

　彼女は彼の頰ほおに自分の頰を重ね、ぬくもりを交換した。

「ねえ、たっくん？」

「なんだ？」

　胸にあふれてやまない愛いとおしさを込めて、彼女は言った。

「大好きよ。いつまでも、なにがあっても、ずっと……」




　躰からだがバラバラに引きちぎられるような苦しみに悶もだえながら、彼女は彼との優しい記き憶おくに思いを馳はせていた。

　一いつ瞬しゆんでも彼を思うことをやめてしまったら、とめどなく湧わきあふれ荒れ狂う殺意に存在のすべてを支配されてしまいそうだった。

　そうなってしまったら、彼女は彼女の生まれ育ったこの都市を、自らの手で滅ぼしてしまうことになるだろう。

　けれど、いくら彼のことを思っても殺意は消えてくれず、彼女の躰は彼女の意志に逆らって妖獣ドウームを吐はき出し続ける。一度は抑え込んだものの、長くは保もたなかった。

　そして、誰だれも傷つけたくないと思えば思うほど、妖獣ドウームの放出を止めたいと思えば思うほど、彼女の躰からだは痛み軋きしむのだった。

──たっくん……たっくん、たっくん、たっくん……っ。

　彼女がいくら彼の名前を叫んでも、それは濁にごった呻うめき声にしかならず、彼の声が返ることもない。

──たっくん……！

　彼女の願いは一つだ。

　彼に会いたい。

　本当に、それだけなのだ。そのためだけに、傷だらけになりながら都市と死の大地を隔へだてる壁を越えてきたというのに。

　こんな姿になってしまった自分には、たった一つの願いさえ許されないというのだろうか。

　ならばいっそ、殺意に身を任せてしまおうか……。

　そんな考えが心をよぎった、その時。

　見えた。

　彼女を害そうと集つどった人々の中に。

　彼女が会いたいと願い続けていた人の姿が。

　彼の姿が。

　彼女の記き憶おくにある彼とはずいぶん顔つきが変わってしまってはいたけれど、それでも彼女には一目で彼だとわかった。

　会いにきてくれた。

　会いにきてくれた。

　会いたいと願い続けていた彼が。

　たっくんが、会いにきてくれた。




　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ！




　彼女は歓喜に震ふるえ、叫んだ。
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　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ！




　アンラ・マンユが、そのグロテスクな巨体を激しく震ふるわせて、これまでになく大きな声を轟とどろかせた。

　嘆きでも苦く悶もんでもない。どう聞いてもそれは、歓喜の声だった。

　……一体、妖獣ドウームがなにを喜ぶというのか。

　人を殺せることに対してか。都市を破は壊かいできることに対してか。

　それとも、もっと別のなにかがあるというのか。

「まるで喜んでいるみたいな声ね」

　そう言ったのは、魔法杖ルーンスタツフについた妖獣ドウームの血と脂を払い落としながら僕の隣となりにやってきた美み月づきだ。

「敵は？」

「Ｃランク以上の妖獣ドウームは、とりあえず片づけたわ。放出の勢いも鈍ってるし、あとは後ろの連中だけでなんとかなるでしょ」

　美月が親指で自分の肩越しに後方を指し示す。そっちでは、学園を守ろうと駆けつけてくれた学園生たちが戦い続けていた。みんな美月の鬼神めいた戦いぶりに触発されて士気は高い。手て強ごわい妖獣ドウームは美月が倒してくれたから、しばらくは持ちこたえられるだろう。

　美月が戦いの手を止めてこっちに来たのは、アンラ・マンユの様子の変化に不ふ吉きつなものを感じたからだ。

「美月にも、喜んでる声に聞こえたんだな」

「ええ」

　……一体、妖獣ドウームが──それも最高位の妖獣ドウームであるアンラ・マンユが、なにを喜ぶんだろう。吐はき出される妖獣ドウームの数が減っているのも、気になるところだ。

　体内に蓄えた妖獣ドウームがいよいよ底をついた──ってわけじゃないだろう。その証拠にアンラ・マンユの体積はほとんど変わっていない。

　妖獣ドウームの放出は、さっきだって一度止まって──けど、またすぐに再開されたんだ。

　油断なんてできるはずもない。

「なにを喜んでいるのかわからんが、動いていないのなら好機だ」

　アンラ・マンユを見上げていた石いし神がみが、両手の指をゴキゴキ鳴らした。

「好機って……まさか」

「アンラ・マンユを討つ。大元を潰つぶさん限りは、どうにもならんからな」

「無理です」

　美月が断言した。

「アンラ・マンユは核を破壊しない限り、何度でも再生します。そして、核の位置は個体によって違う……。あのアンラ・マンユの核がどこにあるかわからないのに攻こう撃げきしたところで、倒せはしません」

「知っているよ。だが、核の位置がわからずとも、一撃で肉の一片も残らず吹き飛ばしてしまえば終わるだろう」

「どうやって？　先生の実力は認めますが、あれだけの大きさのアンラ・マンユを一撃で消滅させる方法なんて……まさか！」

　美み月づきが虎とらの目を急に大きく見開いた。

「さすがは安あん藤どう。物知りだな。……そうだ、エクスプロードを使う。俺おれの師は獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しようと名付けていたがね」

　僕の知識にない単語が出てきた。

「なんなんだ？　エクスプロードって……」

　美月に訊きく。

「一般には秘ひ匿とくされている武芸の奥おう義ぎの中でもとりわけ強力で危険な……いわば秘奥義よ」

「武芸の秘奥義……」

　魔ま法ほう使つかいに禁きん呪じゆがあるように、剣士にも奥義という呼び名で括くくられた数々の技がある。

　朧おぼろが手を触れずに石いし神がみを吹っ飛ばしたり、石神がミノタウロスを軽く触れただけで爆砕したのも、おそらくは奥義の一種だ。他ほかにどんな技があるのかは、知らない。奥義も禁呪と同じように法によって規制されているから、救済者セイバー免許の所持者以外は使ってはならないことになっているし、教えただけ、教わっただけでも罪に問われる。もちろん、一般の獣殺士学校スレイヤー・スクールで習うこともない。

　石神ほどの強さの持ち主なら、たとえ救済者セイバー免許を持っていなかったとしても、奥義の一つや二つ、修得していたとしても不思議じゃない。──でも、そう。石神は救済者セイバー免許を持ってはいないのだ。

　救済者セイバー免許を持っていない石神が奥義を使えば、それは罪になる。周りに誰だれもいない状況ならともかく、今この場にはウチの学園生が三十人以上もいる。軍の人間がいないのが幸いだけど、学園生の誰かの口から石神が奥義を使ったことが口外されないとも限らない。

「ダメだよ、先生。奥義なんて使ったら……」

　そう発言したのは、いつの間にか僕の隣となりにやってきていた南みなみだった。隣には愛あい原はらの姿もある。

「やむをえんさ」

　僕と同じ心配をしている南に、石神は苦笑いを見せた。

「天てん上じよう院いんが動くのを待っていたんじゃ、学園を守れんからな」

「でも……」

「学園を守りたいと思っているのは、おまえたちだけじゃないってことさ。この学園を……この場所を守りたい気持ちは、俺にもある。それに──」

　左右の拳こぶしをガチンとぶつけ合わせて、石神は言葉を続ける。

「あの妖獣ドウーム──アンラ・マンユには、大きな借りがある。こうしてこの場にきて、ヤツの姿を直じかに見てしまった以上、この手で討たずにはいられん」

　アンラ・マンユを見据える石神の目に、敵意よりももっと暗くて深い、憎ぞう悪おの色が滲にじんだ。

　どうやら石神は、アンラ・マンユという妖獣ドウームに対して、なにか格別の恨うらみがあるらしい。

　学園を守りたいという思いと、アンラ・マンユへの憎ぞう悪お──二つの強い感情が、石いし神がみに断固たる決意を与えている。

　僕たちがいくら止めたところで、石神は奥おう義ぎを使うだろう。

　だから僕は南みなみの手首をつかんで、「止めるな」と目で制した。

　石神の決意を感じ取ったのは南も同じだったのか、彼女は唇を嚙かんで言いかけていた言葉を吞のみ込んだ。

　美み月づきからも、もう石神を止める声はあがらなかった。

「すまんな」

　石神がアンラ・マンユに向き直って、両足をしっかりと地面に据えつけさせる。




　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ！




　アンラ・マンユが再び歓喜の声をあげた。

「俺おれも嬉うれしいよ、アンラ・マンユ。おまえとあの日のヤツは別物かもしれんが、関係ない。あの日の痛み、嘆き、恨うらみ……まとめて返させてもらうぞ！」

　石神が叫んで突き出した右の掌てのひらの先に、小さな光の点が生まれた。

「な、なに……？」

　南が震ふるえる手で僕のブレザーの裾すそをつかんできた。

　震えているのは僕も同じだった。

　僕たちを震えさせているのは、石神の手の先にある光だ。

　ビー玉よりも小さいのに、光は途方もなく大きな力を漲みなぎらせていた。いや、大きいだけじゃない。熱くて激しい──圧倒的な破は壊かいの力だ。

　美月の〝覇王大剣クラウ・ソラス〟と同等か、もしかするとそれ以上かもしれない。




　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ！




　アンラ・マンユの歓喜の声が三み度たび、響ひびく。

　本当に、一体なにを喜んでいるのか……。




　ガアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




「え……？」

　呼吸一つ分の間かん隔かくも置かずに、アンラ・マンユが叫びをあげた。

　だけど、それは歓喜の叫びじゃなかった。

　手負いの獣けものがあげるような、死に物狂いで目の前の恐怖を排除しようとする──恐慌の叫びだ。

　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォ！

　ガアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　間髪入れずに、歓喜と恐慌──相反する二つの叫びが、同時に響ひびき渡った。

「なんだ……？」

　そして、アンラ・マンユの躰からだのそこかしこから生え伸びていた触手が、激しく波打ちはじめた。

　その動きに、今にも襲おそいかかってきそうな明確な殺意を感じて、僕は長剣ロングソードを構えた。

　だけど、触手はただ波打つだけで、一向に襲いかかってはこない。かといって、拍子抜け──なんてしてはいられなかった。




　ガアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！

　ガアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！

　ガアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　眼だ。

　恐慌の叫びを連発するアンラ・マンユの底部に無数の細長い切れ目が生じ、それがパックリと一いつ斉せいに開いて中から巨大な眼球が迫せり出してくる。

　白目の部分はひどく血走り、瞳ひとみに当たる部分は赤黒い──血の色の光をたたえていた。

「あれは……！」

　最悪の展開に心臓が痛んだ。

　あれは、軍の精鋭を次々に灼やき殺した光線攻こう撃げきだ。触手よりも攻撃速度が速い上に、触手みたいに切り払うことができないから、連射されようものなら手に負えない。

「……ろっ！」

　逃げろ！

　そう叫ぼうとしたのに、恐怖と緊きん張ちようで強こわ張ばった喉のどはまともに声を出させてくれなかった。

「撃うってこない……？」

　美み月づきの呟つぶやきが聞こえた。

「え……？」

　アンラ・マンユの眼が、血色の光をたたえたまま、切れ目の奥へと引っ込んでいく。

　まただ。また、アンラ・マンユは明確な殺意を示しながらも攻撃を取りやめてしまった。

　……いや。取りやめた──というより、取りやめさせられたという感じだった。アンラ・マンユとは別の、誰だれかの意志によって。

──アンラ・マンユには、自我が二つある……？

　さっき、アンラ・マンユが同時にあげた二つの叫び──あれは……あれこそ、アンラ・マンユの自我が二つあることの証明なんじゃないだろうか。

「美み月づき──」

　アンラ・マンユが複数の自我を持つことはありえるのか。

　美月に問おうとした僕の言葉はだけど、




　ガアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　アンラ・マンユの叫びにかき消された。

　グロテスクな巨体が、叫びをあげながら収縮し、膨ぼう張ちようする。

　そして、無数の黒い影が夜空に躍おどった。

　数は三百──いや、もっと多い。五百を超えているかもしれない。

　妖獣ドウームだ。

　やみかけていた妖獣ドウームの雨が、急にまた激しさを増したのだ。

「セーヤ」

　美月が、まるで盾になるように石いし神がみの正面に立って、言った。

「先生を守るわよ」

　そして、魔法杖を構える。

「守るって……」

「エクスプロードは完成に時間のかかる技なの。その間、先生は動けない」

　なるほど、そういうことか。

　僕は頷うなずいて、美月の隣となりに立った。

「完成までの時間は？」

「三分か四分か……五分はかからないはずよ」

「三、四分か……」

　敵の数はこれまでになく多い。学生レベルじゃ太た刀ち打うちできないような妖獣ドウームの姿も見える。

　動けない石神を守って戦うとなると、ほんの数分とはいえ、凌しのぎきるのはそう簡単じゃない。だけど、凌ぐしかなかった。

　今この場でアンラ・マンユを倒せる可能性があるのは、石神しかいないのだ。

「──やってやるさ！」

　腹を括くくって剣を構えた僕の隣で、美月が静かに殺気を研とぎ澄すませていく。

　美月のその鋭すぎるぐらいに鋭い殺気が、僕を奮ふるい立たせた。

　──そうだ。こっちには美み月づきがいるんだ。妖獣ドウームが百匹だろうと千匹こようと、敗まけるものか。

「あたしたちだっているんだからね！」

「……敗けません。私も」

　そう言って石いし神がみの側面に立ったのは、南みなみと愛あい原はらだ。

　僕はふたりに頷うなずいて、剣を握る手に力を込めた。

「みんな！」

　南が振り返って、後ろの連中に呼びかけた。

「先生が技を完成させるまでの間、先生を守って！」




「よっしゃあっ、任せろおっ！」

「俺おれたちが守ってやるよ、先生！」

「その代わり、バッチリ決めてよね！」

「先生には指一本だって触れさせない！」

「何匹でもかかってこい！」




　勇ましい声がいくつも返ってくる。みんな、そろそろ疲ひ弊へいしているはずだし、怪け我がだってしているはずだ。だけど、怯ひるんでいる奴やつはただの一人もいない。




「火よ。五元の一にして始原の赤──」

　呪文スペルを唱える美月の声が涼やかに力強く夜気に響ひびく。

「風よ。五元の二にして悠久の徒──」

　愛原の詠唱が、まるで輪唱のようにそれを追いかける。さらに他ほかの魔ま法ほう科か生せいたちの詠唱もそこに加わって、呪文スペルの輪唱はその輪を広げていく。

「──〝怒れる火神イグナイト〟！」

　最初に完成したのは、美月の魔法だった。

　美月が天に向かって突き上げた魔法杖の先から湧わきあふれた炎が、空に広がり、降り注ぐ妖獣ドウームたちにその灼しやく熱ねつの牙きばを剝むく。

　美月の魔法はさすがに強力だ。何十匹もの妖獣ドウームがたちまち骨も残さず焼き尽くされる。だけど、敵の数は美月が倒した数を遥はるかに上回っていた。




「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

「〝極刑凍土コキユートス〟！」

「〝黒の聖女ブラツクマリア〟！」

「〝怒れる火神イグナイト〟！」




　美み月づきに続いて、愛あい原はらや他ほかの魔ま法ほう科か生せいたちの魔法が天に向かって炸さく裂れつする。

　電でん撃げきが、風の刃が、冷気が、腐食の闇やみが、炎が、弾幕となって妖獣ドウームを撃うち落とす。

　それでも、敵の数はまだまだゼロには程ほど遠とおい。

　魔法の弾幕を免れた、あるいは耐え抜いた妖獣ドウームたちが、地上に降り立ち、奇声と咆ほう吼こうを響ひびかせる。

　僕は目の前のキラーエイプに斬きりかかり、灰色の体毛に覆おおわれた太い腕を斬り飛ばした。

──ミスった！

　力みすぎた。胴を薙なぎ払ってやるつもりで振り抜いた一撃だったのに、腕に引っ掛かってしまった。

　攻撃の後には反撃がくる。僕は剣を振り抜いた姿勢のまま跳び退のいた。

　キラーエイプは残った左腕を振りかぶり、襲おそいかかった。僕を無視して──石いし神がみに。

「やらせるか！」

　僕は力いっぱいに地面を蹴けって、今まさに拳こぶしを振り下ろそうとしているキラーエイプの背中に長剣を突き立てた。

　悲鳴をあげ、仰のけ反りながらもキラーエイプは攻撃を諦あきらめない。

　最終的にキラーエイプの攻撃を止めたのは、美月の魔法杖の一撃だった。

　頭を腐ったトマトみたいに叩たたき潰つぶされたキラーエイプが、拳を振り上げた姿勢のまま倒れる。

「すまんな。おまえたち」

「礼には及びません。先生のためにやってるわけじゃありませんから。──技の完成を急いでください」

　礼を言う石神にそう返すと、美月は短く鋭く息を吸って、背後から石神に迫ろうとしていたミノタウロスに躍おどりかかっていった。

　僕も止まっているわけにはいかない。

「ぬぅん！」

　キラーエイプの死し骸がいから剣を引き抜く僕の横で、石神が掌てのひらの上の光にさらなる力を込める。

[image: ]

　凄すさまじい力のほとばしりに手足が震ふるえそうになるのをこらえて、僕は手近な妖獣ドウームに斬りかかった。

　オークを斬り捨て、ヘルハウンドを突き殺し、目の前の僕を無視して石神に飛びかかろうとしたブギーマンを蹴り飛ばす。

──こいつら……！

　目の前の僕（敵）を無視したのは、さっきのキラーエイプと今のブギーマンだけじゃなかった。

　どの妖獣ドウームも、僕には目もくれず、石いし神がみに襲おそいかかろうとしていた。

「気をつけて！」

　南みなみの叫ぶ声が聞こえた。

「こいつら、先生だけを狙ねらってる！」

　やっぱり、そうか。

　ガーゴイルの首を刎はね飛ばして、僕は一いつ瞬しゆん、アンラ・マンユを睨にらんだ。

　アンラ・マンユに恐慌の叫びをあげさせているのは、石神なんだ。

　アンラ・マンユは石神を──石神の秘ひ奥おう義ぎを恐れて、誰だれよりも最優先で石神を殺そうとしているんだ。

──守り抜いてみせる！

　歯を食いしばって、僕は石神に近づく妖獣ドウームを片っ端ぱしから斬きっていく。

　腕も足も、止めている暇はない。

　だけど、敵は斬っても斬っても、途絶える気配すらない。仲間の死し骸がいを踏ふみ越えて、石神に迫る。

──まだか！　まだなのか……っ！

　たかが三、四分が、途方もなく長く感じる。

　体力はとっくに限界を迎えていた。気力でカバーしてきたけれど、それもそろそろ限界だ。

　ブギーマンを斬きった拍子に足から力が抜けて、僕は大きくよろめいた。

　背中を支えてくれる手がなかったら、僕はそのまま仰あお向むけに倒れていただろう。

「愛あい原はら……」

　倒れそうになった僕を支えてくれたのは、愛原皐さ月つきだった。

　愛原はにっこり微笑ほほえんだかと思うと、すぐにその笑顔を鋭く厳しい戦士の顔に変えて、高らかに声をあげた。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　青白い雷光が愛原の魔法杖の先からほとばしって、僕たちの脇わきを抜けて石いし神がみに迫りつつあったグレムリンを二匹まとめて塵ちりに変えた。

「杉すぎ崎さきくん」

　愛原が僕の名前を呼んだ。

　後に続く言葉はない。だけど、僕の目をまっすぐに見つめる愛原の目が、がんばりましょうと言っていた。

「ああ」

　愛原に頷うなずいて、僕は剣を握り直した。そして、力の入らない足に無理やり力を入れて、目の前のヘルハウンドを力任せに叩たたき斬る。

　まだだ。

　まだ、やれる。まだまだ、やれる。

　気力を振り絞って、僕は剣を動かし続ける。

「上だ！」

　誰だれかが悲鳴じみた叫びをあげた。

　オークの胴を薙なぎ払いながら目線を上げた僕は、そこに肝きもの冷える光景を見た。

　数十匹ものガナー・デーモンが、腕の砲身を構えていたのだ。狙ねらいは、もちろん石神だ。

　上空からの一いつ斉せい射しや撃げき──これは、撃うたれてしまったら防ぐ手だてがない。

「美み月づき！」

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　僕の呼び声に応こたえるように、魔ま法ほうを放つ美月の声が響ひびき渡った。

　爆炎がガナー・デーモンの編隊を吞のみ込んで、灼しやく熱ねつ地獄へ叩たたき落とす。

　だけど、いくら美月といえど、一撃で仕留めるには敵の数が多すぎた。

　すんでのところで炎を逃れたガナー・デーモンが、改めて石神に腕の砲身を向ける。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　誰かの放った風ふう刃じん魔法がガナー・デーモンを八つ裂きにした時にはもう、石神に向けられた砲身は火を噴いていた。

　真っ赤な光弾が、石神を捉とらえて炸さく裂れつする。

「先生！」

　直ちよく撃げきだった。いくら石いし神がみが強いといっても、ガナー・デーモンの攻撃をモロにくらって無傷でいられるわけがない。いや、即死だっておかしくないダメージだったはずだ。

　だけど、石神は生きていた。

　服が焼け皮ひ膚ふが焼け、肉はあちこち裂けて全身から血を滴したたらせながらも、石神は倒れるどころかよろめきもしていない。

　攻撃をくらう前と何一つ変わらない表情で──重傷を負ったことなど意にも介さないといったふうに、手の上の光に力を込め続けている。

「おまえたち──」

　石神がおもむろに口を開いた。

「──よくもちこたえてくれた」

　石神の手の上の光が、一いつ瞬しゆん、眩まぶしいぐらいに輝かがやいて大きさを変えた。

「おまえたちの戦いは無む駄だにはしない。──さあ、死んでもらうぞ、アンラ・マンユ」

　石神は憎ぞう悪おの目を空に向けると、ビー玉よりも小さな点からバスケットボールサイズに大きさを変えた光を鷲わし摑づかみにして、吼ほえた。

「獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しよう──！」

　丸太のような石神の腕が大きく弧を描き、その手につかまれていた光の球が天に向かって投げ放たれる。

　石神の手を離はなれた刹せつ那な、光の球は一条の矢となって夜気を切り裂き、アンラ・マンユに深く突き刺さった。

「やった！」

　歓喜の声をあげたのは、南みなみだ。

　──だけど、なにも起こらない。

「まさか……不発？」

　負の可能性が黒雲のように僕の胸に湧わきだした、その時──。

　真っ白な光が一筋、アンラ・マンユを貫いて天に伸びた。

「あれは……」

　光の筋は見る間に数を増やし──そして、音のない爆発が起こった。

「──！」

　強烈な爆光が光こう風ふう学園の空から夜の色を奪い去る。

　咄とつ嗟さに手で目の上に廂ひさしを作っていなかったら、確実に目を焼かれていただろう。

「やったのか……!?」

　手て応ごたえは、あった。

　僕が攻撃したわけじゃないから、手応えっていうのは違うのかもしれない。だけど、眩しさに目を背そむける一いつ瞬しゆん、アンラ・マンユの躰からだが内側からバラバラに吹き飛ぶのが、たしかに見えたのだ。

　倒せたのか否いなか──確認しようにも、まだ閃せん光こうの余よ韻いんが濃く残りすぎていて、空を見上げることはできなかった。

　それに、まだ妖獣ドウームもいる。

　僕は眩まぶしさに目を細めつつも、アンラ・マンユは倒されたと信じて、剣を振るった。

　さっきまでひたすらに石いし神がみを狙ねらっていた妖獣ドウームたちは、まるで目的を失ったみたいにまごついていた。動かないわけじゃないし攻こう撃げきしてこないわけでもない。だけど、動きの一つ一つに積極性がないから、斬きるのは容易だった。

「先生！」

　グレムリンを斬り、ブギーマンを斬り、リッパー・デーモンを斬り、オーガーの腹を貫いたところで、南みなみの悲鳴が聞こえた。

　オーガーにとどめを刺して、僕は石神に駆け寄った。

　石神はがっくりと片かた膝ひざをついて、広い肩と背中を速く大きく上下させていた。傍かたわらには南と愛あい原はらがいる。

「愛原、〝癒しの秘蹟サクラメント〟を！」

　僕が言うまでもなく、愛原はすでに〝癒しの秘蹟サクラメント〟の呪文スペルを唱えはじめていた。

「だい……じょう、ぶ、だ……心配、するな……」

　息も絶え絶えに言って、石神は笑ってみせた。だけど、その笑顔にはまるっきり生気がなくて、安心なんてできるはずもなかった。

「ちょっとの辛しん抱ぼうだよ、先生。すぐに元気になるからね。皐さ月つきの〝癒しの秘蹟サクラメント〟はよく効くんだ」

　南がそう言って石神を励ます。

　たしかに、愛原の〝癒しの秘蹟サクラメント〟はよく効く。僕も過去に何度か世話になったことがある。

「怪け我がが治ったとしても、まともに動けるようになるには時間がかかるでしょうね」

　南の励ましに水を差すような台詞せりふを口にしたのは、僕の傍かたわらに立った美み月づきだ。

「美月……」

「どういうことなの、安あん藤どうさん」

　問いかけてきた南を一いち瞥べつして、美月は答えた。

「エクスプロードよ。先生は別の呼び名で呼んでいたけれど……あれは──あの技は、使用者自身の生命力を火薬に見立てて爆発させる技なの」

「生命力を、爆発……」

　美月は頷うなずいて、言葉を続けた。

「奥おう義ぎは基本的にみんな生命力を源にするものだけど、エクスプロードは破は壊かい力りよくが桁けた違ちがいな分、引き換えに失われる生命力の量もハンパじゃないの。そして、奥おう義ぎで失われた生命力は、時間でしか回復しない」

「時間って……どれぐらいかかるんだ？」

「個人差があるけど……最低でも一週間はまともに動けないでしょうね」

「そんなに……」

　驚おどろきつつも、僕は同時に納得もしていた。

　石いし神がみの放った光には、美み月づきの〝覇王大剣クラウ・ソラス〟をも上回る力が込められていた。あれだけの力を人間が生み出すには、それなりの対価が必要ってことなんだろう。

「俺おれの……ことは、いい……」

　石神が呻うめき交じりに言った。

「アンラ・マンユは、どう、なった……？　手て応ごたえはあったが……」

「不明です」

　答えたのは、美月だ。

「エクスプロードがアンラ・マンユの大部分を破は壊かいしたことは間違いありません。ですが、核まで破壊できたかどうかは、まだ」

　僕は空を見上げようとして、断念した。だめだ。空はまだ閃せん光こうの余よ韻いんで真昼よりも明るくて、まともに見られない。

「そうか……」

　石神は重い息を吐はく。

「私たちは、残っている妖獣ドウームを掃討します」

　美月はそう言うと、魔法杖を両手で構えて、僕に視線を送ってきた。

「やるわよ、セーヤ」

　僕は頷うなずく。

「ああ、やろう」

「あたしも」

　南みなみが立ち上がって、片手剣ワンハンドソードを構える。

「皐さ月つきは、先生の治ち療りようを続けて」

　頷いた愛あい原はらに背中を向けて、僕は足を踏ふみ出した。

　ちょうど目の前を横切ったグリフォンの横っ腹を斬きり裂く。

「セーヤ！　後ろに跳んで！」

　美月の緊きん迫ぱくした声が耳じ朶だに突き刺さったのは、とどめの一いち撃げきを見舞おうと剣を振りかぶった瞬しゆん間かんだった。

　迷わず、僕は美月の言葉に従って剣を振りかぶった姿勢のまま後ろに跳んだ。

　刹せつ那な、僕が斬ろうとしていたグリフォンの真上に、黒くて大きな物が地面を砕く勢いで落ちてきて、ドスンと重い音を響ひびかせた。グリフォンは……完かん膚ぷなきまでに潰つぶされただろう。僕も跳ぶのが半はん瞬しゆんでも遅かったら確実に潰されていた。

　背中に冷たい汗が噴き出してくるのを感じながら、僕は目の前の物体を見た。

　それは、巨大な肉の塊かたまりだった。

　どす黒く、湿った臭気を全体から漂わせ、触手めいた肉の紐ひもを無数に蠢うごめかせている。大きさは小型車程度だけれど、その姿は紛れもなく──。

「アンラ・マンユ……」

　空に君臨していた巨大な臓ぞう腑ふを、形はそのままに縮小したようなそれの姿は、僕の声と足を震ふるえさせた。

　アンラ・マンユだ。

　アンラ・マンユが目の前にいる。

　どうする？

　逃げるか？　戦うか？

　どうする？

──逃げるんだ！

　逡しゆん巡じゆんは一瞬。

　たとえ体積が縮んでいたとしても、相手はＳランク妖獣ドウームだ。僕にどうこうできるわけがない。

　僕は自分の身体からだに逃げろと命令を下した。

　だけど、逃げるために振り返ろうとした瞬間、

　ぬるり──と、アンラ・マンユの蠢く触手の一本に頰ほおを撫なでられて、僕は──僕の身体は──パニックを起こして意志とは反する行動を取っていた。

「うわあっ！」

　恐慌の悲鳴をあげて繰くり出した長剣が、どす黒い肉に深々と突き刺さる。

「セーヤ！」

「あああああっ！」

　突き刺した剣を、僕は力任せに振り上げた。

　剣が抜けて傷口から噴き出した血が、僕の頰を濡ぬらす。

　アンラ・マンユの血は、氷みたいに冷たくて──その冷たさが、僕をパニックから立ち直らせた。

「下がって！」

　美み月づきが叫ぶのと同時に僕は地面を蹴けって跳び退のいた。

　入れ替わるように前に出た美月が、「──しっ！」、刺すような呼気を発して魔法杖を奔はしらせる。

　だけど、その一いち撃げきは空を切り裂くだけに終わった。

　触手を足代わりにして跳ちよう躍やく、すんでのところで美み月づきの魔法杖を逃れたアンラ・マンユは、再びその身を空に置いた。

　僕たちは眩まぶしさに目を眇すがめつつ、空に浮かぶ肉の塊かたまりを睨にらむ。

「アンラ・マンユ……核と肉の一部だけが残ったのね」

　美月が呟つぶやいた。

「倒しそびれたってことか……」

　アンラ・マンユは核を潰つぶさない限り、何度でも再生すると美月は言っていた。そして、アンラ・マンユの、いわば本体とでも言うべき核は、石いし神がみの命を削った秘ひ奥おう義ぎをくらいながらも生きていた……。

「くそっ……」

　僕が吐はき捨てた直後、空の肉にく塊かいが動いた。

「触手が……!?」

　激しく波打っていた触手が、地上に──僕らに向かって伸びてくる。数は一本や二本じゃない。軽く百本を超えている。

「こんなもの……っ！」

　幸いと言うべきか、触手の動きはたいして疾はやくなかった。攻こう撃げきと呼ぶには、鈍すぎる動きだ。

　迎え撃うってやろうと剣を構えた僕の前に、美月が素速く滑なめらかに躍おどり出た。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖が、迫り来る触手を片っ端ぱしから切り払う。

「きゃっ」

　すぐ側そばで短い悲鳴があがった。愛あい原はらだ。見ると、石いし神がみの治ち療りようで動けない愛原と石神に、何本かの触手が絡からみついていた。

「皐さ月つき！　先生！　──あっ！」

　叫んで気を逸そらした南みなみにも触手が絡みつく。

　僕は三人を助けようと駆け寄った。だけど、その時にはもう美月の魔法杖がふたりに絡みついた触手を一本残らず断ち切っていた。

「あ、ありがとう」

「礼を言われる筋合いはないわ。戦力を減らしたくなかっただけなんだから」

　礼を言った南に、美月が冷たく返す。

　口調は冷淡だけれど、その言葉は南や愛原を認める言葉にほかならなかった。

「うん」

　と、笑って頷うなずく南。

　美月の言葉の意味するところは、ちゃんと南にも伝わったらしい。

「──もっとも、現状の戦力じゃどうにもならないことに、変わりはないんだけどね」

　美月が言いながら自分に迫ってきた触手を魔法杖で切って退ける。

　触手は僕にもまだしつこく向かってきた。だけど、そいつは剣の届くギリギリ手前の距きよ離りで急に進行方向を変えて、僕の前方に倒れ伏していたオーガーの死し骸がいに絡からみついた。

「な……!?」

　オーガーの巨体が軽々と持ち上げられて、そのままアンラ・マンユへと引き寄せられていく。

　オーガーだけじゃない。何十体もの妖獣ドウームが、触手に絡まれて宙高くに運ばれていた。そこに生死の区別はない。生きている妖獣ドウームも、死骸になっている妖獣ドウームもかまわず、触手は空へと運んでいく。中には僕たちがここに来る前に妖獣ドウームと戦って命を落とした軍人の死体もあった。

「なにをしようってのよ！」

　南みなみが叫びながら、迫ってきた触手を片手剣で斬きり落とした。

　触手はどうやら、人間も妖獣ドウームも、生きているのも死んでいるのも問わずに、絡め取ろうとしているようだった。そして、絡め取られた物は区別なく空へと攫さらわれていく。その中に生きている人間の姿が見られないのは、ただ単に、生きている者は剣なり魔ま法ほうなりで触手を払い除のけているからにすぎなかった。

「再生だ……」

　南のあげた疑問の声に答えたのは、片かた膝ひざをついたままの石いし神がみだった。

　触手によって空へと運ばれた妖獣ドウームが、次々にアンラ・マンユに取り込まれていく。

　妖獣ドウームを取り込むごとに、アンラ・マンユは全身を上下左右に伸縮させていた。まるで、咀そ嚼しやくするように。

　呟つぶやいて、僕は喉のど元もとに滲にじんだ汗を掌てのひらで拭ぬぐった。

　妖獣ドウームを取り込み、咀嚼する度たびに、アンラ・マンユは体積を増しているように見えた。妖獣ドウームや人の肉を自分の肉に変えて、巨体を取り戻そうとしているんだ。

「今のうちに仕留めよう」

　僕は言った。

「今なら、核を守る肉は薄うすい」

「仕留めるって、どうやって？」

　美み月づきが冷えた目で僕を見た。

「剣の届く距離じゃないし、魔法攻こう撃げきも効果はないわよ。核だけになったって、アンラ・マンユの魔法抵抗力は変わらないんだから」

　僕は美月の耳みみ許もとに顔を寄せて、小声で訊きいた。

「〝覇王大剣クラウ・ソラス〟でも、無理か？」

　美月が小声で返してくる。

「一撃じゃ無理ね。何発かくらわせてやれば倒せるだろうけど、二発目を撃うつ前に再生されて終わりよ」

「そうか……〝絶対英雄ベーオウルフ〟は？」

「相手が剣の届く距きよ離りにいない以上、無む駄だね」

「そう……だよな」

　美み月づきが使えるもう一つの禁きん呪じゆ──〝絶対英雄ベーオウルフ〟は、剣士の肉体を〝荒神スサノオ〟以上に強化する付与魔ま法ほうだ。

　軍の攻こう撃げき部隊は跳ちよう躍やくしてアンラ・マンユに取り付いていたけれど、アンラ・マンユはあの時よりもずっと高い位置にいる。これじゃあ〝絶対英雄ベーオウルフ〟で肉体を強化したって、届かない。

　人目があるところで美月に禁呪を使わせていいのかという問題もある。禁呪による攻撃は、やっぱりナシだ。

「杉すぎ崎さき……」

　石いし神がみの苦しげな声が僕を呼んだ。

「おまえ……その剣にぶら下がってるのは……」

「剣……？」

　言われて、僕は自分の剣を見た。

「なんだ……これ……？」

　剣の刀身に、なにかが引っ掛かっていた。

「ペンダント……か？」

　シルバーかプラチナかわからないけど、銀色のチェーンの先にハート形に加工された青い石がぶら下がっている。サファイア……いや、青色水晶クリスタリウムだろうか。

「なんで、こんな物が……」

　まったく見覚えのない代しろ物ものだった。一体、いつどこで引っ掛かった物なのか……。妖獣ドウームの大群と戦っていた間には、少なくともなかったはずだ。

「アンラ・マンユに剣を突き刺した時よ」

　美月が言った。

「見てたのか？」

「ええ」

「なら、これはアンラ・マンユの中から出てきたってことか……」

「おそらくは、アンラ・マンユに取り込まれた人間の装飾物でしょうね」

「見せてくれ」

　手を伸ばしてきた石神に、ペンダントを剣から外して手渡す。

「これは……間違いない。これは……」

「先生……？」

　ペンダントをまじまじと見つめる石神の声は、震ふるえていた。

「瀬せ奈な……」

　震える声で、石神は女性の名前らしき単語を口にした。

「あいつは……あの時の……アンラ・マンユなのか……」

　声だけじゃなく、ペンダントを持つ手をも震ふるわせて、石いし神がみは空に浮かぶ臓ぞう腑ふを見上げた。

「先生……？」

「瀬せ奈な！」

　石神が突然、太く低い声を張り上げた。

「瀬奈！　そこにいるのか、瀬奈！」

　アンラ・マンユに向かって、石神は女性らしき名前を繰くり返し叫ぶ。

　と、まるで石神の叫びに応こたえるように、アンラ・マンユの核が臓腑のような躰からだを激しく震わせて声を響ひびかせた。




　アアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァ！




　聞く者の胸を抉えぐるような、悲痛な叫び。

「くっ……」

　石神が苦しげに奥歯を嚙かみしめる。

「先生……これは、一体……あのアンラ・マンユは……」

「あいつは……あのアンラ・マンユは、瀬奈を……俺おれの相棒パートナーを喰くったアンラ・マンユだ……」

　震える手でペンダントを握りしめて、石神は語りはじめた。

　最愛の相棒パートナーとの、出会いと別れを──。




　石神と彼女──森もり永なが瀬奈が出会ったのは、今からちょうど二十年前──ふたりが光風学園に入学した春のことだった。

　光風学園では入学から一ヶ月以内に相棒パートナーを決められなかった学園生は退学になる。

　期限ギリギリになっても相棒パートナーが決まっていなかった石神は、同じく相棒パートナーが決まらずにあぶれていた森永瀬奈と形式的にコンビを組むこととなった。

　当時の石神は、自分の実力を鼻にかけた、協調性のない嫌いやなガキだったという。

　三歳の頃ころからとある高名な獣殺士スレイヤーから格かく闘とう術じゆつを習い、入学当時で既すでに並外れた強さを持っていたというのだから、自うぬ惚ぼれもするだろう。

　そんな嫌なガキだった石神に友達なんてできるはずもなく、また石神自身も友達なんていらないと思っていたのだという。

　弱っちいザコみたいな連中と付き合うことになんの意味があるのかと。

　そんな石神の考え方に真っ向から意義を唱えてきた人間がいた。

　森永瀬奈だ。

「あいつは言ったんだ。俺の目をまっすぐに見据えて、石神くんは間違ってる、ってな。〝暴れ虎とら〟なんて呼ばれて、教師からもビビられてた当時の俺おれに向かって、だぜ？　まったく無む茶ちやなヤツだよな」

　友達のいない人生なんて淋さびしすぎると、獣殺士学校スレイヤー・スクールは戦い方を学ぶだけじゃなく、かけがえのない相棒パートナーや友達を見つけるための場所でもあるのだと、森もり永なが瀬せ奈なは力説したのだという。

「そして、あいつは俺に友達を作らせようとあれこれと世話を焼いてきたんだ」

　自分と美み月づきの姿を重ねずにはいられない話だった。

「突っぱねても突っぱねてもあいつはしつこくてな……気づくと、俺の隣となりにはいつだってあいつがいるようになってたよ」

　森永瀬奈が石いし神がみに与えた影えい響きようは、この上もなく大きかった。

「不思議な感覚だったよ。自分の価値観やら感性みたいなものが一から作り直されていくような、そんな感じだった」

　森永瀬奈と触れ合ううちに、石神は変わっていった。強さで人の価値を判断するのは誤りだと気づいた。友人も大勢できた。

　そして、形式だけの相棒パートナーだったはずの森永瀬奈は、いつしか石神にとってかけがえのない相棒パートナーで、最愛の女性になっていたのだという。

「学園を卒業して、俺たちは妖獣ドウームハンターになった。これでも、それなりに名の売れた妖獣ドウームハンターだったんだぞ？　恐こわいものなんてなにもなかった。誰だれと、なにと戦ったって負ける気はしなかった。だが、そんなものはただの自うぬ惚ぼれにすぎなかったんだ……」

　そして、その自惚れが森永瀬奈を殺すことになる。

「あの日、俺たちは腕試しのために第一種危険区域に入り込んで……アンラ・マンユと遭そう遇ぐうしたんだ」

　石神たちが遭遇したアンラ・マンユは、巨大でもなく、力もたいして強くなかったという。

「さっさと倒してしまえばよかったんだ……なのに、俺は……」

　石神はアンラ・マンユを倒すのではなく、生け捕りにしようとした。

　アンラ・マンユは高位の妖獣ドウームの中でも特に個体数の少ない妖獣ドウームだ。生け捕りにすれば、妖獣ドウームの生態研究に大いに役立つ。

「簡単に生け捕れると思った。だが、思いがけず手間取って……そのうちに、ベヒーモスが割って入ってきたんだ」

　ベヒーモスはアンラ・マンユと同じＳランクの妖獣ドウーム。強さだけでいえばアンラ・マンユよりも上の妖獣ドウームだ。

「そこでも、俺は選択を間違えた。さっさと逃げればよかったんだ。なのに俺はアンラ・マンユを生け捕ることにこだわって……」

　アンラ・マンユの相手をひとまず相棒パートナーに任せて、石神はベヒーモスと戦った。だが、それは完全な失策だった。

　アンラ・マンユに魔ま法ほうは効かない。魔法使いである森もり永なが瀬せ奈なに、アンラ・マンユを抑えておくことなど、できるはずもなかったのだ。

　石いし神がみがベヒーモスと戦っている間に森永瀬奈はアンラ・マンユに取り込まれ──アンラ・マンユを殺そうにもベヒーモスに阻はばまれてそれも叶かなわず──石神は一人、泣きじゃくりながら都市に逃げ帰った。

「十五年前の話だ……」

　目を閉じ、重い息を吐はいて、石神は話を締しめくくった。

「その……先生の相棒パートナーを取り込んだアンラ・マンユが、あいつだって言うんですか？」

　明るさを失い、本来の夜の色を取り戻した空を仰ぎつつ、僕は石神に訊たずねた。

　視線の先に在るアンラ・マンユは、妖獣ドウームや人間の死体を取り込んでの再生を続けていた。既すでにエクスプロードをくらう前の半分近い大きさを取り戻している。もう三分もすれば、完全に元の大きさになるだろう。

　その時、アンラ・マンユはどう動くのか。完全再生するまで攻こう撃げきしてこないという保証もない。

　あと一歩というところまで追いつめた敵が回復していく様をただ見ていることしかできないのは歯は痒がゆいけれど、僕らにはどうしようもなかった。

　再生するのに必要な『肉』は、妖獣ドウームと軍人の死体だけで足りたのか、僕らに触手が伸びてくることはなくなっていた。生きている妖獣ドウームの姿も、もうない。みんな、触手に絡からめ取られて空へと運び去られていった。おかげで、石神の話を聞いていられたわけだけど……もちろん、アンラ・マンユがいつ動き出すとも知れなかったから、一いつ瞬しゆんたりとも気を緩ゆるめることはできなかった。

「間違いない。あいつはあの時のアンラ・マンユだ。──こいつがここにあるのが、なによりの証拠だ」

　目を開けて答えると、石神はペンダントを持ち上げてみせた。

「こいつは、俺おれが贈ったペンダントだ。瀬奈はこいつを肌身離はなさず身につけていた。アンラ・マンユと戦った時も……」

　なら、あのアンラ・マンユは間違いなく、瀬奈さんを取り込んだアンラ・マンユなんだ。

「美み月づき」

　僕は美月に訊ねた。

「瀬奈さんを……アンラ・マンユに取り込まれた人を助けることは、できないのか？」

　アンラ・マンユに取り込まれ、放出された妖獣ドウームは皆、生きていた。ということは、瀬奈さんだってアンラ・マンユの中で生き続けているかもしれない。生きてさえいてくれれば、助けられる可能性はゼロじゃないはずだ。

「不可能だ」

　答えたのは、美み月づきじゃなく石いし神がみだった。

「アンラ・マンユに取り込まれた生物は、それはもうアンラ・マンユの一部だ。取り込まれた時点で自我は消滅して、戻ることはない……」

「そんな……」

　石神の言葉を否定してほしくて、僕は美月を見た。だけど、美月は首を横に振っただけでなにも言ってはくれなかった。

「……でも、瀬せ奈なさんの自我がなくなってるんだとしたら……なんでアンラ・マンユは先生の呼びかけに反応したの？」

　疑問を口にしたのは、南みなみだ。

「たしかに……」

　たしかに、アンラ・マンユは明らかに石神の呼び声に反応していた。

「そもそも、なんでアンラ・マンユは明みよう神じん市しに……光風学園にやってきたの？　いくら張り替え中で結界の力が弱くなっていたからって、Ｓランクのアンラ・マンユが結界を越えるのは相当苦しかったはずだよ。そんな苦しい思いをしてまで、なんでアンラ・マンユは光風学園にきたんだろう」

「それは……きっと……」

　石神の傍かたわらに膝ひざをついている愛あい原はらが、おずおずと口を開いた。

「石神先生に、会いにきたんだと……思う。ここは、先生と瀬奈さんが出会った場所だから……」

　南が頷うなずく。

「そうだよね。あたしもそう思う」

「つまり、瀬奈さんの自我はまだ残っていて、それがアンラ・マンユを動かしてるってことか……」

　そう考えれば、アンラ・マンユが光風学園の上空に留とどまっている理由も、石神の声に反応した理由にも説明がつく。

「どうなんだ、美月？　ありえるのか？　アンラ・マンユに取り込まれても自我が残っている可能性は。取り込まれた人間の自我がアンラ・マンユの行動を左右する可能性は」

「ありえないこと……のはずだけれど、一〇〇％ないと断言することもできないわね。なにしろ、未知の生物である妖獣ドウームの中でも、特に未知の部分の多い妖獣ドウームだから。アンラ・マンユは」

「だが、取り込まれた人間の自我が残っていて、しかもそれがアンラ・マンユの行動に影えい響きようを与えたなんて前例は、ただの一例だってなかったはずだ」

　石神が言った。

「たしかに前例はありません。けど、前例がないからといって、ありえないと言い切ることもできないでしょう？　ましてや、彼女は核に近いところに取り込まれているんですから。あるいは、核そのものと同化しているのかもしれない」

「核と同化……だと？」

　石いし神がみの目が驚おどろきに見開かれる。

「確証はありません。ただの推測です。でも、もし本当に彼女の自我が残っていて、アンラ・マンユの行動を左右しているのだとしたら──」

「考えられる可能性は他はかにはない、か」

　呻うめくように言った石神に、美み月づきは頷うなずいた。

「アンラ・マンユの核に、瀬せ奈なさんが……」

「あの、さ」

　南みなみが言った。

「核うんぬんはともかくとして、さ。瀬奈さんの自我が生きてるっていうんなら、助けてあげられるんじゃない!?」

　興こう奮ふんしているんだろう。南の声は上ずっていた。

「どうやって？」

　美月の冷えた視線が南を刺した。

「どうやってって……たとえばアンラ・マンユから瀬奈さんの取り込まれてる部分だけを取り出す──とか」

「どうやって、取り出すの？」

「それは……生け捕りにして」

「あんな巨大で強力な妖獣ドウームを生け捕りにすることなんて、不可能よ」

「あ……」

　きっぱりと言い切られて、さすがの南も言葉をなくした。

「それに、さっき先生が言ったように、アンラ・マンユに取り込まれた生物は、それはもうアンラ・マンユの一部なの。助けることはできないわ」

　南の顔から、みるみるうちに希望の色が消えていく。

「でも……瀬奈さんの場合は特殊なケースなんだろ？　本当にゼロなのか？　瀬奈さんを助けられる可能性は」

　美月は目を閉じ、眉み間けんに皺しわを刻んでため息に似た息をついた。

「……わからないわ。あなたの言うとおり、これは特殊な──前例のないケースだから。あるいは彼女を助ける方法が存在するのかもしれない。だけど、少なくとも私は知らないし、知っている人間の心当たりもない」

「瀬奈さんを助けることはできない……それが、美月の結論なんだな？」

「そうよ。先生には悪いけど」

　僕は横目で石神を見た。

　石いし神がみはペンダントを握りしめた手を険しい目で見つめて、押し黙だまっている。

「でも、可能性がゼロじゃないなら諦あきらめる必要はないんじゃない？　どうすれば瀬せ奈なさんを助けられるか、みんなで考えれば、きっとなにかいい方法が──」

「南みなみ」

　石神が南の言葉を遮さえぎった。

「ありがとう。杉すぎ崎さきも。瀬奈を助けたいと思ってくれるおまえたちの気持ちは、嬉うれしい。だが……もう、いい」

　そう言うと、石神はよろめきつつも一人で立った。

　ガナー・デーモンの砲ほう撃げきで受けた傷は、愛あい原はらの治ち療りようのおかげでほとんど治っていた。だけど、顔色は相変わらず悪く、足にもまったく力が入っていない。立っているのがやっとという感じだ。

「瀬奈は……あのアンラ・マンユは、俺おれの手で殺す」

「早まっちゃダメだよ、先生！」

　南が叫んだ。

「諦める前に考えようよ、先生！　瀬奈さんを助けられる方法を！　可能性はゼロじゃないかもしれないんだよ!?」

「……俺は獣殺士スレイヤーで教師なんだ、南。俺には都市を、学園を守る義務がある。あるかないかもわからない可能性のために、市民やおまえたちを危険な目に遭あわせるわけにはいかん」

「でも……！」

「もう既すでにあれのせいで、大勢の犠ぎ牲せい者しやが出てしまっているんだ」

「……っ」

　南は唇を嚙かみしめてうつむいた。握りしめた拳こぶしは悔くやしさにわなないている。

　悔しい気持ちは、僕も一いつ緒しよだった。

　瀬奈さんの自我が消滅してしまっているのなら、諦めもついただろう。でも、瀬奈さんの自我は生きていて……おそらくは、石神に会いたい一心でここまでやってきたのだ。

　そんな彼女を助けてやれないのは、助けるためにあがくことすらできないのは、どうしようもなく悔しい。

　かといって、石神の決断を非難することもできなかった。

　ここは都市の中だ。瀬奈さんを助けようともたついているうちに、アンラ・マンユが本格的に暴れ出そうものなら、被害は計り知れない。

「でも……倒すにしたって、どうやって？」

「もう一度、獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しようを使う」

　答えて、石神は両足のスタンスを広げた。そして、腰を深く落とす。

「だけど、その技じゃ──」

　アンラ・マンユを倒すには、足りない。

「倒せるわ」

　美み月づきが言った。

「技の威力なんて、使い手の気迫一つで上がりも下がりもするものよ。先生の気迫がさっきを上回っていれば、倒せる可能性は十二分にある。──もっとも、撃うつことができれば、の話だけどね」

「……どういうことなんだ？」

「先生の状態を見ればわかるでしょう？　一発撃っただけでその様なのよ」

「あ……」

　獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しよう──エクスプロードは、命を削る大技だ。事実、石いし神がみは一発撃っただけで、立つこともままならないぐらいに消耗している。今の状態でもう一度同じ技を使ったら……。

「心配するな」

　石神が言った。

「この程度で死ぬほど、ヤワな鍛きたえ方はしていないさ」

　石神の横顔に、僕は断固たる覚悟を見た。

　石神は自分の命と引き換えにしてでも、アンラ・マンユを──瀬せ奈なさんを殺すつもりだ。

「先生」

　僕は石神の正面に立って、訴えた。

「やめよう」

「杉すぎ崎さき……」

「先生の決断は正しいと思う。立派だと思う。だけど、恋人だった人を殺すなんて、そんなの悲しすぎる。ましてや命を賭かけてなんて……」

「だが、あれをこのまま放っておくわけにはいかん」

「放っておいていいとは言わない。瀬奈さんを助けようとも、もう言わない。だけど、先生じゃなくたっていいはずだ。あいつを倒すのは。天上院の救済者セイバーとか、腕うで利ききの妖獣ドウームハンターとか、あいつを倒せる人間は先生だけってわけじゃないんだ。軍の増援だってそろそろ到着するはずだし……先生が辛つらい思いをして戦う必要は──」

「杉崎」

　石神が僕の言葉を遮さえぎって言った。

「俺おれじゃなきゃ駄だ目めなんだよ」

「先生……」

「俺はたしかに瀬奈を愛しているが……それ以前に俺たちは相棒パートナー同士なんだ。瀬奈を殺すのは、相棒パートナーとしての俺の務めだ」

「でも……」

「セーヤ」

　食い下がろうとした僕の肩に、美み月づきの手が置かれた。

「美月……」

　美月は無言で僕の目をじっと見つめてくる。

　止めるなと、石いし神がみの決断を尊重しろと、その目が言葉の代わりに語っていた。

「……っ」

　歯を食いしばって、僕は言葉を吞のみ込んだ。

「すまんな、杉すぎ崎さき」

　石神はそう言うと、両の掌てのひらを胸の前で合わせて、静かに目を閉じた。

　直後──。




　ドクン──。




　と、まるで心臓が鼓動を打つように、空気が震ふるえた──ような気がした。

「なんだ……？　先生……？」

　空気の鼓動に気を取られた一いつ瞬しゆんの間に、石神の表情が変わっていた。

　穏おだやかに細められていた目は見開かれ、口角が吊つり上がって剝むき出しになった歯は今にも砕けそうなぐらいにきつく食いしばられている。

　それはまさに、修しゆ羅らの顔だった。

「こぉぉぉっ……」

　深く大きく息を吸い込みながら、石神が右手を肩の高さに持ち上げる。

　分厚い掌てのひらの上に、小さな光が灯ともった。




　ドクン──。




　また、空気が震えた。気のせいなんかじゃない。たしかに震えた。それも、一度じゃない。




　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン、ドクン──。




　力強く、空気は鼓動を繰くり返す。

　空気を震わせているものの正体は、言うまでもなく、エクスプロード──石神の生命の光だ。

　一度目も凄すさまじい力の漲みなぎりを感じた。けれど、今度の光に漲る力はさらに大きく、激しく、熱い。

　山だ。僕には石神がそびえ立つ巨大な山に見えていた。それも、ただの山じゃない。煮えたぎるマグマを絶え間なく噴き上げる──灼しやく熱ねつの活火山だ。

「セーヤ、下がって！」

　美み月づきが叫んだ。

「あ、ああ」

　頷うなずきはしたものの、僕は下がれなかった。

「う……く……っ」

　脳は足に下がれと命令しているのに、石いし神がみの力に圧倒されて、まるで金かな縛しばりにあったみたいに足が動いてくれないのだ。

「まだだ……！　まだだ、獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しよう……！　もっと……もっと輝かがやけ！　俺おれの命を吸って、もっと輝き、猛たけれ……！」

　食いしばった歯の隙すき間まから声を押し出して、石神は掌てのひらの上の光になおも力を漲みなぎらせる。




　ガアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　アンラ・マンユのあげた恐慌の叫びが、学園を揺らした。

　やっぱり、アンラ・マンユは石神を──エクスプロードを恐れている。

　意識が石神からアンラ・マンユに移ったことで金縛りが解けた僕は、下がりつつ空に向けて剣を構えた。

　身構えているのは僕だけじゃなかった。美月も南みなみも愛あい原はらも、他ほかの学園生たちも、武器を構え、空を睨にらんでいる。

　エクスプロードを阻そ止ししようと、アンラ・マンユがまた攻こう撃げきをしてくるかもしれないと思い、みんな絶対に石神を守り抜く覚悟で空を睨んでいるのだ。

　だけど──。

　再生中は攻撃行動を取ることができないのか、アンラ・マンユはただ繰くり返し叫ぶだけで、触手を伸ばしてくることも光線を撃うってくることもしなかった。さっきみたいに妖獣ドウームが放出されることもない。

　──チャンスだ。

　エクスプロードは完成までに時間のかかる技だ。

　三分か、四分か──とにかく、エクスプロードが完成するまでこのままアンラ・マンユがおとなしくしていてくれれば、僕たちの勝ちだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　アンラ・マンユの叫びをかき消すような雄お叫たけびが、背後であがった。

　剣を空に向けたまま振り向いた僕は、雄叫びの主である石神の掌の上に、バスケットボール大の光の球を見た。

　エクスプロードが完成している。

「早い……！」

　一度目の時は三分以上もかかったエクスプロードが、今回は一分とかからずに完成してしまった。

　これも、一度目に遥はるかに勝る石いし神がみの気迫が成せる業わざだ。

　完成までの時間も、そして間違いなく破は壊かい力りよくも、石神のエクスプロード──獣じゆう神しん涅ね槃はん衝しようは、一度目を超えている。

　これなら、今度こそ──アンラ・マンユを確実に倒せる。

　油断はできなかった。アンラ・マンユも、触手により絡からめ取った『肉』をほぼ取り込み終えていた。もう二、三分はかかるだろうと思っていた僕の見立てよりも、早い。

　石神の手が光の球をつかみ取る。あとはそれを天に向かって投げ放てば、終わりだ。




　キイィィィィィィィィィィィィィィィェェェェェェェェェェェェェェェイ！




　アンラ・マンユが、鼓膜が引き裂けるような甲高い声を響ひびかせたのは、こみ上げてきた勝利への期待に僕が身み震ぶるいしたのと同時だった。

　僕は空を振り仰いで──絶句した。

　空に浮かぶ臓ぞう腑ふの数が、一つじゃなくなっていた。

　二匹──。

　アンラ・マンユが二匹、いる。

　二匹とも大きさはアンラ・マンユの半分程度だけど、そのあらゆる臓腑をくっつけ合わせたようなグロテスク極まる姿は、紛れもなくアンラ・マンユのものだ。

　僕は我が目を疑って、ブレザーの袖そででゴシゴシ擦こすった。

　だけど、現実は好転せず──それどころか、悪化した。

　二匹になったアンラ・マンユの躰からだが、まるで飴あめか餅もちみたいに伸びて、それぞれが二つに分かれた。分裂した。

「──やられた！」

　悔しげな声をあげたのは、美み月づきだ。

「これじゃあ、エクスプロードが撃うてない……！」

「それって……」

　振り向いた僕に、美月は頷うなずいた。

「そうよ。エクスプロードは単体を対象にした攻こう撃げき……複数の対象を撃つことは、できない……」

「そんな……！」

　僕と美み月づきが言葉を交わしていたほんの数秒の間にも、アンラ・マンユは分裂を続けていた。

　四つが八つに、八つが十六に……十六体に分かれたところで、分裂はようやく止まった。

　分裂する度たびに一個体の大きさは小さくなっているものの、巨大な臓ぞう腑ふが無数に夜空に浮かぶ様は、今までにも増して気持ち悪かった。

「どうすればいいんだ……!?」

　まさか、アンラ・マンユがこんな手を使ってくるなんて。

　アンラ・マンユは知っているんだ。自分を倒しうる技──エクスプロードの弱点を。

　本能で悟ったのか、それとも瀬せ奈なさんの記き憶おくなのか……とにかく、エクスプロードが複数の敵を攻こう撃げきできないっていうのなら、これはこの上もない──危機だ。

　エクスプロードは連発できるような技じゃない。一発撃うつのに時間がかかる上に、なにより命を削る。一発目を撃った時点で石いし神がみの体力は底をついていたのだ。二発目だって十分無理をしているっていうのに……これ以上なんて、もう絶対に不可能だ。

「分裂したって、核は一つのはずよ。核さえ潰つぶせば、全滅するはず」

「でも、これじゃあ……」

　核がどこにあるのか、わからない。

「なにかないのか？　核の在処ありかがわかる方法は！」

　僕の問いに、美月は奥歯を嚙かみしめただけで答えない。

　愚問だった。そんな方法があるのなら、とっくに美月は実行しているだろう。

「先生……」

　僕は振り返って石神を見た。

　修しゆ羅らの形相で空を睨にらむ石神の手には、未いまだ光の球が投げ放たれることなく握られていた。それはつまり、石神にも核を有したアンラ・マンユを見分ける術すべはないってことだ。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　魔ま法ほう科か生せいの誰だれかが、仕掛けた。

　無数の火球が空へと奔はしり、アンラ・マンユの一体を直撃し、夜空に赤い花を咲かせる。美月には及ばないものの、けっこうな火力だ。だけど、案の定というべきか、アンラ・マンユはビクともしない。

　分裂したからって、魔法抵抗力が落ちる──なんてことには、なってくれないらしい。

「どうすればいいんだ……」

　僕はまた、その言葉を口にしていた。

　剣は届かない。魔法は効かない。一か八かエクスプロードを撃つにしたって、確率は十六分の一だ。分が悪すぎる。

「くそっ……」

　僕が吐はき捨てた直後、




　ざわ…ざわ……。




　夜空を汚す十六体のアンラ・マンユが、無数の触手を一いつ斉せいに波打たせはじめた。その動きに明確な殺意を感じて、僕は剣の柄つかを握る手に力を込めた。

　美み月づきが、愛あい原はらが、魔ま法ほう科か生せいたちが呪文スペルを唱えはじめる。

「瀬せ奈な！」

　石いし神がみの剛声が轟とどろいたのは、数千本もの触手が矢の疾はやさで空を滑すべり下りはじめた瞬しゆん間かんだった。

　触手の動きが空中で止まった。ピタリと、まるで時間が凍ったみたいに。

　……石神の声に反応した……のか？

「瀬奈」

　まばたきも忘れて立ち尽くす僕の横を、石神が最愛の相棒パートナーの名前を静かに厳おごそかに呼びながら通り過ぎた。

「会えて嬉うれしいよ。どんな形であれ、またおまえに会えたんだ。こんなに嬉しいことはない。謝罪はそっちでいくらでもする。だから、今は礼を言わせてくれ。……ありがとう」

　吐はき気すら催もよおす異形の中の異形に、石神は優しく語りかける。

　アンラ・マンユの群れは動きを止めたまま──まるで、石神の言葉に聞き入っているように見えた。

「十年間……そんな姿で、たった独りで、苦しかったろう。寂しかったろう。だが、もう苦しむことはない」

　石神が言いながら右手を──その手につかんだ光の球を、見せつけるように高く掲げた。

「俺おれが解き放ってやる。俺の命を使って……今すぐ、おまえを、その忌いまわしい肉の塊かたまりから解き放ってやる。──だから、教えてくれ。おまえは今、何処どこにいる？」

　風が吹いた。

　生なま温ぬるい風が、むせ返るような血の臭においを抱いて、静かに僕たちのいる場所を吹き抜けた。

　そして。

　アンラ・マンユが動いた。

　十六体全部じゃない。動いたのは、一体だけだ。

　十六体のうちの一体が、そのどす黒く醜みにくい肉をぶるぶると震ふるわせはじめたのだ。

　なにが起きようとしているのか、僕らは固唾かたずを吞のんで見守った。

　震えは長くは続かなかった。十秒経たったか経たないかというところでやみ──そして、次の異変が起こった。

　そのアンラ・マンユのどす黒い肉の表面に、なにかが浮かび上がってきたのだ。

　……十字架か……？　いや……あれは……。

「人……？」

　距きよ離りがあるからはっきりとはわからない。だけど、それは両腕を広げた人間の姿に、僕には見えた。人……それも、おそらくは女性の姿だ。

「瀬せ奈な……さん……？」

　他ほかには考えられなかった。

　瀬奈さんが、石いし神がみの呼びかけに応こたえたんだ。

　両腕を広げた彼女の姿は、自分を撃うってくれと──殺してくれと訴えているようにも、愛する人の抱ほう擁ようを求めているようにも見えた。

「そこか……瀬奈」

　石神が、光の球を手にした腕を弓のように引き絞った。

　と──。

　アンラ・マンユにさらなる異変が起きた。

「集まっていく……アンラ・マンユが……」

　十六体に分裂したアンラ・マンユが、醜みにくい肉を蠢うごめかせながら一つ所に──女性の姿の浮かび上がったアンラ・マンユへと集まっていく。




　ガアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　怒りと焦あせりに満ちた、悲鳴をこだまさせながら。

　アンラ・マンユは明らかに、一つになることを拒絶していた。だけど、アンラ・マンユのそれよりも強い意志が、分裂したアンラ・マンユを再び一つにしようとしていた。

　肉と肉が重なり、融とけ合って、アンラ・マンユは再び一個の巨大な臓ぞう腑ふになった。

　浮かび上がった女性の姿は、消えてはいない。

　地上の僕らに──いや、石神に向かって、両腕を広げ続けている。

「別れは言わないぞ、瀬奈。……俺おれもすぐにいく」

　弓のように引かれていた石神の腕が、矢にも勝る勢いで押し出された。

　純白の尾を靡なびかせ、夜気を切り裂いて、石神の生命の光は、アンラ・マンユに浮かび上がった人型の──瀬奈さんの、ちょうど心臓に当たる位置に突き刺さった。

「……？」

　光の球が突き刺さる瞬しゆん間かん、アンラ・マンユの側面部から大きくて長いなにかが生え出てくるのが見えた。

──羽……か？

　たしかめる間もなく、石神の生命の光はアンラ・マンユの躰からだの奥深くで弾はじけて──閃せん光こうが、空を、地上を、大気を──目に映るなにもかもを、汚けがれのない白色に染め上げた。もちろん、目を開けてなんていられない。

　閉じた瞼まぶたの上に左右の腕を重ねて、僕は眩まぶしさに抗あらがった。けど、そうまでしてもなお、光は網もう膜まくを容よう赦しやなく焼いてきた。これは……しばらくは、目を開けられそうにない。

──勝った……！

　光の中で、僕は勝利を確信した。

　今、炸さく裂れつしたエクスプロードの破は壊かい力りよくは、一度目を大きく上回っていた。今度こそ、アンラ・マンユを肉の一片も残さず完全消滅させることができたはずだ。

　そして、僕の確信を裏付けるように、




　──ぅるギャアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　アンラ・マンユのこの世のものとは思えない絶叫が響ひびき渡った。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ

　ァァァァァァァァァァァァァァァ──

　ァァァァァァァァァァ……

　ァァァァ……

　──ァ……──




　絶叫は、失われていくアンラ・マンユの命と呼応するように小さく細くなっていき──やがて、消えた。

　まだ目を開けることはできず、アンラ・マンユの消滅を確かめることもできない。

　だけど、勝利を確信している僕は、強こわ張ばっていた肩から力を抜いていた。

　戦いは、終わった。

　アンラ・マンユは消滅した。石いし神がみの、最愛の相棒パートナーとともに。

　安あん堵どや勝利の喜びよりも先に、やるせなさがこみ上げてきて、ため息が出た。

「まったく、呆あきれた生命力ですね」

　美み月づきの声が聞こえた。

　話している相手は、僕じゃない。

「一日に二度もエクスプロードを使って生きている人間なんて初めて見ましたよ」

　その言葉に、僕はハッとなった。

　──そうだ。石神は体力の限界を超えて、二発目のエクスプロードを放ったんだ。

　石神は、無事なのか？

　美み月づきの口振りからするに、生きてはいるみたいだけど。

　僕はゆっくりと目を開けた。

「……っ」

　視力は回復していた。もちろん完かん璧ぺきにってわけじゃない。ひどくしみてはいたし視界全体が白く霞かすんでもいたけれど、人の顔の区別がつく程度には、見えた。

「先生！」

　僕はがっくりと片かた膝ひざをついている石いし神がみに駆け寄った。

「おう、杉すぎ……崎さき……」

　石神がうつ伏せていた顔をあげて笑った。

「先生……」

　その顔に、僕は愕がく然ぜんとなった。

　頰ほおは病的なまでに瘦こけ、肌の色には血の気がまったくなく、目め許もとはどす黒く縁取られ、死人よりも酷ひどい形相だった。挙げ句、黒かった髪が、根本から毛先にいたるまで真っ白に変色していた。

「ははっ……さすがに、疲れちまったよ……」

　笑い顔にも、まるで生気がない。

「死んでもおかしくない……いえ、死んで当然の真似まねをしたんです。生きているだけでも奇跡ですよ」

「死んだと思ったよ。技を放った瞬しゆん間かん、なにかに吸い寄せられるみたいに意識が遠くなっていって……これは確実に死んだと思って、自分でも諦あきらめたよ。それなのに……」

「瀬せ奈なさんが守ってくれたんですよ」

　そう発言したのは、南みなみだ。

　片手剣を鞘さやに収めながら歩み寄ってくる彼女の隣となりには、愛あい原はらの姿がある。

「そう……思っていいんだろうか」

　南の言葉に、石神は疲れきった声を返した。

「あいつは俺おれのせいで、ただ死ぬよりも辛つらい目に遭あったんだ……あいつを守れなかった俺に、あいつに守られる資格なんてあるわけがない……あるわけがないんだ……」

「なに言ってるんですか！」

　うなだれた石神を南が怒鳴りつけた。

「あるに決まってるじゃないですか！　瀬奈さんは先生に会いたい一心でここまで来たんですよ!?　あんな姿になったって、瀬奈さんの先生への想おもいは変わらなかったんです！　先生の呼び声に応こたえてくれたのが、なによりの証拠じゃないですか！」

　感極きわまったのか、南の言葉の最後は涙声になっていた。

　石神は下を向いたまま、なにも言わない。

　南みなみの言っていることは間違っていない。瀬せ奈なさんはあんな姿になりながらも先生を愛していて……そして、先生の手で殺されたいと思ったからこそ、分裂したアンラ・マンユを元に戻したりもしたんだ。

　石いし神がみだって、きっと頭では理解しているはずだ。だけど、心が納得してくれない。自分を責める気持ちが強すぎて……。

　石神は今、死にかけている。

　身体からだ以上に、心のほうが死にかけている。

　今の石神を救えるのは、きっと瀬奈さんの笑顔だけだ。

　けれど、もう、瀬奈さんの笑顔はこの世界のどこにも存在しない……。

「先生」

　美み月づきが石神に声をかけた。

「目を閉じてください」

「美月……？　なにを──」

　問おうとした僕を、美月は目と手で制した。

　美月がなにをしようとしているのかはわからない。だけど、僕は美月を信じて黙だまって見守ることにした。

　おもむろに顔を上げた石神が、訝いぶかりの目で美月を見上げる。

「目を閉じてください」

　美月は再度、そう言った。

　抗あらがい難がたいものを感じたのか、石神が静かに目を閉じる。

「目を閉じたら、瀬奈さんの顔を思い浮かべてください。……思い浮かべましたか？」

「……ああ」

　頷うなずいた石神に、美月はこう問うた。

「今、先生の瞼まぶたの裏にいる彼女は、笑っていますか？」

　石神の肩がピクッと震ふるえた。

　沈ちん黙もくがたゆたう。

　美月は答えを急せかさない。僕も南みなみも愛あい原はらも、黙って石神の答えを待った。

　そして。

　短くない沈黙の末に、石神は深くうつむき、広い背中をわななかせて、搾しぼり出すような声でこう答えた。

「……笑っているよ。幸せそうに、笑っている」

「なら、それが答えですよ」

　美月が言った。

「そうか……そうか……」

　石いし神がみの閉じた目から涙があふれて、乾いた頰ほおを流れた。
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　左手に持っていたペンダントを両手で握りしめて、石神は嗚お咽えつする。

　嗚咽は、すぐに慟どう哭こくに変わった。

　強くて豪快で頼たより甲斐がいの塊かたまりみたいな石神が、泣いている。

　教え子が見ていることも忘れて、声をあげて泣いている。

　……かける言葉の一つも見つけられず、男が泣いている姿を見ているのも忍びなくて、僕は石神に背中を向けた。




　と──。




　ゴゴゴゴゴ……。




　空のほうから、地鳴りに似た、重く低い音が聞こえてきた。

──雷……？

　空を仰いだ僕は、白く霞かすむ夜空を切り裂く無数の青い光の筋を見た。

　雷だ。雷であることは間違いない。だけど、それは自然に発生したものじゃなかった。

　その雷を発生させているのは、空の高みで牙きばを剝むく、巨大な生き物の羽だった。そして、聞こえている地鳴りに似た音は雷鳴じゃなく、その生き物の喉のどから発せられている唸うなりだった。

「ねえ、杉すぎ崎さき、あれって……」

　南みなみが僕の制服の袖そでを震ふるえる手で引っ張ってきた。

「ああ、あれは……」

　認めたくはない。それがそこにいることを認めたくはない。だけど、それは圧倒的な存在感を持って、そこにいた。

　アンラ・マンユに代わって、光風学園の空に君臨していた。

　僕はごくりと喉を鳴らして、僕はその巨大獣じゆうの名称を口にした。

「ドラゴンだ……」

　南が息を吞のむ気配が伝わってきた。




「なあ、あれって……」

「まさか……」

「ドラゴン……だよな？」

「ドラゴンだ」

「噓うそ……」

「おいおいおい……」

「冗談じゃないっての！」




　他ほかの学園生たちからも驚おどろきと混乱の声が聞こえてくる。




「おしまいだ……」

「もう駄だ目めだ……」

「あたしたち、ここで死ぬんだ……」




　中には絶望の声も交じっていた。

　無理もない。僕だって同じ気持ちだ。

「なんでドラゴンがこんなところにいるの？」

　南が震えた声で訊きいてくる。

「アンラ・マンユだ。それ以外に考えられない」

　あの時──二発目のエクスプロードがアンラ・マンユに突き刺さったあの時、アンラ・マンユの側部から生え出てきた二枚の羽──あれは、ドラゴンの羽だったんだ。

　アンラ・マンユは、瀬せ奈なさんの意志に攻こう撃げきを封じられながらも、生き延びたい一心で最強の妖獣ドウームを放出した。

　それが今、アンラ・マンユに代わって光風学園の空を支配している。

　最初のエクスプロードでアンラ・マンユが大ダメージを受けた時、放出された妖獣ドウームたちは目的を見失ったみたいにまごついていた。

　なのにこのドラゴンは、主であるアンラ・マンユが完全消滅したにもかかわらず、濃厚苛か烈れつな殺意を纏まとって、空の高みから僕らを見下ろしている。

　まるで、アンラ・マンユの怨おん念ねんが宿っているかのように。

「くそっ……」

　吐はき捨てずにはいられなかった。

　一難去ってまた一難。しかも、文字どおりＳランクの災難だ。

　ドラゴンが雷光ほとばしる羽を翻ひるがえして、校舎の屋上に降り立った。

　エクスプロードに巻き込まれたのか、よく見るとドラゴンはこっぴどく傷ついていた。首は右側半分が焼け焦こげていて、同じく右の脇わき腹ばらは肉が抉えぐれて骨が見えている。前脚にいたっては左右とも失われていた。

　……とはいえ、相手は最強の蛇神、ドラゴンだ。手負いだからって、半人前の学生が束になったところで勝てる相手じゃない。

　石いし神がみが戦えない今、ドラゴンに勝てる可能性がある人物は、一人しかいなかった。

「美み月づき」

　僕の呼びかけに、美月は頷うなずいて魔法杖を構えた。

　美月の禁きん呪じゆ──〝覇王大剣クラウ・ソラス〟なら、ドラゴンにだって致命傷を与えられる。

　人目のある状況で禁呪を使わせたくはない。けれど、そんなことを言っていたら全員殺される。

「銀の腕の王、光の民の覇は者しやよ──」

　美月の唇と指先が、必殺の禁呪を導くための儀ぎ式しきを開始する。

「その呪文スペルは……まさか……やめろ、安あん藤どう……！」

　呪文スペルだけでなんの魔ま法ほうかわかったのか、石神が美月を止めるために立ち上がろうと腰を浮かせる。だけど、石神にはもう立ち上がる力すら残っていなかった。

「逃げろーっ！」

　僕は一いつ緒しよに戦ってくれた連中に向かって、喉のどを潰つぶす覚悟でそう叫んだ。

　この状況で僕にできることは、もうそれしかなかった。

「逃げろ！　逃げるんだーっ！」

　僕の叫びをきっかけに、ドラゴンの存在感に圧倒されて身動きを忘れていた学園生たちが逃走をはじめた。




「逃げるぞ！」

「あんなのと戦えないよ！」

「相棒パートナーが脚を怪け我がして動けないんだ！　誰だれか手を貸してくれ！」

「任せろ、俺おれにつかまれ！」

「不本意だが……退ひくしかないか！」

「逃げるが勝ちってね！」




　だけど、僕の叫びをきっかけに動き出したのは、彼らだけじゃなかった。

　ドラゴンが後ろ足で校舎の屋上を蹴けって、宙に躍おどった。巨体が重力に従って落ちてくる。──僕らの頭上に。

「南みなみ、愛あい原はらを！」

「う、うん！」

　南が相棒パートナーの愛原を抱えて跳ちよう躍やくする。

──石いし神がみを……！

　僕は動けない石神に駆け寄ろうとしたけれど、その必要はなかった。

　僕が動くよりも先に、美み月づきが石神を担かついで駆け出していたのだ。〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は中断されてしまったけれど、仕方がない。

　僕もその場から離はなれるために地面を蹴った。石神を気にして動くのが遅れたおかげで、美月や南たちとは逃げる方向が反対になってしまった。

　ドラゴンの着地の衝しよう撃げきが地を揺らし、咆ほう吼こうが天を震ふるわせた。巨体に阻はばまれて、美月や南たちの姿は見て取れない。

　僕は長剣を投げ捨てて、代わりに精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣シヨートソードを構えた。

　ドラゴン相手に戦うなんて、無む茶ちやにもほどがある。それは自分でもよくわかっている。だから、まともに戦うつもりなんてない。時間稼かせぎだ。ちょこまか動き回って、ドラゴンの意識をこっちに向けさせて、美月が〝覇王大剣クラウ・ソラス〟を完成させる時間を稼ぐんだ。

　Ｂランクの妖獣ドウームにだって勝てたんだ。〝荒神スサノオ〟もまだ切れてない。──やれる！　やるんだ！

　意を決してドラゴンの死角に回り込もうと駆け出した僕は、自分の考えが甘かったことを次の瞬しゆん間かんに思い知らされることとなった。

　一振り。

　ドラゴンがその長く太い尻尾しつぽをほんの一振りしただけで、僕は缶蹴りの空き缶みたいに中空を舞っていた。

「あ……」

　直撃だった。

　折れたのか砕けたのか、手足は脳からの命令にまったく反応してくれない。

「かは……っ！」

　肋ろつ骨こつが折れて刺さりでもしたのか、咳せき込むと肺にキツイ痛みが走った。

　これは……やばい。もしかすると、致命傷かもしれない。

　為なす術すべなく、僕は真っ逆さまに落ちていく。

　薄うすれていく意識の中で、僕はドラゴンの咆ほう吼こうを聞いた。咆吼……というより絶叫だろうか、今のは。そして、見た。ドラゴンの巨体が真っ白な炎に包まれているのを。

　……美み月づきの攻こう撃げきだろうか。

　状況を理解できないまま、僕の意識は闇やみに閉ざされた。













　　　五幕　ゆびきり







　突然、ドラゴンを包んだ白い炎──。

「あれは……」

　処女雪のように真っ白なその炎に、美月は見覚えがあった。

「根源魔ま法ほう……」

　そう──美月が以前にその白い炎を目にしたのは、星せい也やの幼おさな馴な染じみの少女──神かみ代しろひなたが、天てん上じよう院いんの女剣士に攫さらわれた時だ。

　あの時、神代ひなたは、妖獣ドウームに殺されかかっていた星也を救いたい一心で眠っていた根源魔法の血に目覚め、星也を救った。

　今、美月の目の前でドラゴンを包んでいる純白の炎は、あの時、神代ひなたが妖獣ドウームを灼やき尽くしたのと同じ炎だ。

　根源魔法の、炎だ。

　ドラゴンが、天を裂くような悲鳴をあげてのたうち回る。

　あの日、シャークヘッドを瞬またたく間に灼やき尽くしてみせた根源魔ま法ほうの炎は、最強の蛇神たるドラゴンをすら、容よう赦しやなく灼いていた。

「セーヤ！」

　のたうち回るドラゴンの下した敷じきにならないよう、担かついだ石いし神がみもろとも跳び退のいて、美み月づきはドラゴンの尾の一いち撃げきを受けた相棒パートナーの名前を叫んだ。

　返る声は、ない。

　無理もない。尻尾しつぽとはいえ、ドラゴンの攻撃なのだ。

　くらって意識があるわけがない。即死している可能性も十二分すぎるほどに、ある。

「セーヤ！」

　美月の呼び声が響ひびく中、ドラゴンが、ついに巨体を横たえた。

「……安あん藤どう……」

　美月に肩を借りてやっと立っている状態の石神が、呻うめき交じりに言った。

「俺おれのことは、いい。杉すぎ崎さきを……」

　ドラゴンはもう動かないだろうと判断した美月は頷うなずいて、

「あなたたち、先生をお願い！」

　少し離はなれたところにいた南みなみと愛あい原はらにそう叫んで、石神を座らせた。そして、駆け出す。

　ドラゴンは消えつつあった。

　頑強極きわまる鱗うろこも、肉も、骨も、ドラゴンの肉体を構成するすべてが、炎と同色の塵ちりとなって、天に巻き上げられていく。

「セーヤ！」

　根源魔法のありえない破は壊かい力りよくに空恐ろしさを覚えつつも、美月は星せい也やの姿を求めて、消えゆくドラゴンの後ろに回り込んだ。そして、見た。

　星也を抱きかかえる、黒衣の女の姿を。

「あなたは……！」

　見覚えのある顔だった。戦ったこともある。

　天上院の女剣士だ。名前は、北ほく斗とといったか。

　以前戦った時には漆しつ黒こくの鎧よろいに身を固め長剣ロングソードを振るっていた彼女は、今は天上院の制服に身を包み、長剣ではなく刀を腰に差していた。

　彼女の腕にお姫様のように抱かれている星也は、やはり意識を失っているようだった。

　美月は抉えぐるような目で北斗を見た。だが、北斗は涼やかな目で美月の睨にらみを受け流してしまう。

「セーヤをどうするつもり？」

　北斗は美月の問いに答えず、星也を抱えたまま軽く地面を蹴けり──背後にあった校舎の三階に──窓ガラスの割れていた教室に──飛び込んだ。

「待ちなさい！」

　後を追って教室に飛び込んだ美み月づきを待っていたのは、北ほく斗とと──もう一人の視線だった。

「安あん藤どうさん？」

　その人物が、美月の顔を見て、大きな目をまん丸に見開いた。

　対する美月は、驚おどろかなかった。

　彼女がいることは、わかっていたから。

　神かみ代しろひなた。

　根源魔ま法ほう使つかいとして天上院に上がった、星せい也やの幼おさな馴な染じみ。

　星也が会いたいと願ってやまない少女が今、天上院の白い制服に身を包んで、美月の前に立っている。

　ひなたは星也と同い年で美月より一つ年上であるにもかかわらず、小学生と見み紛まがうほどに小柄で、顔つきも幼い。

　そんな、およそ戦せん闘とう的てきなこととは無縁な容姿の持ち主であるひなたに、天上院の制服なんて似合うはずがない。なのに、天上院の制服を着たひなたの姿に、美月はなんの違和感も覚えなかった。むしろ、しっくりと馴染んで見えた。

　ドラゴンを倒したあの白い炎が根源魔法である以上、彼女の登場は予想できたことだった。だから美月は驚きもせずに、北斗にしたのと同じ問いを今度はひなたにした。

「セーヤをどうするつもり？」

　彼女たちがこの場に現れた理由は、訊きくまでもなかった。

　軍からの要請を受けて、アンラ・マンユの討伐にきたのだ。──完全な遅刻だが。

「えっ？」

「ひなちゃん、急いで。呼吸が止まった」

　美月の問いに驚きの声をあげたひなたを、後ろに立つ北斗が急せかした。

「は、はい」

　北斗が星也をそっと床に横たえ、ひなたがその傍かたわらに屈かがみ込んで、両手をかざす。

　マナがざわめいて、やわらかな金色の光が生命感なく横たわる星也の身体からだを包んだ。

〝癒しの秘蹟サクラメント〟──じゃない。だが、ひなたは星也の怪け我がを治そうとしているのだと理解して、美月は黙だまって見守った。

　セーヤの傷は決して浅くない。浅くないどころか、重体だ。骨折は一箇所や二箇所じゃないだろうし、内臓だってこっぴどく損傷しているはずだ。北斗が、「呼吸が止まった」と言ったが、あれは星也のことに違いない。

　あるいは、美月が〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけたとしても、間に合わないかもしれない。

「これで……大だい丈じよう夫ぶ」

　ひなたがそう言ってかざしていた手を下ろすと、星也を包んでいた癒いやしの光も消えた。

──もう……？

　ひなたが治ち癒ゆの力を働かせていたのは、ほんの数秒だった。

　十秒にも満たない時間で、重体だった星せい也やを完治させてしまったというのだろうか。

「心配はいらないよ。ひなちゃんの治癒は完かん璧ぺきだから」

　ひなたに不審の目を向ける美み月づきに、北ほく斗とが言った。

　噓うそ……ではないのだろう。ひなたが星也を癒いやすために使ったのも、根源魔ま法ほうだ。根源魔法の力は計り知れない。

　使いこなせるようになれば、〝癒しの秘蹟サクラメント〟では間に合わないような深手をあっという間に治してしまうことも、容易なのだろう。

　美月は奥歯を嚙かみしめた。

　根源魔法の絶大な力が空恐ろしく、そして、妬ねたましかった。

　強さを求める美月にとって、根源魔法は喉のどから手が出るほどにほしい力だ。

　その力を、目の前の少女は生まれ持っているのだ。なんの努力もなく。

　……いや、違う。と、美月は思い直した。

　ひなたは、間違いなく努力をしているはずだった。

　力というものは、大きければ大きいほど、その扱いは困難になる。そして、根源魔法は比類なき大きな力だ。

　その大きな力を、ひなたは四ヶ月余りという短い時間で、完璧にかどうかはわからないが、使いこなせるようになったのだ。そこに努力がなかったわけがない。

　根源魔法について決して詳しいわけではない美月に、ひなたがどんな修練を重ねてきたのかはわからない。だが、血の滲にじむようなものであっただろうことは、想像に難かたくなかった。

　天上院の制服が馴染なじんで見えるのも、彼女が明確な目的意識と覚悟を持って修練を重ねてきた結果なのだろう。

「せーやちゃん」

　ひなたの手が、星也の肩を揺すった。

「せーやちゃん、起きて」

「待って」

　星也を揺り起こそうとするひなたを、美月は声で制した。

　ひなたの顔が美月に向く。

「あなたは、セーヤに会わないほうがいい」

　美月はひなたの目を見て、言った。

「え……？」

「セーヤは今、天上院を目指して毎日死ぬ思いをしているの。……あなたに会うために」

　ひなたの目がいっぱいに見開かれた。

[image: ]

「せーやちゃんが……わたしに会うため……に……？」

「そうよ。あなたに会いたい……ただその一心で、強くなろうとしているの。実際、強くなったわ。さっきだって、一人でＢランクの妖獣ドウームを倒したのよ」

　ドラゴンさえもあっさりと倒せるようになったひなたと比較してしまえば、強くなったとはいえ今の星せい也やなんて、まだまだまったくの雑魚ざこだ。だが、それでも星也は着実に強くなっている。

　目的こそ違えど、彼の強くなりたいという思いの強さは、美み月づきとなんら変わらない。そう思ったからこそ、認めたからこそ、美月は毎朝毎晩、彼の特訓に付き合っているのだ。

　星也は、これからも強くなっていくだろう。目的と覚悟──強くなるためになくてはならないものを、彼はちゃんと持っている。そして、厄やつ介かいではあるが強力な才能が、おそらくは間違いなく、彼にはある。

　すぐにというわけにはいかないかもしれない。だが、いずれ必ず、星也の強さが天上院に届く時がくるだろう。

　その時まで自分が星也の側そばにいてやれるかどうかはわからない。だが、時間が許す限りは、彼の側で彼を見守りながらふたりで強くなっていきたいと、美月はそう思っていた。

「彼にとって、あなたはゴールなの。今会ってしまったら、きっと彼はがんばれなくなる」

　ここでひなたと顔を合わせたからといって、彼の望みが根本から叶かなうわけじゃない。だから星せい也やが天上院を目指すことをやめるようなことはないだろう。だが、ひなたの顔を一度でも見てしまえば、せっかく張りつめていた集中力の糸は切れてしまうに違いなかった。

「だから、今は会わないほうがいい。……いえ、会わないで。彼のために」

　残ざん酷こくなことを言っているということは、わかっていた。

　美み月づきがひなたと顔を合わせるのは、記き憶おくにある限り今日が二度目で、まともに言葉を交わすのはこれが初めてだ。

　だが、神かみ代しろひなたという少女の人となりは、それなりに理解しているつもりだった。毎日、しつこいぐらいに星也に聞かされてきたから。

　星也がひなたをなによりも誰だれよりも大切に思っているように、ひなたもまた星也のことを大切に思っている。

　それを理解した上で、それでも美月はひなたに星也に会うなと言っているのだ。

　星也のために。

　彼の相棒パートナーとして。

「どうして……」

　ひなたが片方の手を胸の前で握りしめて、言った。

「どうして、安あん藤どうさんが、そんなこと……」

　ひなたの声は震ふるえていた。胸の前で握りしめた手も。

「それに……せーやちゃんのこと、セーヤって、名前で……」

「相棒パートナーだからよ」

　美月の返答に、ひなたが息を吞のむ気配が伝わってきた。

「初めは、学園を退学にならないための、形だけの相棒パートナーだった。だけど今は……かけがえのない相棒パートナーだと、そう思っているわ」

　言いながら、これは言う必要のないことだと、美月は思った。

　必要なのは、自分が星也の今の相棒パートナーだという事実を伝えることだけで、自分が星也をどう思っているかなど、余計な情報でしかないというのに……どうして、自分は言う必要のないことを、わざわざ口にしたのだろう。

「そう……なんだ。……そっか……」

　ひなたがうつむいた。前髪が下りて表情が窺うかがえなくなる。

「せーやちゃん……新しい相棒パートナー、ちゃんと見つけたんだね……そっか……うん……よかった……心配してたから……よかった……」

　うん、うん、と納得したように──というより、自分を納得させるように頷うなずいて、ひなたは伏せていた顔を上げた。

「安藤さん」

　そして、美月の目を見て、言う。

「せーやちゃんのこと、よろしくお願いします。せーやちゃん、がんばりやさんなのはいいんだけど、がんばりすぎて、無む茶ちやしちゃうとこがあるから……だから……せーやちゃんのこと、よろしくお願いします」

　言葉の終わりと同時に、ひなたは深く頭を垂れた。

「ひなちゃん……」

　ひなたの傍かたわらでずっと沈ちん黙もくを守っていた女剣士が、悲しげに呟つぶやいた。

　ひなたの礼は長かった。

　軽く一分を超えていただろう。

「ひなちゃん、行こう。星せい也やが目を覚ます前に」

　ようやく頭を上げたひなたの肩に、北ほく斗とが手を載せて言った。

「彼女の言うとおりだと、あたしも思う。星也のためだけじゃなく、ひなちゃん自身のためにも、今はまだ、ひなちゃんと星也は会わないほうがいい」

「観み星ほしおねーちゃん……うん」

　美み月づきは怪訝けげんな顔をした。

──みほし……？

　ひなたの女剣士に対する呼び名が、美月の知っているものとは違っていた。

　あの女剣士は、たしか北斗といったはずだ。

　北斗と観星……どちらかが姓でどちらかが名前、ということなのだろうか。

──でも……。

　観星という名前には、聞き覚えがある気がした。

　それも、つい最近だ。

──セーヤだ。

　つい最近、星也から聞いた名前だ。それは間違いない。──だが、その名前が誰だれのもので、星也にどう関係してくるのかという一番肝心な部分が、思い出せない。

　星也から聞いたということはすんなり思い出せたのだから、ただの物忘れじゃない。これは──記き憶おくの欠落だ。

「せーやちゃん……」

　ひなたが再び身を屈かがめて、星也の髪に指先だけでそっと触れた。そして、彼を起こさないよう、囁ささやくような声で語りかける。

「また、ね……」

　ひなたの言葉は短かった。

　話したいことは、きっと山ほどあったはずだ。だが、彼女は胸にあふれる言葉を口にはしなかった。

　きっと、一度堰せきを切ってしまったら、星也を起こさずにはいられなくなると思ったのだろう。

　そして、それは星せい也やにとってだけでなく、北ほく斗との言ったように、ひなた自身にとってもよくないことだ。

　今はまだ、星也もひなたも、お互いに会いたいという気持ちを叶かなえてしまってはいけない時期なのだ。バネにしなければならない時期なのだ。今は、まだ。

「さあ、ひなちゃん」

「うん……」

　北斗に促されて、ひなたが教室を出ていく。

「そいつのこと……」

　去り際ぎわ、北斗が顔だけを振り向かせて言った。

「あたしからも、よろしくお願いするよ」

　そいつ、と言った時、北斗の目は星也を見ていた。

「どうして、あなたがセーヤのことを私に頼たのむの？」

　美み月づきの問いに、北斗は苦笑交じりに肩を竦すくめただけで答えず、教室を出ていった。

　廊下を遠ざかっていくふたりの足音が聞こえなくなると、美月はため息に似た息を一つ吐はいて、星也に歩み寄った。

　彼の傍かたわらに腰を下ろし、ひなたが触れていた髪に、ひなたと同じように淡く触れる。

「強いね、彼女」

　彼女──とはひなたのことだ。

　美月に星也のことを頼むと言った時、彼女の目は真っ赤だった。

　絶対に泣くと思った。星也と一いつ緒しよにいられない自分の不幸を悲しみ哀あわれんで、泣きじゃくるだろうと思った。

　だが、彼女は泣かなかった。

　わかっているのだ。彼女は。

　自分に、泣く資格がないということを。

　星也と離はなれ離れになることは、彼女自身が選び、決めたことなのだ。

　だから、彼女には泣く資格がない。

　彼女はそれをわかっていて、そして、実際に涙をこらえてみせた。

　──負けたくない。

　美月がひなたと会って、多くはないが言葉を交わして思った──それが、一番のことだった。




　覚悟はしていたはずだった。

　星也に新しい相棒パートナーができているだろうということは。

　だが、実際に自分じゃない誰だれかが相棒パートナーとして星也に寄り添っている姿は、ひなたの胸を抉えぐるように痛めつけた。

　ひなたは、これまでずっと星せい也やと同じ道を歩いてきた。そして、これからもずっと同じ道をふたり一いつ緒しよに歩いていくのだと、疑いもなく思っていた。

　だけど今、ひなたと星也はそれぞれ別の道を歩いている。

　それを嘆くわけにはいかなかった。

　星也と別の道を歩くことを決めたのは、ひなた自身なのだから。

　びょう、と強い風が吹いた。

　乱れた髪もそのままに、ひなたは夜空を仰いだ。

　そこは、校舎の屋上だった。観み星ほしの姿はない。観星は諸もろ々もろの事後処理のために、軍の責任者のところにいっていた。

　今回の任務──。

　ひなたにとっては、天上院に上がってから三度目の出しゆつ撃げきだった。

　任務といっても、命じられての出撃ではない。生まれ育った都市である明みよう神じん市しが──しかも、星也とふたりで通った学校である光こう風ふう学園がアンラ・マンユに襲おそわれていると聞いて、自分から戦わせてほしいとマオに懇こん願がんしての出撃だった。

　星也に会えるかもしれないという期待がなかったかと言えば、噓うそになる。そして、星也に意識がなかったとはいえ、ひなたは星也と再会し──自分がもう星也の相棒パートナーではないのだという事実を痛感させられた。

　けれど、ただ悲しいばかりじゃなかった。

　嬉うれしいこともあった。

　星也が、天上院を目指しているというのだ。ひなたに会うために。

　嬉しかった。嬉しくないわけがない。

　ひなたが聖剣になるために天上院に上がって、ひなたと星也は別々の道を歩くこととなった。だが、星也は再びひなたと同じ道を歩くことを望んで、そのためにがんばってくれているのだ。

　もちろん、手放しで喜ぶわけにはいかない。

　天上院は生なま半はん可かな努力でたどり着ける場所ではない。

　星也がもし本気で天上院を目指すのなら、この先、彼は幾いく多たもの死線をくぐり抜けていかなければならないだろう。その過程で命を落としてしまう可能性は、大いにあった。可能性の大小でいえば、たどり着けない可能性のほうがずっと大きいだろう。

　それでも、ひなたは信じたかった。

　星也と自分、ふたりの道がいつの日かまた一つに重なることを。今だって、道は違えど目指す方向は同じはずなのだ。だから、同じ道をふたりで寄り添い合いながら歩ける日が、必ずまたくる。

　目を閉じて、ひなたは改めて自分に誓った。

　星也と再会できるその時までに、夢を叶かなえていることを。正義の味方になるという夢を。

　天上院に上がってきた星せい也やに、胸を張って会えるように。

　ひなたは目を開けて正面を向き、左手を胸の前に持ち上げた。そして、帰還のための呪文スペルを口ずさむ。

「地より生まれ空を湛たたえし青き石よ。我を天の座へと誘いざなえ」

　左手の薬指に嵌はめられた指輪が輝かがやいて、青い光がひなたの身を包み込む。

「せーやちゃん……」

　光の中で一ひと雫しずくだけ涙を流して、ひなたは天への帰途についた。
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　僕が目を覚ましたのは、市内の病院の白いベッドの上だった。

　傍かたわらには美み月づきがいて、状況がさっぱりつかめずにきょとんとしていた僕に、美月は少し疲れたような微笑を見せて、状況を説明してくれた。

　あの後──石いし神がみがアンラ・マンユを倒した後──替わって現れたドラゴンに、どうやら僕は無む謀ぼうにも戦いを挑んで、あっけなく返り討ちに遭あったらしい。ドラゴンが現れたところまでは憶おぼえているのだけれど、そこから先の記き憶おくはすっぱり飛んでいた。

　なんにしろ、ドラゴンの一いち撃げきをくらいながらも命があったんだから、僕は運がいい。もちろん命があったといっても無傷だったわけじゃなく、けっこうな重傷だったらしい。だけど、今病院のベッドの上にいる僕の身体からだには、傷らしい傷は一つもなかった（疲労で動けないけど）。なんでも、天上院の救済者セイバー候補生が治してくれたのだという。

　ドラゴンも、その救済者セイバー候補生があっさりと倒してしまったらしい。

　まだ正式な救済者セイバー免許を持っていない候補生ですらドラゴンを一いつ蹴しゆうしてしまえるだけの力を持っているっていうんだから、やっぱり天上院はとんでもないところだ。

　まったく遅い登場ではあったけれど、助けてもらったのだからあまり文句も言えない。

　その救済者セイバー候補生の戦いぶりを見られなかったのは、少し残念だった。話ができなかったことも。もしかしたら、ひなたが今どうしているのか、聞くことができたかもしれなかったのに。

　幸いだったのは、一いつ緒しよに戦ってくれた学園生たちに一人の死者も出なかったことだ。南みなみと愛あい原はらも無事だった。ふたりとも、ついさっきまでは美月と一緒に僕が目を覚ますのを待ってくれていたらしいのだけれど、今は軍の聴ちよう取しゆを受けにいっていた。女の子三人に寝顔を見られていたってのは、なんとも気き恥はずかしい。南にいたっては、わざわざ僕の寝顔をケータイで撮ってたっていうんだから趣しゆ味みが悪い。次に会ったら力ずくでも消去させないと。

　軍の聴取は戦せん闘とうに参加した学園生全員が受けさせられるだろうから、僕と美月も後で呼ばれることになるだろう。

　……とりあえず、石神が奥おう義ぎを使ったことだけは黙だまっておくしかない。他ほかの学園生の誰だれかが喋しやべってしまったら、僕が黙だまっていたところで無意味になってしまうけど、最愛の相棒パートナーを手にかけてまで学園を守った石いし神がみが罪人扱いされるのは納得がいかなかった。

　その石神は僕と同じ病院に運ばれていた。とりあえず、命に別状はないらしい。ただ、美み月づきが言うには、最低でも一ヶ月はまともに歩くこともできないだろうということだった。

　心配だった。

　命に別状はないといっても、石神が消耗してるのは身体からだだけじゃない。心はそれ以上に傷つき、磨すり減っているはずなのだ。

　人は心の生き物だ。心が弱れば身体も弱る。心の衰すい弱じやくが身体の回復を妨さまたげてしまうことは十分、考えられた。

　──というような話を美月にすると、美月はこう言った。

「きっと、大だい丈じよう夫ぶだと思う。瀬せ奈なさんを自分の手で殺したことは、彼にとっては痛みであると同時に救いでもあったはずだから」

「救い、か……」

「ねえ、セーヤ」

　美月が僕の目を見て、言った。

「今日、あったことを忘れないで」

「え……？」

「同じだから。アンラ・マンユに取り込まれた先生の相棒パートナーの姿は、明日の──遠くない未来の、私の姿だから」

「美月……」

　やっぱり……と僕は思った。

　やっぱり、美月はそんなふうに考えていたんだ。

　たしかに、魔ま法ほうを使う度たびに脳に巣くった妖獣ドウームが成長して、いずれは妖獣ドウームになってしまう美月の境遇と、アンラ・マンユに取り込まれて妖獣ドウームになってしまった瀬奈さんの姿は、重なる。

　アンラ・マンユと戦うのを嫌いやがっていた美月が、なんだかんだと最後まで一いつ緒しよに戦ってくれたのは、仕方なく僕に付き合ったとか、学園がなくなると困るとか、それだけじゃない。瀬奈さんの姿に自分の来るべき未来を重ねたからこそ、美月は最後まで戦ってくれたんだ。

　そして、瀬奈さんと美月が同じということは、いつか僕が石神の立場に立たされることになるということでもあった。

「セーヤ、あなたに約束してほしいことがあるの。私の相棒パートナーとして」

　白い手を僕の手に重ねて、美月は言った。

「私はいつか妖獣ドウームになる。その時は必ずくる。……だから、セーヤ。その時は、あなたが──あなたの手で、私を殺して。殺せるように、強くなって」

　美月の目は、恐こわいぐらいに真剣だった。

　その目が言っていた。

　相棒パートナーとして僕に望む、これが一番重要で重大な願いだと。

　僕は──。

　だけど僕は、美み月づきのその必死の願いに、

「嫌いやだ」

　と拒否の言葉で答えていた。

「美月を殺すなんて……殺すために強くなるなんて、絶対に嫌だ」

　落胆したように目を伏せた美月に、僕は言う。

「僕は強くなるよ。けど、それは美月を殺すためにじゃない。僕が強くなるのは、ひなたに会いにいくためで……美月を守るためだ」

　僕は美月の手の下にあった手を抜くと、その手を今度は僕のほうから美月の手の上に重ねた。

「瀬せ奈なさんを自分の手で殺した先生は、立派だったと思う。正しかったと思う。……でも、僕は──僕の選ぶ選択肢は、先生と同じじゃない」

　石いし神がみは、瀬奈さんを殺すことは相棒パートナーとしての自分の義務だと言っていた。それは、まったくそのとおりだと思う。僕がもし、石神じゃなく──瀬奈さんや美月の立場だったら、やっぱり、相棒パートナーの手で殺してほしいと思うだろう。

　だけど。

　それでも。

　一番大切な人に殺された瀬奈さんも、一番大切な人を殺さなきゃならなかった石神も、悲しくて……悲しすぎて……。

　それに──。

　瀬奈さんと美月には、決定的な違いがある。

　瀬奈さんは予期せずしてアンラ・マンユに取り込まれてしまったけれど、美月は──美月が妖獣ドウームになることは、まだ一〇〇％確定した未来じゃないんだ。

　美月は魔ま法ほうを使う度たびに妖獣ドウームに近づいていく。それは逆に言えば、魔法を使いさえしなければ妖獣ドウームにはならないってことだ。

　戦いをやめてしまえば、一番話は早い。

　だけど、目的を遂とげるまで美月が戦いをやめることは、決してない。

　だから、僕が戦うんだ。僕が強くなって、美月が魔法を使う回数を減らしていくことができれば、美月は妖獣ドウームにならずにすむ。

　そしてそれは、相棒パートナーである僕にしかできないことでもあった。

「僕は、美月を殺すためじゃなく、守るために……ふたりで天上院に上がるために、強くなりたい」

「セーヤ……」

「青あお臭くさいこと言ってるってのは、わかってる。美み月づきが求めてる答えも、わかってる。それでも僕は、美月を殺す約束なんて、絶対にしたくない。しない。──その代わりに約束するよ。必ず強くなるって。美月が美月でいられるように。ふたりで一いつ緒しよに天上院に上がれるように」

　僕は美月の手に重ねていた手を持ち上げて、小指以外の指を折り畳たたんだ。

「……なに？」

　美月が目の前に差し出された僕の小指を不審げに見つめる。

「なにって……指切りだよ」

「ゆびきり？」

「……もしかして、知らないのか？　指切り」

「……知らない」

　美月は首を横に振った。

「そっか……」

　指切りなんて日本人なら誰だれでも知っているものだと思っていたけど……美月の生い立ちからすれば、知らなかったとしても不思議じゃない。

「指切りってのは、こうやって……」

　僕は美月の右手を取ると、小指以外の指を全部折り畳ませて、白くて細い小指に、自分の小指を絡からめた。

「小指と小指を絡めて、歌うんだ。指切りげんまん噓うそついたら針千本のーます、って」

「針千本って……魚のハリセンボンのこと？　それとも、刺す針が千本ってこと？」

「えっ？　あー……たぶん、後者だと思うけど……」

　実際のところ、どっちなんだろう？

「ま、まあとにかく、指切りげんまん噓ついたら針千本のーますっ」

　僕は歌いながら、絡めた小指を上下に動かした。

　美月は……歌ってくれない。

「……なんだか、子供じみてるわね」

「そうでもないさ」

　たしかに、行為そのものは子供じみているかもしれない。だけど、少なくとも誓う僕の気持ちは本物だった。

「……まあ、いいわ」

　呆あきれたような顔で諦あきらめたようにため息をついて、美月は言った。

「信じてあげる」

　そして、笑った。苦笑めいてはいたけれど、笑ってくれた。

「ありがとう」

　まだまだ弱い僕が「美月を守る」なんて言ったところで、説得力なんてあるはずがない。それでも美み月づきは笑ってくれた。信じてくれると言ってくれた。

　僕にとってそれは、とても嬉うれしいことだった。

　礼を言う僕に、美月は肩を竦すくめて応こたえた。

　と──。

　枕まくらの横に置いてあった僕のケータイが、ヴヴヴと振動した。

「電話？」

「メールだ。南みなみから。……えっと、聴ちよう取しゆが終わったから愛あい原はらと避難所シエルターに戻るって。……避難所シエルターってことは、まだ避ひ難なん勧告は解除されてないんだな」

「アンラ・マンユの吐はき出した妖獣ドウームの生き残りを警戒してるんでしょう。〝神の盾アイギス〟の張り替えだって、まだ完了してないしね」

「そっか……でも、生き残りの妖獣ドウームっていったって、たいした数はいないだろ？」

「そもそも生き残りがいるかどうかもわからないしね。いたとしても、今晩中には掃討されるでしょうね。軍の増援も到着したみたいだし」

「〝神の盾アイギス〟は？」

「さっき、張り替え作業が再開されたって放送があったから、朝には終わるでしょ」

「そうしたら、避難勧告も解除されるかな」

「たぶんね」

　美月と話をしながら、僕は南に返信のメールを打った。

　無事に目を覚ませたことを、知らせておかないと。

「送信……っと」

「ふわ……あっ」

　文章を打ち終えて送信ボタンを押す僕の横で、美月が大きなあくびをした。

「珍しいな、美月があくびなんて」

「私だって、眠くなればあくびぐらいするわよ」

　軽く睨にらまれる。

「もう真夜中だもんな……」

　ケータイで時間を確認すると、もう午前の二時を回っていた。

　戦いずくめだったし、さすがの美月も疲れたんだろう。

「僕はもう大だい丈じよう夫ぶだから、美月は帰って──」

「少し、眠るわ」

　美月は僕が言い終えるのを待たずにそう言うと、パイプ椅い子すに座った格好のまま、目を閉じてしまった。

「美月？」

　返事は、ない。

　どうやら本当に眠ってしまったらしかった。

　どちらかというと寝付きの悪い僕からすれば、羨うらやましいまでの寝付きの良さだった。

　また、美み月づきの新たな一面を知ってしまった。……というか、寝顔を見られたことはあったけど、美月の寝顔を見るのはこれが初めてかもしれない。

「寝顔は普通だな……」

　超人的な強さの持ち主で、〝死神〟だの〝相棒パートナー殺し〟だのと呼ばれて恐れられている美月も、寝顔はごく普通の──十六歳の可か愛わいい女の子だった。

　美月の寝顔を見られる機会なんてそうそうない。もう少し眺めていたい気もしたけれど、僕のほうも瞼まぶたが重くなってきていた。

「僕も寝るか……ん？」

　枕まくらに頭を載せて目を閉じようとして、僕は指切りのために絡からめた僕と美月の小指が、そのままになっていることに気づいた。

　しかも、美月の小指はけっこうがっちりと僕の小指を押さえていて、無理に外そうとすると美月を起こしてしまいそうだった。

　僕は少し考えた末に──。

「いいか、このままで……」

　そう結論づけて、美月と小指を絡め合ったまま、目を閉じた。




　枕まくら元もとに置いておいたケータイの振動で目を覚ました時、外はもう白みはじめていて、僕はあくびで脳に酸素を送りながらケータイの振動を止めた。毎朝同じ時間に鳴るようにセットしてある、アラームだ。解除しておくのをすっかり忘れていた。

　時刻は午前四時五十五分。早朝鍛たん錬れんのために、僕は毎朝この時間に起きていた。

「んー……っ」

　僕は左腕を上げて大きく伸びをした。

　本当は両腕で伸びをしたかったところだけど、右手は美月と指切り継続中だった。……まったく、よく外れなかったものだと思う。

　美月は、まだ眠っていた。

　横で僕がもぞもぞやっているのに起きないんだから、けっこう深い眠りなんだろう。

　僕が思っている以上に、疲れていたのかもしれない。

　なにしろ、学生レベルじゃ太た刀ち打うちできない妖獣ドウームは、ほとんど美月が一人で蹴け散ちらしていたのだ。

　一いつ緒しよに戦ってくれた学園生たちに一人の死者も出ずにすんだのは、間違いなく美月のおかげだった。

　あれだけ戦って、疲れないわけがない。

「ありがとう、美み月づき……」

　僕が呟つぶやいた礼の言葉に、美月は「すー」と、妙に可か愛わいらしい寝息で応こたえた。

「さて、と……どうしたものかな」

　疲労はまだ抜けきってはいないけれど、目は冴さえていた。

　普ふ段だんならトレーニングをするところだけど……。

「……やるか」

　僕は右手を見た。

　繫つながったままの美月の小指は、眠る前ほどがっちり絡からんではいなかった。

　美月を起こさないよう、そーっと小指を離はなして、僕はベッドから下りた。

　トレーニングをする。

　殺すためじゃなく、守るために強くなるって美月に約束したんだ。

　約束したその日から、努力を弛ゆるませるわけにはいかない。

　ベッドの脇わきに立て掛けてあった長剣をつかんで、僕は病室を出た。
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　　　終幕　～epilogue～







　アンラ・マンユの一件から二週間──。

　明みよう神じん市しはすっかり日常を取り戻していた。

　Ｓランクの妖獣ドウームに侵入されるという最悪の事態に見舞われながらも、明神市の受けた被害は驚おどろくほどに小さかった。

　避ひ難なんの際の混乱で多少の怪け我が人にんやら急病人が出たものの、市民の死者はゼロ。これは奇跡の数字として全国で報道されていた。──もっとも、軍には多数の死傷者が出たわけだから、手放しで喜ぶわけにはいかなかったけれど。

　戦場になった光こう風ふう学園は、さすがにそれなりの損害を受けていた。特に損そん壊かいが大きかったのは魔ま法ほう科かの校舎だ。二週間経たった今も修復工事はまだ続いていて、魔法科の連中はプレハブ校舎での授業を余よ儀ぎなくされていた。

　石いし神がみは──。

　驚いたことに、三日前から仕事に復帰していた。

　美み月づきの見立てでは、タフな石神でも一ヶ月は立つことすらままならないだろうということだった。ところが、実際には入院三日目から病院の中を歩き回ってたっていうんだから、まったくとんでもないおっさんだ。──ただし、燃え尽きたように真っ白になってしまった髪は、そのままだった。これはもう、生え替わらない限りは元には戻らないらしい。

　奥おう義ぎを使用した件に関しては、特に問題にならなかった。

　軍に知られずにすんだ──ってわけじゃない。あの時、あの場にいた学園生は、僕や美月を含めて誰だれ一人、石神が奥義を使用したことを軍には言わなかった。──のに、当の石神本人が、自分が奥義を使ってアンラ・マンユを倒したことを正直に話してしまったのだ。

　……石神は、きっと罰ばつしてほしかったんだろうと思う。

　最愛の相棒パートナーを殺すことでしか救えなかった自分に、誰でもいいしなんでもいいから罰を与えてほしいと、そんな心境だったんだろう。

　だけど、石神が罰せられることはなかった。

　石神は明神市を救った英雄だ。

　その英雄であるはずの石神が逮捕されるようなことになれば、アンラ・マンユに歯が立たなかった軍は立つ瀬せがなくなる。

　軍の公式発表では、アンラ・マンユは軍と天てん上じよう院いんの救済者セイバーの共きよう闘とうによって倒されたことになっていた。石神の名前はどこにも出てこない。

　石いし神がみの違法行為を不問にする代わりに手柄をもらう──といったところなんだろう、たぶん。

　すっきりしないものを感じないでもなかったけれど、石神が罪に問われるようなことにはならなかったわけだから、万ばん々ばん歳ざいだ。

　石神自身は、あるいは罪に問われずにすんだことを喜んでいないかもしれない。それでも、少なくとも英雄扱いされずにすんだことは、よかったと思っているはずだった。

　相棒パートナーを殺して英雄扱いされるなんて、そんなの──辛つらすぎる。

　仕事に復帰した石神は、とりあえず──表面上は元気そうだった。

　内心ではまだ色々と吹っ切れない思いもあるだろう。それを吹っ切るのはとても大変なことに違いない。

　半人前の青二才でしかない僕が、石神にしてやれることなんてなにもなかった。

　ただ一つあるとすれば、それは──繰くり返さないことだ。

　石神と瀬せ奈なさんに起きた悲劇を、僕と美み月づきで繰り返さないこと──繰り返さない努力を積み重ねていくこと。

　それしか、なかった。




　キーンコーンカーンコーン。

　終業のベルが鳴った。

「えー、つまり、攻こう撃げき役であると同時に回復役でもある魔ま法ほう使つかいが戦せん闘とう不能になった場合の対処法は、第三種危険区域内と第二種危険区域内では変わってくるわけです。もちろんこれは、みなさんの実力によって変わってくるものでもあるわけなのですが──」

　ところが、ベルが鳴っても授業は一向に終わる気配がなく──。

「──えー、まだ区切りのいいところまではいっていないのですが、みなさんのさっさと終われオーラがそろそろシャレにならなくなってきたので、続きは次回ということで……クラス委員さん」

「──起立！　礼！」

　ようやく授業が終わった時には、時計の針はもう十二時二十五分を指し示していた。終業時間から十分も延長したことになる。

「今日はまた派手に長引いたねー」

　みんなが昼飯のために続々と教室を出ていく中、南みなみが声をかけてきた。

「ああ。まったく、勘かん弁べんしてほしいよな」

『生存学』担当の皆みな口ぐちは、授業延長の鬼だった。彼女の授業が終業時間どおりに終わることはまずありえない。最低でも五分は延長する。熱心でいい先生ではあるのだけれど、昼休み前の四限目に五分以上も延長するのは勘弁してほしかった。

「杉すぎ崎さき、お昼の予定はある？」

「いや。商業エリアでどこか適当な店に入るつもりだったけど……今からじゃ、どこももう満席だろうしな……」

「今日は、安あん藤どうさんと一いつ緒しよじゃないの？」

「ああ。今日は四限が長引くのがわかってたから、誘さそってない」

　美み月づきとは毎朝一緒に登校してはいたけれど、昼飯は一緒だったり別々だったり、決まっていなかった。

「そっか……ねえ、安藤さんってさ、あれ以来変わったよね」

　言いながら、南みなみは僕の机に腰掛けた。

「美月が？」

「正確には、安藤さんに対する周囲の目が、かな」

「ああ、そういうことか」

「一緒にいる杉すぎ崎さきが、一番感じてるんじゃない？」

「そうだな……」

　南の言うとおり、アンラ・マンユの一件以来、美月に向けられる周囲の目には、たしかな変化があった。

　そして、それを一番実感するのは朝の登校時だった。




（見ろよ、安藤だ）

（あいつってさ、めちゃくちゃ強いんだろ？）

（アンラ・マンユの時、一番活かつ躍やくしたって）

（あたしの友達があの時、一緒に戦ったんだけど、危ないところを助けてもらったって）

（へえー……あいつって、人を助けたりもするんだ）

（もしかして、意外とイイ奴やつだったりする？）




　美月と歩いていると、恐れや蔑さげすみの声が聞こえてくるのが常だった。だけど、あれ以来、そういった負の声とは別種の声が聞こえてくるようになっていた。

　もちろん、負の声がなくなったわけじゃない。〝死神〟だの〝相棒パートナー殺し〟だのといった呼び名で美月を呼ぶ奴はまだまだ多かったし、忌いむような視線が突き刺さってくることもある。中にはアンラ・マンユを呼び込んだのが美月だなんて想像力の逞たくましいことを言う奴もいた。

　それでも、あの件は──美月が学園を守るために戦ったことは、美月に向けられる目を確実に変えていた。

「よかったね、杉崎。……あとは、あたしだね」

「なにがだ？」

「安藤さんと友達になろう計画だよ」

「ああ、それか。それなら──」

　言いながらなんとはなしに視線を横に振った僕は、教室の入り口に美み月づきの姿を見つけて、言葉の続きを忘れた。

「美月……？　それに、愛あい原はらも……」

　美月の隣となりには、どういうわけか愛原の姿があった。

　誰だれかを探すように視線を動かしていた美月は、僕と目が合うと教室に入ってきた。怯おびえた子犬みたいな顔をした愛原がその後ろをついてくる。




「なあ、おい、あれって……」

「安あん藤どう……だよな」

「安藤美月だ」

「なんで彼女がここにくるのよ？」

「杉すぎ崎さきに会いにきたんじゃないか？」

「後ろにいる辛しん気きくさい子、誰？」

「あたし、知ってる。愛原さんでしょ。ミナミんの相棒パートナーの」




　美月の存在に気づいたクラスの連中が、眉まゆを顰ひそめて声を潜ひそめる。

　美月は自分に向けられる畏い怖ふの目も好奇の目も意に介さず、ずんずん近づいてくる。後ろを歩く愛原は、注目の的になっていることに耐えられないのか顔が見えないぐらいに深くうつむいていた。

「杉崎？　どうかしたの？」

　事態に気づかず首を傾かしげる南みなみに、僕は目で横を向くよう促した。

「え……？　安藤さん……？　皐さ月つき……？　え……？」

　意図が伝わって南が横を向いた時にはもう、美月と愛原はそこにいた。

「渡したい物があるの」

　なんの前置きもなく、美月は本題に入った。

　手に持っていた紙袋を僕──じゃなく、目を丸くしている南に突きつけるように差し出す。

「なに……？　これ……？　え……？」

　いきなりやってきた美月にいきなり紙袋を突きつけられた南は、当然の反応として困惑した。

「皐月？」

　なぜか美月と一緒にやってきた相棒パートナーに助けと説明を求める。けれど、愛原は自分にもなにがなんだかわからないとばかりにふるふると首を横に振った。

「彼女は、私が連れてきたの」

　美月が言った。──が、南の困惑を解ほぐすには、明らかに言葉数が不足していた。

「杉すぎ崎さき？」

　南みなみが、今度は僕に助けと説明を求めてきた。

　僕は──美み月づきがなにをしにきたのか、愛あい原はらを連れてきた理由も──知っていた。昼休みにこっちの教室にくるとは聞いていなかったから、驚おどろきはしたけれど。

「とりあえず、その紙袋を開けてみてくれ」

　僕が言うと、

「紙袋……？」

　南は怪訝けげんな顔をしつつも、美月の手から紙袋を受け取って、開けた。

「あ……」

　中を見た南が、目と口を丸くした。

「これって……」

　紙袋の中身は、一着の服だった。

　南がガサガサと中身を取り出して、広げてみせる。

「それ……光こう風ふう祭さいの時の……」

　愛原の口からも驚きの声が出た。

　美月が南に渡したそれは、メイド服だった。

　光風祭の時に美月が破いてしまった、コスプレ喫きつ茶さの衣装だ。

「美月が直したんだ、それ」

　僕の言葉に南と愛原が、丸く見開かれていた目をさらに大きくした。

「安あん藤どうさんが……？」

「直せって言ったのは、あなたたちでしょう？」

　美月はそう言うと、南だけじゃなく横にいる愛原のことも睨にらむように見て、愛原をビクつかせた。

　……本当は衣装を直せと言ったのは南一人で、愛原は南に付き合ってその場にいただけだったのだけれど……まあ、いいか。

　美月の手によって直されたメイド服は、縫ぬい目はがちゃがちゃで、お世せ辞じにも綺き麗れいに直っているとは言い難がたかった。

　決して手抜き作業だったわけじゃない。美月は美月なりに、本当に一いつ生しよう懸けん命めい繕つくろったのだ。ただ、悲しいことに美月は、ひなたに負けず劣らずの──ぶきっちょだったのだ。

　僕が南から預かっていたメイド服を美月に渡したのは、十日前の早朝トレーニングの時──。

（これをどうするかは、美月に任せるよ。直してくれれば嬉うれしいけど、別に捨てたってかまわない）

　受け取ってもらえるとは思わなかった。ただ、いつまでも僕が持っていても仕方がないと、思いきって渡したのだ。

　美み月づきは──意外にも受け取ってくれた。その時は無言で、仏ぶつ頂ちよう面づらだったけど──その日の夜のトレーニングの後に、直したいから直し方を教えろと、美月のほうから言ってきたのだった。

　針で指を穴だらけにしながらも、美月はがんばった。やり遂とげた。ミシンを使ったほうが楽な箇所もあったけど、スイッチペダルを踏ふみながら手で布を動かすという動作が美月にはどうしてもできず、結局、全箇所手て縫ぬいになった。

　……しかし、美月がああも不器用だとは思わなかった。料理なんて普ふ段だんまったくしない、みたいなことを言っていたから、炊事だの裁さい縫ほうだのといった家庭的なことは得意じゃないんだろうと思ってはいたけれど──思っていた以上だった。

　ミシンを使わせて、手を動かすと足が止まり、足を動かすと手が止まる人間に会ったのは、美月で二人目だった。一人目は言うまでもなくひなただ。足なんて、ただスイッチペダルを踏むだけなのに……。

「ねえ、杉すぎ崎さき……」

　南みなみがメイド服を広げたまま、僕の顔を見た。

「これって、計画成功……ってことなのかな……？」

　僕は頷うなずいた。

「そう思っていいと思う」

　美月が衣装を直したのは、南たちのことを、一定の誠意を持って接する相手として認めたからにほかならない。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えて妖獣ドウーム騎士・ナイトと戦い抜いた僕を、相棒パートナーとして認めてくれたように。

「用件はそれだけよ。……じゃあ」

「待って！」

　さっさと帰ろうとする美月を、南が呼び止めた。

「……なによ？」

「お昼」

「……お昼が、なに？」

　警戒するように眉まゆ根ねを寄せる美月に、南は満面の笑みで言った。

「一いつ緒しよに食べましょ」

「……なんで、私が……」

「決まってるでしょ。あたしが一緒に食べたいから、よ」

　南は決定権は自分にあるとばかりに言い切ると、メイド服をたたんで紙袋にしまい、

「ちょっと待ってて」

　小走りに自分の席へと戻っていった。

　そして、紙袋を置く代わりに鞄かばんを持って、再び僕の席にやってきた。

「実は今日、あなたと杉崎をお昼に誘さそうつもりだったの」

　言いながら、南みなみは鞄かばんの中からけっこう大きな包みを取り出して、包みに使っていた花柄の風ふ呂ろ敷しきを解いた。現れたのは、三段重ねの重箱。

「これ、お弁当。以前に誘さそった時は断られちゃったけど、今日は付き合ってもらうわよ」

「……」

　美み月づきがしかめっ面つらを僕に向けてきた。

　一体どうすればいいのかと、その目が問うていた。

　美月に任せるよ、と僕は目で答えた。

　美月はキッと一いつ瞬しゆんだけ僕を睨にらみつけると、それから頭痛に耐えるような顔をして、最後にため息をついた。

　そして、言った。

「……仕方がないわね」

「イェイ[image: ]」

　南がパチンと指を鳴らして歓声をあげた。

「安あん藤どうさんを口説き落としちゃった～[image: ]」

「……なによ、それは。たかが一いつ緒しよに食事をするくらいで……」

「そのたかがが嬉うれしいの」

　無邪気な笑顔を見せられて、美月がしかめっ面のまま頰ほおを赤くした。

　僕には見せてくれたことのない顔だ。

　うーん……嬉しいような悔しいような……？

「杉すぎ崎さきも、いいよね？　嫌いやって言っても却下するけど」

「あ、ああ」

「皐さ月つきも」

「うん」

「それじゃあ──」

　南が重箱を包み直して、手に持った。

「行こっか」

「ここで食べるんじゃないのか？」

「天気もいいし、せっかくだから屋上で食べようよ」

　南の提案に反対意見は出なかった。

「ではでは、しゅっぱーつ！」

　おーっ、と拳こぶしを高らかに突き上げて歩き出した南に、愛あい原はらは控えめに微笑ほほえんで、美月は浅くため息をついて、ついていく。

　僕は見逃さなかった。

　ため息の後に、一瞬──美月が笑ったのを。

　それは、亀き裂れつだった。

　美み月づきが周囲に対して張り巡らせていた冷たい氷の壁に入った、一筋の亀裂だ。

　──変わっていく。

　美月が。

　美月の学園生活が。

　変化なんて、美月は望んじゃいないだろう。

　だけど、僕は望む。

　みんなに美月を好きになってほしいと思う。

　美月に、この場所を──この場所での時間を、好きになってほしいと思う。

　失いたくない大切なものを、人を、一つでも多く、一人でも多く見つけてほしいと思う。

　それはきっと、ただひたすらに『死』へと向かっている美月のベクトルを『生』へと導く、道しるべになってくれるはずだから。

　南みなみに恋人よろしく腕組みされて真っ赤になって怒る美月の姿に笑いながら、僕はそんなことを考えていた。










　　あとがき




　どうも。

『きみと歩くひだまりを２』です。

　今回もけっこうな難産で、無事発売までこぎつけられてホッとしています。

　原稿が自分の手を離はなれた今となってはもう、一人でも多くの読者さんに楽しんでもらえることを祈るしかないのですが──さて、楽しんでいただけましたでしょうか。

　今回の見所はバニーガールです。

　物語を占めるウェイトとしてはもちろんたいしたことはないのですが、作者的に一番楽しく書けたシーンであることは間違いありません。なにしろ今回のお話自体、桐きり島しまさんの描いたバニーな女の子が見たい！　というところからスタートしていたりするので。

　欲望に勝るモチベーションはありません。




　ところで。

　きみと歩く～というタイトルにひっかけたってわけでもないのですが、最近よく歩いています。

　毎日、一時間とか一時間半とか。近所にあるおっきな市民公園を、ぶらぶらだらだらと。ウォーキングというよりも、本当にただの散歩といった感じなのですが、晴れた日に広い池のまわりをぐるっと一周して、長い石段を上った先にある高台でボーッとひなたぼっこなんかしていると、自分の中に溜たまっていた色々な悪いものが抜け出ていくような感じがして、癒いやされます。あるいは、最高に贅ぜい沢たくな時間の使い方かもしれません。

　問題は、いい年した男が平日の昼間に一人で公園をぶらついていたりすると、職安通いのリストラマンか、社会復帰へのリハビリとしてとりあえず散歩からはじめてみたひきこもりにしか見えないってことでしょうか。

　今のところおまわりさんに職質されるような事態には至っていないので、少なくとも不審者には見られていない……はず。たぶん。きっと……。




　最後になりましたが、関係者各位に御礼申し上げます。

　毎度毎度、仕事が遅くてすみません（土ど下げ座ざ）




　それでは、またお目にかかれますことを祈りつつ──。




　二〇〇八年　春


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

画像は生後二十日目の著者。たぶんこの頃が人生のピーク。こんなのでも一応、第五回電撃小説大賞選考委員特別賞受賞者だったりする。
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イラスト／桐きり島しまサトシ

最近ちょっとオナカが気になり始めた桐島です。ヤバイです。明日から運動しよう……なんて毎日思ってますが、果たしてそんな明日は来るんでしょうか。……来ないかも。
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